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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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【雨野景太と完全ロスト】

【天道花憐とリスタート】

【上原祐と難易度変更】

【雨野と亜玖璃とインターミッション】

【星ノ守千秋と強制協力プレイ】

【ゲーマーズとアブストラクト・クリスマス】




　あとがき








【雨あま野の景けい太たと完全ロスト】






　感動的な名作ギャルゲーの後日談ほど、満点の取りづらい物語はない。




　ゲームに限らず、全てのエンタメにおいて偉い大だいな傑けつ作さく・名作の続編というのはハードルが高いものだが、やはりギャルゲーの孕はらんでいる闇やみは他のジャンルより一ひと際きわ大きいと言っていい。

　なにせ僕らプレイヤーは、たとえそれが仮かり初そめのものであろうと、刹せつ那な的であろうと、それでも紛まぎれもなく──




　──ヒロイン達に、恋こいを、していたのだから。




　当然、大好きだった彼女達には後日談で存分に幸せになっていてほしい。ただただ、幸せな生活を送っていてほしい。主人公との幸福なイチャラブ描びよう写しやを見られれば、それだけで満足だ。基本的に僕らプレイヤーは、そう、考えている。

　──少なくとも、心の、一面では。

　そう、一方で僕らは、それと酷ひどく矛む盾じゆんする願望も、密ひそかに抱かかえている。

　そもそも、僕らが彼女らに恋をした──彼女達の幸福をここまで願ってしまう程に心を揺ゆさぶられた原因とは、なんだったろう？

　僕達は、物語本編の、どこで、こんなにも心を鷲わし摑づかみにされたのか。

　それを考えた際に浮うかんでくる場面は、大たい概がいの作品のケースにおいて──

　──彼女達及および主人公が、苦難を、乗り越こえた場面なのである。

　勿もち論ろん、例外はある。全ての名作が必ずしもそこに主眼を置いたものだとは言わない。

　が、多くの傑作と呼ばれるゲームは、人の心を大きく震ふるわす「苦難克こく服ふくの一場面」があったからこそ、傑作たりえている。

　だから僕達、傑作ギャルゲーのファンが「続編」や「ファンディスク」に求める心の表層的な第一条件は確かに「ハッピーな後日談」であるのだが。

　しかし同時に、まったく矛盾する想おもいもまた、内に抱えてしまっているのである。

「あの感動シーンを超こえる『何か』をもう一度」……と。

　それは禁断の願いだ。なぜなら「苦難を乗り越える」シーンを願うということは、同時に、彼女達に今一度「苦難が課せられる」のを願うことでもあるのだから。

　だからここで、ファン達の想いは大きく二分する。

　ただただ、幸福な後日談があればそれで満足なのだという、《キャラ愛派》と。

　やはり自分達が真に惚ほれたのはあの「物語」であり、その感動をもう一度得られるのならば、多少の「谷」たる場面は甘んじて受け入れようという……《物語派》である。

　この両者の願いに、上下関係は一切ない。どちらも、大切な主張である。

　少なくとも、僕の中には、どちらの僕も存在している。

　本編で登場人物達が凄すさまじい努力の末に獲かく得とくした幸福を、物語のためだからと酷く雑に扱あつかう後日談に心底気が滅め入いるのは当然として。

　かといってじゃあ、フルプライス取っておきながら「物語る」ことを完全に放ほう棄きした、可愛い新規イラストだけあれば充じゆう分ぶんだろと言わんばかりの雑な追加シナリオでいいよなとメーカーに開き直られたら、それはそれでまあ、口元がもにょもにょは、するわけで。

　つまり、どちらの言い分も、自分の中には確かにある。

　だがその上で、あえて、僕、雨野景太が、どちら側に属す人間なのかと言えば。

　それは……。




「『片かた恋こいオクテット』のファンディスク、アレは端たん的てきに言って、クソですね」

　駐ちゆう車しや場じように積もったシャーベット状の雪をガラス越しに眺ながめながら、コンビニのイートイン席で悪態をつく僕、雨野景太。

「おっと、センパイらしからぬ辛から口くちレビュー頂きました。これはアガる」

　対面席に座った女性……星ほしノ守もり心春このはさんがその特とく徴ちよう的なツインテールを揺らし、妙みようにウキウキとした表情で切り返してくる。正直あまりいい趣しゆ味みとは言えないが、これから酷こく評ひようを始める僕が言えた口ではない。基本的にはゲームというジャンルを愛しているからこそ、時にはどうしても許せないことだってあるのだ。

　僕は新発売の強炭酸エナジードリンクをぐいっと呷あおると、タンッと強めにテーブルへ缶かんを置いて続けた。

「なんですか、あの『新たな苦難に概おおむね屈くつする』という斬ざん新しんなファンディスクは！　いやもう、ファンディスクという名めい称しようさえ憚はばかられる！　アンチディスクですよあれは！」

「いつになく熱いですねセンパイ。まあかくいうあたしも、あのファンディスクはないと思いますけど……」

「でしょう！」

　エロゲにおける盟友に我が意を得たことが嬉うれしく、思わず椅い子すから尻しりを浮かせ前のめりに顔を近づけてしまう僕。と、コノハさんは「ひゃ」と妙に可愛らしい驚おどろきの声を漏もらすと、なにやら少し慌あわてた様子でふいっと視線を逸そらした。彼女はそのまま紙パックのミルクティーから延のびるストローをくわえ、何かの熱を冷ますように勢いよく中身を吸い込む。

　僕はハッとして謝罪する。

「ああ、すいません、つい……」

　驚かせてしまったかなと反省して僕が椅子につくと、コノハさんは「い、いえ」と少しぎこちなく笑い、こほんと咳せき払ばらいしてから先程の話題を続けてきた。

「確かにファンディスクとして合格点はあげられない出来でしたね、アレは。シナリオも雑なら、キャラ愛もなく、更さらにエロスも薄うすいという、まさに誰だれ得商品。とはいえ……あたしの印象は『普ふ通つうに駄だ作さく・凡ぼん作さく』という程度で、激げき烈れつに批判する程では……」

　コノハさんのぬるいテンションに、僕は思わず再び激高してしまう。

「なに言っているんですかコノハさん！　あれはもっともっと批判されて然しかるべき害悪存在ですよ！　だっておかしいでしょう！　八名のヒロイン中、六名の後日談が『主人公と別れる』という結論に至るファンディスクって！」

「まあ……でもほら、なんか前向きな別れの空気出してたりする話もあったりで……」

　その言葉に、僕は……思わずテーブルを強く叩たたいて反論する！




「なにが『前向きな別れ』ですかっ！　そんなのはまやかしにすぎない！」




「ひゃぅっ」

　僕の怒ど気きにあてられ、ビクッと肩かたを縮こまらせるコノハさん。その姿を見てようやくハッと自分を取り戻もどした僕は、慌てて彼女に頭を下げた。

「す、すいません、僕としたことが、こんな……」

「い、いえ。センパイの意外な一面が見られて、あたしは割と嬉しいというか……」

　そう言いながらも、やはり笑顔が少しぎこちないコノハさん。僕は猛もう省せいしつつも、改めて……今度は感情をできるだけ抑おさえながら、今の自分の気持ちを語り始めた。

「……互たがいの幸せのために、違ちがう道を往いくって……なんなんですか。好きな人と寄り添そうことが、一番の幸せじゃ、ないんですか？……僕には分からないですよ……」

「センパイ……」

　コノハさんが憐あわれむような表情で僕を見つめてくる。その表情から、僕も察する。

　どうやらこの様子だと、もう既すでにコノハさんも……数日前僕らに起こった「あのこと」を知っているようだ。

　……つまり。




　修学旅行四日目に、突とつ如じよ僕らに訪おとずれた──最悪の破は滅めつの話を。




　…………。

　しかし僕はそれでも、あくまで、「ギャルゲーの話」として先を続ける。

「……例のファンディスクでは……別れるヒロインのうち半数が、概ね、主人公との進路の違いで別れますけど……。恋れん愛あいって、そんなにも優先度の低い存在なんでしょうか」

「それは……一いち概がいには言えないはずですけど。でも確かに、こういう物語においては『恋』より『夢』を取る方がさも尊い選せん択たくかのように描えがかれることが多いかもですね」

　コノハさんはそこで「ふむ」と顎あごに指をやると、この話にエロゲーマーとして本格的に興味を惹ひかれた様子でぶつぶつと検証しだした。

「これは意外と深い問題提起かもですよセンパイ。恋愛を主しゆ軸じくにしたエンタメなのに、最終的には恋愛を脇わきに置く結論が多いというのは、実に面おも白しろい傾けい向こうと──」

　と、そこまで言ったところで、僕を見てハッとするコノハさん。彼女は慌てて謝罪してくる。

「す、すいません、『面白い』だなんて……」

「い、いや、別に、いいですよ、ゲームの話だし……。あくまで、ゲームの話……」

　……二人の間にいたたまれない沈ちん黙もくが横たわる。と、コノハさんがどこか無理のある笑顔を作って新しい話題を切り出してきた。

「で、でも『片恋オクテット』ファンディスクの罪深いところは、むしろ残り二人のヒロインの別れる理由の方じゃないですかね！　他に好きな男ができたって……」

「そう、それね！」

　思わず再び感情を昂たかぶらせてしまう僕。先程とは違いコノハさんに迷めい惑わくをかけないようにという自制心は多少働いているものの、それでも僕は鼻息荒あらく語ってしまう。

「あれ一体どういうつもりなの!?　いや確かに、ある意味恋愛のリアルは描いていると思うよ!?　でも……でもっ、おかしいでしょう！　エンタメとして！」

「ちゃぶ台返しもいいとこですよね。女性のあたしでも流石さすがにプレイ中に『ねぇわ』と呟つぶやきました。ＮＴＲ属性がどうとかのレベルじゃないです。物語としておかしいです」

「だよね！……まあ、でも……」

　僕はそこで外の中ちゆう途と半はん端ぱな雪景色に視線をやると、嘆たん息そくしながら呟く。

「……ある側面においては『互いの幸せのため』なんて論理より百倍納なつ得とくできるけどさ」

「…………」

「……他に好きな人ができた、という話なら、僕だってこんな……こんな……」

「せ、センパーイ？　お、おーい？　ゲームの話ですよねー、これー？」

　遠い目をしていたら、コノハさんに手を振ふられてしまった。僕が「ご、ごめんなさい」と謝罪すると、コノハさんは一つ嘆息し……なにか諦あきらめたように、切り出してきた。

「すいません、センパイの気分転てん換かんになればと、ここまではなんとか努力してきましたけど……流石のあたしでもそろそろ、『そこ』を器用に迂う回かいして、楽しくゲーム話だけに興じ続けるの、無理そうです」

「そ……そう、です、よね。……ごめんなさい……」

　しゅんとする僕に、コノハさんはミルクティーをもう一口啜すすってから、今度は優やさしい声こわ音ねで続けてきた。

「あたしなんかで良ければ、少しぐらい聞きますけど、センパイの恋愛相談」

「そ、そうですね……。……コノハさんなんかでも、一応、聞いて貰もらえるとありがたいかもですね、恋愛相談」

「おっと一気に聞く気をなくしましたよあたし！　じゃ、あたしはこれで……」

　と席を立つコノハさん。

「すいませんでしたコノハさん！　聞いて下さい！　たとえ切ない純愛とは縁えん遠どおそうな肉にく欲よく重視のエロゲマニアでも、話を聞いて貰えるだけで僕は救われますから！」

「それ人に相談に乗って貰う態度じゃないですよねぇ！　センパイ！」

「それだけ心が弱ってるということなんです！　つい本ほん音ねばかり漏れてしまう程に！」

「さっきからフォローに見せかけて追加攻こう撃げき入れるのやめてくれません!?」

「こ、コノハさぁん……ぼっちの僕に、こんな相談できる人は……もう……もう……」

　しょんぼりと項うな垂だれる僕。と、コノハさんがなにやら母性をくすぐられたご様子で、頰ほおを赤らめて戻って来てくれた。

「う……し、仕方ないですね。センパイがそこまで言うなら……自分にはもうコノハちゃんしかいないんだと縋すがりつくなら、まぁ多少付き合ってあげても──」

「アグリさんや上うえ原はら君やチアキや三み角すみ君や弟を除いたら、あとはコノハさんぐらいしか恋愛相談できる人がいないんですよぅ、僕ぅ！」

「あたしへの相談優先度大分低くないですか!?　だったらもう他の人に相談したらいいじゃないですかぁ！　センパイのばかぁ！」

「いや、だってこの辺の皆みんなは、それぞれ自分のことで大変そうですし、正直あまり迷惑かけたくないし……」

「わぁ、センパイってそんな優しい気き遣づかいができる人なんですねぇ♪　素敵♪──ってなると思ったら大おお間ま違ちがいですよこの鬼き畜ちく。あたしには悩なやみがなさそうだと!?」

「え、あるんですか？」

「心外！　あ、ありますよ！　馬ば鹿かにするのも大たい概がいに──」

「じゃあその悩みから、性的な要素を孕はらむもの全部除いたら、残りは何件ですか？」

「それは〇ゼロ件ですね」

　即そく答とうだった。僕がジトッと見つめていると、コノハさんは顔に汗あせをだくだくかき……そうして最後には、「あー、もう、分かりましたよ！」とやけくそ気味に着席する。

　そんなコノハさんに……僕は思わず笑いを漏らしてしまう。

「ふふっ、ありがとうございます、コノハさん。やっぱりコノハさんと話していると、なんだろう、妙に心が軽くなりますね！　現実から遠ざかるというか……」

「はいはい、そりゃどーもです。まったく、趣味仲間を馬鹿にして……」

　テーブルに頰ほお杖づえをついてぶすっと雪景色を眺めるコノハさん。そんな彼女に……僕は、丁てい寧ねいに、頭を下げた。

「本気で、感謝してます。……いつも、本当に、ありがとうございます」

「……ふ、ふん」

　鼻を鳴らしつつも、どこか照れたようにそっぽを向くコノハさん。彼女は何か誤ご魔ま化かすように先を促うながしてきた。

「で？　具体的に何があったんですか？　数日前……センパイの修学旅行四日目に」

　その、コノハさんの質問に。

　僕は……一度深呼吸すると、改めて、あの日起こったことを回想し始めたのだった。




　それは修学旅行四日目、カップル単位でパレード鑑かん賞しようへと臨のぞんだ夜のことだった。

　僕とアグリさんは互いのパートナーへと、事前に用意していた高級プレゼント……ペアになったクマの小型ぬいぐるみラベアーズを渡わたそうと、それはそれは意気込んでいたわけなのだが。

　──結論から言えばラベアーズは、今でもまだ僕らの手元にある。

　それも、別にパートナーから「これは貴方あなたが持っててよぅ♪」等と愛情たっぷりに言われたから、等ではない。

　ただただ、純然たる、渡しそびれである。

　つまり天てん道どうさんや上原君は、僕らが、互いのカップルを象しよう徴ちようする高級商品をプレゼントしようとしていた事実さえ、まだ知らない有様なのだ。というのも──

　──と、まずそこまで一息に語ったところで、コノハさんが「ちなみに」と訊たずねてきた。

「さっきから高級高級って言ってますけど、実際のとこおいくらなんですか、それ？」

「……えっと、その…………二万円です」

「うひゃひゃひゃひゃ！」

「なんですかその性格悪い笑い方！」

「リア充じゆうが、リア充っぽい金の使い道でコケるサマは、実に爽そう快かいですなぁ！」

「なんて酷ひどい悪あく魔まなんだと言いたいところですが、これが他のリア充の話なら、僕も同じ笑い方をしていた気がする！　確かにいい気味ではある！　あるけどもさ！」

　まあそれはさておき、話を戻そう。

　とにかく僕らのラベアーズプレゼント計画は水すい泡ほうに帰きした。なぜか。それは……。




「くくっ、リア充がドヤ顔で二万円のプレゼント渡す直前に、相手に別れを切り出されるとか……！　あ、あたしその光景、金払ってでも鑑賞したいんですけど！」




　僕がシリアスなトーンでクライマックスシーンを語ろうとした矢先、この話の結末を壮そう絶ぜつにネタバレしつつ腹を抱かかえて笑い出すコノハさん。

　僕は流石にムッとし、勢いよく椅い子すを鳴らして立ち上がった。

「悩み相談相手の選択ミスにも程がありました！　僕、もう帰らせて貰います！」

「まあまあ、そう言わずにセンパイ！　他人の恋愛話聞かされる側の身にもなって下さいよ。こっちはこっちで多少楽しんだって、バチはあたらないでしょう？　くくっ……」

「そ……それはそうですが、でも、限度ってものが……」

「今いま更さらあたし相手に『限度』とか求めます？」

「そ、それもそうかもですね」

　なんか妙みように納得してしまった僕は、息を整えて座り直すと、改めて話を再開させる。……まあ、もうこれ以上は大して補足説明もないんだけどさ。

　実際コノハさんの言う通り、あの夜僕らは恋こい人びとから突とつ然ぜん別れ話を切り出された。

　それも……二人とも、ラベアーズを渡すまさにその直前に、だ。

　僕らからしてみれば、まさに青せい天てんの霹へき靂れき。

　また……コノハさんにこそ言ってないが、僕もアグリさんも、この話の直前に互たがいのパートナ─と……その……ええと、「いい感じ」になっていたわけで。……その……いい感じっていうのは……つまり……なんていうか……。

　…………せ、接せつ吻ぷんしていた、というか……。

　僕は思わず自分の唇くちびるを人差し指でそっと撫なでてしまう。

　今でもあの時の全てがありありと思い出せる。天道さんの綺き麗れいな顔立ち、仄ほのかないい香かおり、そして……その唇の柔やわらかさから、温かさまで。

　だけど、だからこそ……それに付ふ随ずいするように直後のことまで明確に再生されてしまう。僕の性能がポンコツなのか、この動画に一時停止の機能はない。一度再生を始めたら、あのキスシーンで止めたくても……止まっては、くれないのだ。

　きっと、アグリさんも似たような気持ちだろう。いや勿もち論ろん、アグリさん側に何があったのかは僕も具体的に聞けていない。けれどまあ、互いにことの経けい緯いを報告し合った際、彼女側にも僕と似た照れの空気は感じたので、まあ、そういうことなのだろう。

　それは僕らにとって、人生で最も幸福だったと呼んで差し支つかえない一場面だった。

　しかし、だからこその、直後の悪夢との落差でもある。

　まさに、恋れん愛あいフリーフォール。ファーストキスからの、流れるような別れ話。

　当然ながら僕もアグリさんも、その時すぐには状じよう況きようが理解できなかった。相手から話を切り出されてすぐの数秒間は、ただただぽかーんと呆ほうけてしまった程で。

　相手の言い間違い、自分の聞き間違い、ジョーク、ドッキリ。まず最初に頭に浮うかんだのはそんな可能性達であり、僕らは場違いな空から笑いを繰くり出してしまうも……しかし相手から醸かもし出される重たい空気は、まるで改善される兆きざしを見せてくれず。

　ことここに至ってようやく僕らは状況を正確に把は握あくしたと同時に……ぽつりと、当然の疑問がその口から零こぼれ落ちたのだった。

「……どうして……」

　と。

「で、どうしてだったんですか？」

　コノハさんがミルクティーを啜りつつ、軽いノリで回想に割り込んでくる。

　僕は彼女の軽けい薄はくな態度に半ば呆あきれつつも、一方で少し救われるものも感じながら、その疑問に答えた。

「……正直、そこが、今でも僕とアグリさんの、悩みの種なんです」

「というと？　相手がちゃんと説明してくれなかったんですか？」

「いえ、説明はしてくれましたよ、勿論。ただ……それが、まるで飲み込めない説明だったと言いますか……」

「なるほど、二人からとんでもない変態性せい癖へきを打ち明けられたと」

「いや彼女達はそんなコノハさんみたいな人種じゃないです」

　しれっと言い放った僕に、コノハさんがムスッとして返してくる。

「失敬ですね。あたしだってセンパイがドン引くような性癖はもう特に隠かくしては…………。…………。……………………。…………さ、さぁ、話の続きをどうぞ、センパイ」

「こんなに最低な想像が搔かき立てられる沈ちん黙もく初めてだよ僕！　なに!?　コノハさんって、現状でさえ充分アレなのに、まだ何か隠し球だま持ってんの!?」

「それは……あたしルートに入った時のお楽しみですよ、センパイ」

「いやいや、お楽しみも何も、僕がドン引きするようなネタなんですよねぇ、それ！」

「どうですかね。ヒントだけ出すと、そのプレイでは《サバ缶かん》が重要な役割を担にないます」

「なんかヤバい！　想像がまるでつかないだけに、凄すさまじい変態オーラを感じる！」

「どうです？　興味湧わきましたか、星ノ守心春ルート」

「ぐ、確かに『興味』は湧いたけどさ！　でも自分をそんなイロモノキャラ扱あつかいして、コノハさんは本当にそれでいいの!?」

「センパイの気を引くためなら……あたし、《サバ缶》だって受け入れますよ！」

「なんで《サバ缶》が僕側の性癖みたいな言い方したの今!?　っていうか、マジでなんなのさ、《サバ缶》！　《サバ缶》を一体何にどう使うと──」

「せ、センパイ！　公共の場で連呼しちゃダメでしょう、《サバ缶》だなんて！」

「はっ、僕ったらつい……！　じゃ、ないでしょう！　《サバ缶》自体はエロワードでもなんでもないですからね!?」

「それはどうでしょうねぇ。尺八の例もありますし……」

「真ま面じ目めな顔してホント何言ってんの貴女あなた。はぁ……とにかく、話を戻もどしましょう」

「はい。なんでしたっけ。交際相手からドロリと吐はき出された、こう、えぐみのあるアレなものが、すんなり飲み込めない、どうしよう、という相談でしたっけ」

「大体合ってるけど言い方！　別れの理由が飲み込めない、という話です！」

「なるほど。じゃあ、話の続きをお願いしたいのですが……」

　とそこで、コノハさんはスマホを確認して申し訳なさそうに切り出してきた。

「そろそろあたし、帰らなきゃなんですよね」

「あ、そ、そうですよね。コノハさんといえど女の子だし、当然門限とかも──」

「いえ、お気に入りのエロゲメーカーの公式ＨＰに一週間前から掲けい載さいされていた謎なぞのカウントダウンが、今から一時間後に終わるんですよ」

「凄まじくどうでも良かった！　そんなのどうせ軽い新作告知か、ガッカリスマホアプリのリリース告知だよ！　っていうか、後からのチェックでもいいじゃんそれ！」

「分かってますよ、あたしだって！　分かってますけど……でもああいう、もったいぶったカウントダウン告知って、生で見守って、生でガッカリしてこそじゃないですか！」

「ほらガッカリ前提じゃん！　だったら僕の恋愛相談に応じて下さいよ！」

「でもほら、二パーセントぐらいの確率で、アガる告知なこともあるじゃないですか！」

「そうですけど！　僕のガチな恋愛相談、その二パーの可能性にさえ負けますかね！」

「まあ確かに、正直そこは難しいところですよね」

「難しいところかなぁ……」

「ですから……セーンパイ？」

　と、突とつ如じよコノハさんがテーブルに身を乗り出し、豊満な胸を強調しながら僕を上うわ目め遣づかいで見つめてくる。……これは……。

「……仲良く喋しやべりながら、あたしを、家まで送ってくれると、嬉うれしいんだけどなぁ？」

「ぐ……いや、でも、女の子を家まで送るというのは、カノジョ持ちとして──」

「いやセンパイ、今『フリー』じゃないですかぁ？」

「ぐぅ……!?」

　雨野景太の胸に痛つう恨こんのダメージ。なにこれ。ぼっち時代には独り身なことに何のコンプレックスもなかったのに、つい先日まで天道さんという素晴らしい彼女さんがいた今となっては、「フリー」という言葉の殺傷能力が段だん違ちがいだ。なにこれ。辛つらい。

　そんなわけですっかり心の折られた僕は、そのまま素直に、コノハさんの要求を受け入れることにした。

「……分かりました。貴女を、家まで、送ります」

「やった」

　無む邪じや気きな笑顔で小さくガッツポーズを取るコノハさん。……不覚にも、こういう素のリアクションはこの人、ちゃんと年相応で可愛らしいと思えるんだよなぁ。

「その代わり、ちゃんと僕の恋愛相談は聞いて貰もらいますからね」

「はいはい、そこは任せといて下さいな、センパイ」

　そうして僕らは互いの飲み物を飲み干すと、身支じ度たくを整えてコンビニを出たのだった。




　　　　＊




　結局のところ、天道さんや上原君が僕とアグリさんに語った「別れの理由」は、要約すると、以下のようなものだった。




　・　嫌きらいになったとか幻げん滅めつしたとかでは、ない。

　・　僕やアグリさんの行いに問題があったわけでも、ない（ここは念押し気味だった）。

　・　というかむしろ、僕らのことは今でも「好き」である。

　・　それどころか、この修学旅行で更さらに惚ほれ直したぐらいである。

　・　しかしだからこそ、これ以上交際は続けられない。




「おっと、なんかあたし一週読み飛ばしましたかね」

　僕の話を聞き終えたコノハさんが、胡桃くるみ色の手て袋ぶくろに包まれた指先で漫まん画が雑誌を捲めくるような仕草を見せてきた。

　僕はそれにまず苦笑いで応じつつも、何気なくあたりを見回す。星ノ守家へと向かう道すがらの住宅街。どこからか風で流されてきた粉雪がはらはらと舞まっている。

　僕はコートのポケットに手を突つっ込み、軽くマフラーに顎あごを埋うずめて話を再開した。

「いえ、大だい丈じよう夫ぶですコノハさん。この話に抜ぬけはありません。そして更に言うと、そのコノハさんのリアクションが、そのまま、今の僕とアグリさんの心境でもあります」

「なるほど、理解しました。そりゃまた……」

　そう言ってなにやら面めん倒どう臭くさそうに夕暮れの空を見上げるコノハさん。彼女の吐く息が一いつ瞬しゆんだけ白く色づき、そのまま空に溶とけるように消えていった。

　彼女はそのまま五秒ほど黙もつ考こうしたのち、「まあ……」と少し険けわしい表情で僕に切り出してきた。

「正直、エロゲやギャルゲーでは割とありがちな展開ではありますよ。蜜みつ月げつだった恋人からの謎のお別れ宣告」

「ええまあ、それは僕も分かります。で、そういう時の理由ってのは大たい概がい……」

「ええ、相手のためですね。自分と結ばれたら政治的なあれこれなんかで、相手の身に危険が……みたいなのに代表される《自由恋愛の代だい償しよう》パターン。ありがちですね。そして個人的にあまり好きじゃない、実にチープなプロットです。茶番じみてませんか、あれ」

「僕の恋愛相談にかこつけて急に恋愛モノ全ぜん般ぱんへの毒吐くのやめてくれませんか。とにかく、それは僕らも考えましたけど……でも、実際ありえます？　そんなの」

　僕の言葉に、コノハさんは「いえ」と首を横に振ふりながら応じる。

「正直ちょっと考えづらいですよね。流石さすがに現実的じゃないというか……」

「ですよね。事実、天道さんのトーン的にもそういう感じではなかったですし」

「となると、エロゲの他パターン的には……アレじゃないですか？　《真のヒロイン登場を前にして、身を引く決意を固めたサブヒロイン》的な──」

　と、そこまで話を進めたところで、コノハさんが何かハッとした様子で立ち止まってしまった。彼女が口元に手をやり一人「まさか……」などと呟つぶやいてなにやら思考を続ける中、僕は「いやいや」と先回りしてそれを否定する。

「それこそ、おかしな話ですよ。天道さんも上原君も、一体僕やアグリさんを誰だれに明け渡わたすつもりだって言うんですか。僕と天道さん、アグリさんと上原君以上のベストカップルなんて、この世にありえないでしょう」

「リア充じゆうって別れてもなお惚のろ気け話ができるんですね。初めて知りました。これはうざい」

　コノハさんは呆れたように嘆たん息そくし、なぜか半眼で僕を睨にらみ付けてくる。

　彼女は再び歩き出すと、僕の隣となりに並びながら続けてきた。

「だけど実際センパイ、自分じゃ『ぼっち』とか言いつつ、最近は天道さん以外にも結構親しい女性がいるじゃないですか」

「親しい女性？　ああ、アグリさんのことですか？」

　僕が何の気なしにそう訊たずねると、途と端たんに、コノハさんは少し寂さびしそうに目を伏ふせた。

「そこでセンパイから最初に出る名前って、当然のようにアグー先せん輩ぱいなんですね……」

「？　あ、あの……なんか僕、もしかして、コノハさんに失礼なことをしました？」

　友達が増えてきたとはいえ、まだまだコミュニケーション能力が低い僕のことだ。調子に乗って女性相手に失礼発言をしたのではないかとおどおどしていると、コノハさんはこちらを安心させるように「いえ」と微笑ほほえんでくれた。

「なんでもないです。ちなみに、センパイの他の親しい女性って、誰が思い浮うかびます？」

「え？　それは勿もち論ろん、キミのお姉さんたるチアキだよ」

　僕がそう自信を持って答えると、なぜかコノハさんは少し嬉しそうに笑った。

「へぇ、『勿論』姉さんですか。勿論、ねぇ。……ふふ、少しだけ妬やけますね」

「あ、コノハさんだって……。…………。……い、いい知り合いですよね」

「そこ素直に『友達』で良くないですか!?　し、知り合いって！」

「いや、コノハさんと親しいと断言しちゃうのって、こう、カノジョ持ちの男としてどうなのかと、理性のブレーキがかかりまして……」

「なんでですか！　それに再三言いますが、今センパイ『フリー』ですよねぇ!?」

「ぐ……。……だ、だとしてもその、天道さんに嫌われるようなことは僕……」

「なんであたしと親しいだけで天道さんからの好感度下がる前提なんですか！」

「い、いや、その……えと、交際相手からの内申点みたいなのに響ひびく予感というか……」

「遂ついに光こう正せいみたいなこと言い出したよこの人！」

「光正みたいなこと？　え、光正が、コノハさんに、今の僕みたいなことを？　なぜ？」

　きょとんと首を傾かしげる僕。と、コノハさんが額に汗あせを滲にじませて何やらぶつぶつ呟き出す。

「（…………そうだ、この人、弟の本ほん性しようを……。…………の、義理もないけど、とはいえ…………と知れたら、殺されかねないし……）」

　断片的に聞こえてくる妙みように物ぶつ騒そうな言葉。が、こちらにはまるで意味が分からない。

　と、コノハさんは何かを纏まとめ終えた様子で咳せき払ばらいをし、僕から目を逸そらしながら説明してきた。

「い、いや、その、光正……君とは、あたし、以前街でたまたま会う機会がありまして。で、その、なんというか、そこで意気投合したが故ゆえの、気安い罵ば倒とうを受けることがなきにしもあらずと言いますか……も、勿論、ジョークの範はん囲いですよ、ジョークの範囲！」

　と、あせあせと説明を繰くり出してくるコノハさんに。

「（これは……）」

　鋭するどい僕は色々と察して、ジトーッと、今までになく湿しつ度どの高い眼まな差ざしをコノハさんへと向けた。

「……コノハさん……僕に隠かくれて光正と親しくしてるんですね……そうなんだ……」

「……え……？」

　途端に、なぜか、コノハさんの頰ほおが赤く染まる。そして再び始まる、大きな独り言。

「（な、なにこれ。もしかしてこれって……これって……し、嫉しつ妬と!?　マジで!?　や、ちょ、なにこれ、だとしたら超ちよう嬉うれしいんですけど──）」

　なにやらよく分からないことを言って浮かれているコノハさん。

　そんな彼女に僕は──ピシャリと、言い放ってやった。




「コノハさん。……うちの自じ慢まんの弟に、あまり近づかないで貰えますか！」




「程度の差はあれどこっちもブラコンか！　なにこの兄弟、ホントヤダ！」

　こっちもブラコン？　なにを言ってるのやら。僕側は光正を誇ほこりに思っているけど、光正側は違うだろうに。まあ今はそんなことどうでもいい。本題だ。

「いやコノハさん、冗じよう談だんじゃなく。大変失礼ですが……ほら、うちの完かん璧ぺきな弟と貴女あなたってその……ねぇ？　人としての釣つり合いって、あるじゃない？」

「うざっ！　センパイってそんな意地悪義母みたいなキャラでしたっけ!?」

「いえ違います。自分自身、天道さんとの恋れん愛あい経験からも、恋愛において格差がどうこう言う人は、本当に大っ嫌いです。しかし、だが、その上で……自分が悪に染まろうと、それでもやはり家族のために言わせて貰います。貴女は、うちの弟にふさわしくない！」

「やだなにこれ無む駄だに男らしい！　妙にときめく！　だけどそれ以上にムカツク！」

「や、コノハさんは確かに美人で気立てが良くて話も面おも白しろい最高の女性ですよ？」

「え、あ、そのぅ……それはどうも……」

「でもうちの弟相手じゃ分ぶが悪い。月とすっぽんぽんです」

「すっぽんぽん!?」

「それにほら……家いえ柄がらが……ねぇ？　聞くところによりますと貴女……お姉さんが、海産物あがりらしいじゃない？」

「姉が海産物あがり!?」

「というわけで、うちの光正とは、その……友達付き合いも控ひかえて貰えると嬉しいです」

「友達付き合いさえ拒きよ否ひりますかこの兄は！　いえ、別にあたしも光正と友達付き合いしたいわけじゃないですけど！　あんなヤツはこっちこそ願い下げですけど！」

「む。う、うちの弟と友達になりたくないとは、どういうことですかコノハさん！」

「面倒臭い！　なにこの兄弟、凄すさまじく面倒臭いわー！」

　コノハさんは自らの額に手を当てると、大きく嘆息しながら苛いら立だったように「とにかくっ」と話を仕切り直す。

「あたしと光正の話は今はいいでしょう。実際マジで仲良くないですし」

「そ、そうですか。ならいいんですが……。…………すいません」

　僕は頭をぽりぽりと搔かく。弟のことで頭に血が上って、コノハさんにとてつもなく失礼なことを言ってしまった気がする。反省だ。

　薄はく暮ぼの道に街灯が灯ともる。コノハさんはそれを何気なく眺ながめながら続けてきた。

「ぶっちゃけた話、センパイって例の別れの理由の『探さぐり』を入れるために、今日あたしと会ってくれたんですよね？　あたしと天道さん、最近ちょっと親しいから」

「う……」

　いきなり図星を突かれてしまった。僕は肩かたを落として素直に謝罪する。

「その……修学旅行中に、ちらっと、天道さんから『最近コノハさんと親しくさせて貰っている』と聞いたのを思い出してしまいまして……。……すいません」

「別にいいですよ。というか恋こいをする者としてはトーゼンだと思います。少なくともあたしは好きですよ、そういう、なりふり構わない前向きさ」

「コノハさん……」

　サバサバと言い放つこの年下の女子高生に、僕は随ずい分ぶんと久しぶりに深い敬意を覚えた。

「あたしなんて、今この時もセンパイを連れ込める暗がりを探してますからね」

　が、二秒持たずに砕くだけた。

「僕の敬意を返して下さい」

　呆あきれながらツッコム僕に、コノハさんはアンニュイな表情で告げる。

「ふぅ……恋って……罪深いものですよね」

「ええ、貴女あなたのそれに至っては普ふ通つうに法的な観点でも罪ですからね」

「え、うそ、まさか、美少女でも男を襲おそったら罪になるんですか!?」

「言いたかないけど、貴女の価値観はエロゲに毒されすぎです！」

「それは聞き捨ずてなりませんねセンパイ。謝って下さい」

「え、あ、ごめんなさい、流石に女の子相手に言いすぎ──」

「エロゲに、謝って下さい！　そんな歪ゆがんだ価値観を正義と描えがくエロゲなんざ、そうそうありませんよ！　エロゲをアングラなイメージだけで馬ば鹿かにしないで下さい！」

「そうなると余計に貴女のバケモノ感性はなんなんだよ！　とりあえずエロゲには謝るけどさ！　ごめんなさい！　僕も本当は大好きです、エロゲ！」

「よろしい。ちなみにあたしの感性ですが、確かに、こと性的な方面においてはバケモノだと認めましょう。何かの影えい響きようを受けたとかではなく……ただただ、ナチュラルボーン・卑ひ猥わい者です」

「なにそのパワーワード」

　初めて聞いたよ、卑猥者。そして今後聞くこともないだろうよ、卑猥者。

　僕らは住宅街の中を、ざくざくと雪を踏ふみしめながら進んでいく。ここまでくると、僕もなんとなく星ノ守家の場所を思い出してきた。あと三分も歩けば着く距きよ離りだ。

「（……結局、コノハさんに相談しても何も分からなかったなぁ……）」

　実際天道さんの真意をコノハさんが教えてくれると本気で期待していたわけじゃない。だけど……そうは分かっていても、それでも動かずにはいられなかった。

　ゲーマーにとって、何が問題なのか分からないまま詰つんでしまう状じよう況きようほど、落ち着かないことはない。

　ＲＰＧでボスに負けた時、単純にレベルが足りないならレベルを上げるだけだし、装備や編成が悪いなら相応に工夫して再挑ちよう戦せんするだけだ。

　けれど、たとえば「謎なぞの波動が体を蝕むしばむ！」みたいなメッセージが出てガリガリＨＰ削けずられて敗北とかだと、途端に途と方ほうに暮れてしまう。恐おそらくは何らかのキーアイテムを使うんだろうなとか、イベントフラグをどこかで立てなきゃなんだろうなという推測ぐらいはできるものの……作中でヒントが一切なければ、推理も何もない。

　結局は暗あん中ちゆう模も索さくの総当たり的な行動になる。それがまさに……今の僕だ。

　コノハさんは、こんな僕のことを「前向き」と評してくれたけれど、実際それは少しだけ違うだろう。

　今の僕は、もはや自分が前に進んでいるのかどうかさえ、分かっていないのだ。けれど、何もしないで立ち止まっていたら……弱い僕は、無む為いに自分で自分の心をいたぶってばかりになりそうだから。

　そうならないために、僕は今ガムシャラに動いている。ただそれだけの情けない悪あがきを……前向き等と、ポジティブに表現して貰もらっていいのだろうか。

「…………」

　と、ふと気付けば、ここ数十秒すっかり黙だまり込んでしまった僕を、コノハさんが隣となりから何処どこか母性的な慈じ愛あいに満ちた面おも持もちで覗のぞき込んできていた。

　僕は少しドギマギしながら声を絞しぼり出す。

「な、なんですか？」

「いえ、別に。あ、ところでセンパイ、ちょとだけそこの公園寄っていいですか？」

「え？」

　言われて彼女の指さす先を見ると、そこには確かに公園があった。住宅街の中にありがちな、小さな公園だ。ブランコ、砂場、鉄棒、水飲み場に簡易トイレといった、実にシンプルな公園。雪がちらついているせいか、現在は主婦や子供の一人もいない。

　僕は「でも……」と切り返す。

「コノハさん、急いでいたんじゃ？」

「ああ、まだ多少時間あるので大だい丈じよう夫ぶですよ。それに、五分程度でいいので」

「はぁ、それなら……。……！　い、いえ、やっぱり結構です。暗くて人ひと気けがないので」

「今確実にあたしに襲われる想像しましたよねぇ、センパイ！　失敬な！」

「す、すいません、つい……」

「あたしの抑よく圧あつされた性せい欲よくが、たかだか五分程度で満たされるとお思いですか！」

「おっと僕の思ってたキレ方じゃなかったぞ」

「とにかく、今回に限っては珍めずらしくそういう目的じゃないですから、あたし！」

「そ、そうなんですか？　ならまあ……付き合いますけど」

「ありがとうございますっ」

　コノハさんは元気に僕へ微笑ほほえむと、無む邪じや気きに小走りで公園の中へと進んでいく。……彼女からしたら、自宅の近所の公園でしかない場所になぜそんなハイテンションで……等と若じやつ干かん疑問に思いながらついていくと、彼女はブランコの前でくるりと振ふり返り、僕に向かって照れくさそうに小さく舌を出してきた。

「実は普ふ段だんは、他に人がいると、あたし、こういうとこ入れないタイプなんですよね」

「ああ、その気持ちは凄すごく分かりますよ。僕もそうですから。でも、意外ですね。コノハさんは、積極的に人と関わりそうな人ひと柄がらなのに」

　僕の言葉に、コノハさんは苦笑いで返してくる。

「まあ、ぼっちのセンパイより遥はるかに上手うまくはやれますけどね。上手くやれる人間であることと、それが楽しめるタイプかどうかは、全く別なわけで」

「おお、なんか深い」

「深くないですよ。ただ、近所のおばさんに捕つかまって、『最近学校の方はどうなの？』とか『コノハちゃん、彼氏はできた？』みたいな質問されるのは好きかって話です」

「ああ……分かります。別に迷めい惑わくとか不快とかじゃないんですけどね。ただ……」

「ええ。だったらその時間、正直ゲームやりたいですよね」

「ぶっちゃけましたね。まあそうですけど」

「勿もち論ろんこんな本ほん音ね言うと『現代の冷たい若者』扱あつかいなので、普段は言いませんけどね」

「同じくです。『ゲームをする』って、一つのスケジュールとしてまるで認めて貰えませんよね」

「そうなんですよ！　ま、当然っちゃ当然なんですけどね……」

　僕とコノハさんは思わず苦笑いを交わし合う。こういう瞬しゆん間かん、やっぱりこの人は「同志」なんだなぁと感じさせられる。

　と、コノハさんは僕に背を向け、少し身を屈かがめると、ブランコの座面に積もった雪を丁てい寧ねいに払はらいながら続けてきた。

「そんなわけで近所のおばちゃんに捕まるのはいやですけど、でも、この公園という空間自体は好きなんですよ。別に何があるわけでもないんですけどね。なんでしょう、子供の頃ころの経験から『楽しい場所』とすり込まれているのでしょうか」

「……それ、僕も少し分かります」

　言いながら、僕もコノハさんの隣のブランコの雪を払い、彼女とそれぞれに腰こし掛かける。そうして二人、数往復ほど小さく揺ゆらしたところで……思わず笑い合ってしまった。

「ブランコって、冷静に考えたら不毛すぎる遊びなのに、なんか超ちよう楽しいですよね」

　僕の感想に、コノハさんが首しゆ肯こうする。

「はい、そうなんです。だから、たまに誰だれもいない時は一人、ここでこっそり、ブランコ乗ったりするんです。あ、でもあたしがいるせいで子供達が入りづらかったりしたらイヤなので、人が来ないうちにささっと出るんですけどね」

　照れくさそうにそう語りながらブランコを揺らすコノハさん。……なんだろう、僕、久しぶりにこの後こう輩はい女子をちょっと可愛く──

「他者から隠かくれてブランコで下腹にＧを感じるのって、性的にも快感ですしね」

　──思ったのは間ま違ちがいでした。危ない危ない、今日も全然通常営業のド変態だ。

　僕が彼女の発言を完全にスルーして黙ってブランコを揺らしていると、コノハさんが少し表情を引き締しめ、声のトーンを落として切り出してきた

「……センパイは、恋こい人びと関係の終わりって、どこだと思いますか？」

「……どこ、とは？」

「一ヶ月音おと沙さ汰たなければ終わり、とか。不義が発覚したら終わり、とか」

「ううん……そうだな。……そこに至る理由はなんにせよ……とにかく、両者共に別れる方向で気持ちが一いつ致ちしたら、その時が恋人関係の終わり、なんじゃないかな」

「……そうですか。……実に生ぬるい考え方ですね」

　僕の答えを聞いたコノハさんは、そこでなぜか、軽く人を小こ馬ば鹿かにするような失笑を漏もらした。少しムッとする僕に、コノハさんは……遠くの空を見つめたまま告げてくる。




「あたしは──一方が別れを決意した時点で、もう恋人関係は完全破は綻たんだと思います」




「っ！」

　その残ざん酷こくな……しかし極きわめて論理的な言葉に、僕は動どう揺ようし、思わず足を接地させてブランコにブレーキをかけてしまう。

　ショックを受けて呆ほうける僕に、コノハさんは一人全く変わらぬ速度で、淡たん々たんとブランコをこぎながら続けてくる。

「一方的な好意だけで恋人関係が成立するなら、誰も苦労しません」

「で、でも……ほら、天道さんもきっと、本当は僕とまだ恋人でいたいはずで──」

「センパイ」

　刹せつ那な、コノハさんはブランコの動きに制動をかけ、僕の隣に並び、これまで見たこともないような……酷ひどく鋭するどい瞳ひとみで、僕を睨にらみ付けてきた。

「今、ご自分がとても危あやうい主張をなさっているって、分かってます？」

「っ……！」

　その言葉に、僕は思わず彼女から視線を逸そらして俯うつむいてしまう。……そうだ……今のは……良い言い方をすれば「天道さんを信じてる」ということだけど……でも一方でそれは、彼女の言葉や行動、信念までをも自分の都合の良い方向へと勝手にねじ曲げて解かい釈しやくする最低の行動であり。ひいてはそれは、最悪ストーカー的な発想にも繫つながる思想なわけで。

　打ちひしがれ青ざめる僕に、コノハさんは一転して表情を崩くずして続けてくる。

「別に、分かっているならいいんですよ。ほら、あたしだって、センパイが他校の後輩女子を本音じゃ『激しく抱だきたい』と考えているという勝手な前提のもと、過か剰じようなモーションかけているわけですしねー」

　笑いながら、自らのスカートの裾すそをつまんで、ちらり、とその白いふとももを見せつけてくるコノハさん。いつもなら呆あきれたり、ツッコンだりするところだけれど……今回ばかりは、彼女の「優しさ」に、ただただ感謝の念しか湧わいてこなかった。

　コノハさんは再びブランコをゆっくりとこぎ出す。

「センパイが今、とてつもなく弱っているのは分かります。天道さんにフラれただけでもキツいのに、この状況が状況だけに、上原先せん輩ぱいにも、アグー先輩にも……それにうちの姉にも、光正にだって、頼たよれない。素直に寄りかかれない。つまりセンパイは今……久々に、精神的に、一人、なんですよ。どうしようもなく」

「…………」

　図星だった。

　薄はく暮ぼの空を見上げる。……修学旅行四日目からこの方……メッセージアプリのやりとりもめっきり減ったここ数日、僕は……。

　本当に、一人、だった。

　……こんな「ぼっち」の状況には、とっくに慣れていると思っていた。皆みんなのことは大事に思っていたけれど、それでも、彼らが自分の周りからいなくなってしまったところで、結局は「プラス」が「ゼロ」に戻もどるだけなのだと……身に余る程幸福な恵めぐまれた日々から、通常営業に戻るだけなのだと……そう、思っていた。

　だけど、違ちがった。全然、違った。

　僕は……僕は……。

「……寂さびしかったんですよね、センパイ」

「…………」

　どうしてこの後輩女子は、こんなにも人の心を見み透すかせるのか。……と、彼女は僕がこんな疑問を抱いだいているのもまた見透かしたように、苦笑いをして言い放ってきた。

「身内に、似たようなのがいるもんで。……今の弱り方も含ふくめて」

「…………」

　なんと言っていいのか分からなかった。あれから……あの修学旅行から、僕はチアキともまともに話せていない。正直、どの面つらさげて話していいのかが分からなかった。天道さんとの交際を理由に彼女の好意を無む下げにしておきながら……その後も彼女に散々サポートされておきながら……この体ていたらくなのだ。もう彼女の友達を名乗る資格さえ怪あやしい。

　ただ気になるのは、コノハさんの口ぶり的にチアキも現在何か「弱って」いるらしいことだが……。
















「（……僕が以前フッたことに関係するなら、無ぶ粋すいに訊たずねていいことでもないよなぁ）」

　もう、なんなんだよ、今の僕は。誰にも頼れず、誰の力にもなれそうにない。

　すっかり項うな垂だれる僕に、コノハさんが優しく声を掛かけてくる。

「センパイはきっと今……そうですね。ゲーム的に言うなら、一度死んで『ロスト』した状態なんですよ」

「ロスト……」

「この冒ぼう険けんで手に入れた輝かがやかしい装備は全部落として、レベルは１に。進んできた長い道程みちのりもスタート地点へと逆ぎやく戻もどり。道中で仲間にしたパーティも一時全解散。残ったものと言えば……ま、このあたしみたいな、どうでもいいＮＰＣとの友好度のみ、みたいな」

「どうでもいいなんて、そんな……」

　反論しようとする僕に、コノハさんは「いいんですよ」と微笑む。

「おかげさまで、あたしは今こうして、弱りに弱ったセンパイの、現時点における唯ゆい一いつの仲間として機能できているんですから」

「コノハさん……」

　と、そこでコノハさんは、僕を安心させるように、力強く微笑んでくれた。

「でも『ロスト』とは言っても、きっとまだ『完全ロスト』じゃないですよセンパイ。そこもゲームと同じで。急いで取りに戻れば、落とした装備も経験値も味方も、何もかもちゃんと戻ってきますって！　というわけでこの星ノ守心春、今後も微び力りよくながらセンパイにお力ちから添ぞえができればと！　ええと……あ、性的な意味でもいいですよ、ね！」

　最後に何か茶化すように添えてくるコノハさん。……駄だ目めだ。やばい、泣きそうだ。

　ここ数日僕はずっと……ずっと、自分が、完全に無価値な存在へと成り下がったような気分でいたから。

　だから、コノハさんの、何気ない励はげましの言葉一つさえ、僕には……今の僕には……。

「……ありがとう、コノハさん。おかげで僕、まだ、頑がん張ばれそうです」

　そう感謝の言葉を告げる僕に、しかしコノハさんは厳きびしい顔つきで応じてくる。

「ちなみにその『頑張る』とは、具体的にどういう意味ですか？　勝手な解釈のもと、元カノにストーカーまがいの執しゆう着ちやくを見せるということでしょうか」

　……流石さすがは、かの碧へき陽よう学園の生徒会長。その表情は真しん剣けんそのものだった。天道花か憐れんという女性を、その意思を、決断を、守らんとする……一人の真しん摯しな「友人」の顔だ。

　そんな彼女の問いに、こちらもまた、誠意を持って、正直に、応じる。

「そうですね。場合によってはそうなるかもしれません」

「センパイ、それは……」

「でも安心して下さい。コノハさんのおかげで、僕はもう『天道さんはこう思っているはず』なんて妄もう想そうじみた不確定な動機で行動しようとは思っていません」

「？　でしたらセンパイは、今後、何を指針に動こうとなさっているのですか？」

「勿もち論ろん、この何もかも失われた状じよう況きようで、それでもただ一つ、確実なものですよ」

「こんな絶望的状況下でも、ただ一つ確実なもの？　それって一体……」

　そんなコノハさんの質問に。

　僕は……自らの胸に手を当て、笑顔で、返したのだった。




「僕、雨野景太の、天道さんに対する、恋こい心ごころです」




「…………」

「たとえ僕を取り巻く何もかもが今、揺らいでいたって。天道さんと……もう恋人じゃ、なくなったとしても。それでも……」

　僕は決意を持って、夕暮れの空を見上げる。

「僕は、天道さんが、好きなんです。別に、片思いだっていい。ただこの気持ちだけは……たとえ天道さん本人にだって、規制も否定も、させやしない。僕は今でも、そしてこれからも、天道さんが、好きだ。大好きだ」

　そう、目をキラキラと輝かせて語る僕に。隣となりでコノハさんが、呆れたように息を吐はく。

「……まったく、酷いセンパイですね、この人は。よくも自分にモーションかけている後輩女子にそんな決意をぬけぬけと……」

　そんな文句を言いながらも、しかしコノハさんの表情は、なぜか少しだけ嬉うれしそうだった。僕は補足するように続ける。

「まあだから、恋するが故ゆえのアプローチはしていきますので、それまでストーカー行こう為いと呼ばれたらどうしようもないです。が、基本的には良識の範はん囲い内で動くと約束します」

「はいはい、了りよう解かいです。別に本気であたしもセンパイのストーカー化を危き惧ぐしていたわけでもないですしね。にしても、いい結論に落ち着いてくれて、一安心です」

　そう僕に笑いかけてくれるコノハさん。……なんていい子なんだ。

　僕が一人ジーンと感動に浸ひたっていると、コノハさんは、相変わらず余計な言葉を続けてきた。

「つまりこれで、あたしがセンパイに性的なアプローチをかけるのもまた『恋』の一いつ環かんとして許可されたと、そういうわけですよ。きひひっ」

「いや貴女あなたのそれは『良識』の範囲を大きく逸いつ脱だつしてますから！」

「そうですか？　恋の構成成分って、ぶっちゃけ九割が性的な欲よく望ぼうですよね？」

「今までのいい話、全部台無しですよ、もう……」

　僕が嘆たん息そくすると、コノハさんはくすっと笑った後、ブランコの勢いをつけて「よっ」と立ち上がった。そうして、僕を待つこともなくさっさと歩き出しながら告げてきた。

「ほら、そろそろ行きますよセンパイ。ガッカリ重大発表に遅れてしまいます」

「あ、そうでしたね。行きましょう」

　僕もまたブランコから立ち上がると、小走りで彼女に追いついてその隣に並ぶ。そうして何気なく彼女にニコッと微笑みかけると、コノハさんは何故なぜか照れたようにふいっと視線を逸らし、少し動揺気味に切り出してきた。

「あ、あーあ、ここまで弱ったセンパイ相手なら、あたし本当は、もっとこう、えろーい慰なぐさめ方をする展開にも持っていけたんだけどなぁ。いやはや、残念無念ですよ」

「またそんな……」

　と僕はいつものようにツッコミかけるも……しかし、そこで少し思い直す。

「（む、こうしてコノハさんが、僕を元気づけるために道どう化けを全力で演じてくれているのに……無粋なツッコミばかりなのもアレだよなぁ。じゃあたまには趣しゆ向こうを変えて……）」

　僕はこほんと咳せき払ばらいをすると、公園から出てすぐ彼女の前へと回り込み、肩かたに手をかけて、正面からその瞳ひとみを見つめてやった。

「ふぇ？　あ、あの、センパイ？　あ、あれ……」

　動どう揺ようした様子のコノハさん。ふむ……これはちょっと新しいリアクションだ。つまり、楽しんで貰もらえているということ。

　すっかりこのボケの方向性に自信をつけた僕は、調子に乗り、故にコノハさんの視線が、自分より少し後方に向いていたのもまるで意に介かいさずに──

　──自分なりの「決め顔」を作ると、迫はく真しんの演技たるガチなトーンで、告げたのだった。




「じゃあ、折角だから、その、エロい慰め方とやらをして貰おうかな、コノハさん」




「え!?」「え!?」

　コノハさんの明らかに動揺したリアクションを聞き、一人悦えつに入いる僕。ふふふ、いつも振ふり回されてばかりの僕だったけれど、今回ばかりはいい切り返しができたぞ。

　その証しよう拠こに、コノハさんの驚おどろきの声が、前後から立体感を伴ともなって聞こえたぐらいだ。ほら、今もまるで、背後にも誰だれかいるような臨場感で──

「…………あ、雨野、君？」

　──あれ、おかしいな、目の前のコノハさんの口は何も動いていないのに、背後のスピーカーだけが鳴った気がするぞ、今。……しかも、なんていうか、その、僕が最近まで交際させて貰っていた人の声だった気さえ、する。そしてその「誰か」を、目の前のコノハさんが、すっかり青ざめた表情で、見つめている、気がする。

　…………。

　……僕は、凄すさまじく嫌いやな予感を伴いながら、ぎぎぎと首を動かして、背後を振り向く。

　と、そこにいたのは──。

「雨野君……貴方あなた……今……心春さんに何を……」

　──その啞あ然ぜんとした表情までも美しい、奇き跡せきのブロンド女子高生。つまり……。

「て……天道さん……？」

　僕の「元カノ」が、頰ほおをひくひくと引きつらせて、立っていらっしゃったのだった。

　…………。




　どうやら僕の恋は、これにて、「完全ロスト」確定の模様です。お疲つかれ様でした。








【天てん道どう花か憐れんとリスタート】






　公園で雨あま野のと鉢はち合わせる、一時間前。




「半生ゲームの時以来ですか……ここに来るのは」

　スマホのナビアプリを終しゆう了りようさせながら、目の前の家……星ほしノ守もりと表札の掲かかげられた住宅を眺ながめて、思わず少しだけ立ちすくむ。

　放課後の住宅街。買い物袋ぶくろを提さげた近所の住人とおぼしき主婦が、この場の空気から著いちじるしく浮ういた金きん髪ぱつの女子学生……つまりは私を、遠まきにしげしげと眺めている。

　私は大きく息を吐はいて、一人、呟つぶやく。

「（思わず勢い込んで千ち秋あきさんの『お見み舞まい』に押しかけてしまいましたけど……まあ、迷めい惑わくですよね、どう考えても）」

　ここまで来て、急に弱気になる私。……雨野君と関わってからというもの、どうも自分に自信が持てなくていけない。

　私は星ノ守家の前で小さく深呼吸を繰くり返しながら、ここに至る経けい緯いを反はん芻すうする。

「（まず、修学旅行を終えて最初の通常登校日の今日……クラスメイトの千秋さんが、風邪かぜで欠席と担任の先生から聞いたのが、そもそもの発ほつ端たんだったわね）」

　ここまでは何の問題もない。風邪を引いたクラスメイトを心配し、お見舞いに赴おもむく、天道花憐。……うん、何一つおかしなところのない流れね、ええ。…………。




　──修学旅行四日目のことが、なければ。




　私は思わず額に手をやり、考える。

「（まさかとは思うけど……私と雨野君の『アレ』が関連してたりは、しないわよね。……千秋さんの欠席の、本当の理由）」

　アレとはつまり……アレである。えっとそのぅ……き……き……。…………。

　く、唇くちびるの直接的接せつ触しよく行こう為いと、別れ話、である。

「（正直見み間ま違ちがいだと思ってたけど……あの時、千秋さんらしい人ひと影かげ、見た気がしないでもないのよね……）」

　暗い園内かつ後ろ姿だった上、自分達の状じよう況きようが状況だったので、これまで確認できていなかったのだけれど。もし、本当にアレが、千秋さんだったのだとしたら……そしてそれが本日の欠席の理由なのだとしたら……。

「…………」

　私はそこまで考えたところで、ようやく、腹が決まった。

「（……そうよね。本当にそうなのだとしたら……どんなに会いづらかろうが、気まずかろうが、私には、彼女とちゃんと話す責任があるわ）」

　もしかしたらその中で、私は罵ののしられるかもしれないし、嫌きらわれるかもしれないし、最悪、絶交されるかもしれない。……心から友人だと思っている人間に拒きよ絶ぜつされる予感というのは、心底恐おそろしい。

　けれど。だとしても。

　もし千秋さんの欠席理由が風邪ではなく、私達に……私にあるのだとしたら。

「けじめは、つけないとね」

　私は覚かく悟ごを決めると、ようやく玄げん関かんのチャイムを押した。少し待っていると、玄関の扉とびらの奥に人の気配が……いや、千秋さんがやって来たのが分かった。事前の心春このはさんへの連れん絡らくで、今、千秋さんが家に一人であることは確認済みだ。

　つまり、もう、逃にげ場はない。

　緊きん張ちようの面おも持もちで待っていると、玄関が、ガチャリと押し開かれていく。

　そうして、いよいよ私の前に姿を現した彼女……星ノ守千秋の姿は──




「げほっ、げほぉ！　ずびび……しゅ、しゅいません、花憐さん。こんな姿で……ひゃ、ひゃくしょん！　げほぉ！　げほぉ！……ずびぃ、ずびぃ……。と、とりあえず、おあがり下さ──げほっ、がはっ、げはっ、ひー、ひー、ひー……」




　──まごうかたなき、ただただ酷ひどく風邪をこじらせた少女だった！

　マスクとパジャマ姿で髪かみもボサボサ肌はだもぼろぼろの彼女に……私は思わず開口一番ツッコんでしまう。

「本当にただの風邪って、どういうことですかっ、千秋さん！」

「はいぃぃ!?　え、お、お見舞いに来てくれた友達に『マジで風邪引いている』ことを怒おこられたの、自分、初めてなんですけど！　な、なんかすいませんです……」

「い、いえ。風邪ならいいんです、風邪なら。……ふぅ、安心しました」

「安心!?　か、花憐さんは自分のことがお嫌いなんでしょうかっ！　げほぁっ！」

　涙なみだ目めになりながらまた酷く咳せき込む千秋さん。……しまった、何をしているのよ私は。

「ご、ごめんなさい！　は、早く中に入って下さい千秋さん！　さぁ、さぁ！」

「は、はぁ。えと、ありがとうございます……？」

　そうして私は即そく座ざに気持ちを「お見舞いモード」に切り替かえると、彼女の背をぐいぐいと押して、星ノ守家へと入っていったのだった。




　　　　＊




「げほげほっ！　い、いやぁ、元々自分、イベント事ごとの前後には高確率で風邪こじらせるタイプの人間でして……へくちっ！　ふひぃ、ふひぃ……」

　自室のベッドに首元まですっぽりと潜もぐり込みながら説明してくる千秋さん。私は鞄かばんを部屋の隅すみに置かせて貰うと、彼女のデスクチェアをベッドサイドまで移動させつつ応じた。

「気持ちは分かりますが、しかし、一体何が直接の原因で……」

　やはり私が原因の心労では……等と不安になりつつチェアに腰こしを下ろすと、千秋さんは横になったままで、不思議そうに首を傾かしげた。

「正直……それが特に思い当たらないのですよ」

「っ！　や、やっぱりあの、私が……」

「肌はだ寒ざむい夜の遊園地で薄うす着ぎのまま、不人気ジェットコースターに一人で十回連続で乗車したのが関係しているとも思えませんし……」

「いやそれですよ！」

　完全に原因が特定された。心労がどうとかのレベルじゃなかった。普ふ通つうに体が悲鳴を上げたパターンだった。

　私は呆あきれながら訊たずねる。

「ど、どうしてそんな、馬ば鹿かげたことを……」

「え？　ええと、それは……そのぅ……えと……」

　と、途と端たんに視線を少し逸そらし、きゅっと布ふ団とんの端はしを摑つかんで口元を隠かくす千秋さん。

　その姿に私は、ハッとする。

　私は膝ひざの上で拳こぶしをぎゅっと握にぎり込むと……思い切って、彼女に本題を切り出してみた。




「もしかして、千秋さん……あの夜、私と雨野君のこと……その……見ましたか？」




「っ…………」

　私の質問に、千秋さんは一度キュッと目を瞑つぶり……そうして、私から逃げるように寝ね返がえりを打って壁かべ側を向くも……その十秒後には、ゆっくりと、頷うなずいて返してきた。

「そう……やっぱりそうなのね……」

　私は肩かたを落として大きく息を吐く。恋こい敵がたきに自分と彼氏のラブシーンを見せつける……というのは、もしかしたら状況によっては気分爽そう快かいだったのかもしれないけれど。今はとても喜べたものじゃなかった。それどころか、恥はずかしい、とかでさえない。

　ただただ……苦にがい。切ない。苦しい。

　私は苦々しい表情のまま、俯うつむき、彼女に詫わびるように声を絞しぼり出す。

「なんと言っていいのか……。……だから千秋さん、帰りの飛行機でも胸に嫉しつ妬とや悲しみが押し寄せてしまい、隣となりの座席の私とも殆ほとんど喋しやべってくれなかったのですね……」

　そんな私の言葉に。千秋さんは……再び体勢を変えてくるっと私を振ふり向くと、なぜかキョトンとした表情で否定してきた。

「あ、いえいえ、それはただ単に風邪の前兆たる体調不良からくる『吐き気け』に必死で抗あらがっていたからですけど？」

「…………」

「だから胸に押し寄せてきたのは、センチメンタルな感情じゃなくて、むしろ吐と瀉しや物の波ですね。いや、あれは危なかったです。もう少しで危あやうく、天てん道どうさんに……」

「そ……そうですか」

　なんだろう、全く聞きたくなかったわ、その情報。……私の心配を返してほしい。

　私は一度深呼吸をすると、もろもろ仕切り直して、会話を再開させる。

「もう一つだけ、あの夜の私達に関して……貴女あなたが目もく撃げきしたことに関して、確認しておきたいことがあるのですが、よろしいですか？」

「はあ、なんでしょうか？……あ、そのその、もしあの先に『更さらなるとんでもない濡ぬれ場があった』という話でしたら、じ、自分は何も見てませんので、はい！　ご心配なく！　のでので、全然、あのその、天道さんの上気した肌とか、ケータの荒あらぶる──」

「いやそういう話じゃないですから！　というか、そんな場面はありませんし！」

「そ、そうですか？　でもそれなら一体……」

　不思議そうに応じてくる千秋さん。その様子を見るだに……やはり彼女、私達の「キスから先」のシーンは、目撃していないようだ。

　……私はそこで一いつ拍ぱく置くと……満を持じして、その「本題」を、彼女に、切り出した。




「千秋さんは、ご存じないようですね。あの夜、私と雨野君が──別れたことを」




「ひゃひっ!?　……ぶぇぇっくしょん！」

　瞬しゆん間かん、布団からがばっと起き上がりつつ、くしゃみをする千秋さん。

　──唾だ液えきやら汗あせやら鼻水やらが盛大に私の方へと飛び散ってきた。

「す、すいません、すいません」

　慌あわててティッシュであたりを拭ぬぐい始める千秋さん。……うん、雨野君もそうだけど、どうしてこの人達は、シリアスな空気を一定時間そのまま保てないのかしら！　何かの病気なの？　いやまあ、確かに今は風邪という病気だけども、千秋さん。

　千秋さんは飛ひ沫まつを一通り清せい掃そうし、強く鼻をかんだところで、ベッドに半身を起き上がらせたまま改めて質問してくる。

「ど、ど、ど、どういうことですか!?　花憐さんとケータが別れたって！」

「そのままの意味です」

　ハンカチで自分の頰ほおに飛んだ千秋さん汁じるを冷静に拭いながら私。

「つ、つまり、花憐さんとケータの体が分ぶん裂れつして、花憐ＢとケータＢが誕生したと……」

「うん、そんなＳＦ的意味ではないですね。精神的な意味での、別れです」

「つ、つまりつまり、花憐さんの良心から生まれた《ホーリー花憐》と、悪の心から生まれた《イビル花憐》による熾し烈れつな戦いの幕が、遂ついに切って落とされ──」

「ないです。そんなファンタジー的な、精神を基準に分裂した、という意味でもないです」

「となるともう……す、すいません、自分みたいな馬鹿にはもう、『ケータと花憐さんが恋れん愛あい関係的な意味で別れた』という、しょうもない結論しか出せないのですが……」

「いやそれこそが正解ですよ！　悪かったですねぇ、しょうもない結論の方で！」

「え。ええええええええええええええええええ!?」

「そのリアクション、もう少し早い段階で貰もらいたかったですねぇ！」

　やれやれと嘆たん息そくする私の前で、心底驚おどろいた様子を見せて仰のけ反ぞり続ける千秋さん。

　私は姿勢を整え直すと、改めて彼女に切り出した。

「既すでに貴女の妹たる心春さんには……というか彼女含ふくめ、千秋さん以外の周囲の人間には概おおむねお伝えしてあったことなんですけどね」

「ふぇぇぇええ!?　なんですかそれ！　あ、あれですか！　自分の人生によくありがちな、自分だけ連れん絡らく網もう飛ばされるアレですか！　遠足中止になったのにそれを一人知らず、無人の小学校へとリュック背負ってわくわく登校した挙げ句、雨の中まちぼうけるアレですか！　なんて酷いことを！　まぁ自分は慣れっこだからいいですけど！」

「ごめんなさい千秋さん、話の進行が完全に止まるのは承知で、三秒だけ、貴女を抱だきしめさせて下さいね」

「ふぇ!?」

　というわけで、戸と惑まどう千秋さんの頭をぎゅーっと抱きしめること三秒。……ふぅ。

「では改めまして、話を続けさせて頂きます」

「な、なんですか今の夢のようなロード時間は！　発生条件が不明すぎます！」

　千秋さんはすっかり混乱している様子ながら、私は構わず次へと話を進める。

「もう一つついでにご報告させて頂きますと、上うえ原はら君と亜あ玖ぐ璃りさんも別れました」

「はいぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃいいいいいいいいいい!?　かほっ、かほっ」

　叫さけびすぎか風邪かぜのせいか、遂には激しく噎むせ始める千秋さん。私が背中をさすってあげていると、彼女は咳せきが落ち着いたところで、途端に妙みようにシリアスな顔つきを見せてきた。

「ハッ!?　謎なぞの高熱からの、この意味不明展開……これはつまり、自分、いつの間にか世界線の変動に巻き込まれ──」

「てはないですね。貴女が巻き込まれているのは《世界線の変動》じゃなくて《ラブコメの激動》です。自分で自分の恋愛をラブコメと表現するのには些いささか抵てい抗こうがありますが」

「そ、そうですか。……まさか、自分が風邪の諸症しよう状じようにあえいでいる最中に、そんなことが起きていたなんて……。……正直今、ウォーキング○ッド第一話の主人公気分です」

「私達の破局を世界の破は滅めつと同列に扱あつかわないで下さい」

　なにか自分達がとんでもないことをしでかしたみたいだ。……しでかしてるけど。

　千秋さんが「失礼します」と私の差し入れたスポーツドリンクを手に取り、ごきゅごきゅと勢いよく飲み込んでいく。そのままペットボトルの半分ほど一気に飲むと、彼女は人心地ごこちついた様子で、キャップを閉めながらこちらに向き直ってきた。

　……今いま更さらながら、はだけたパジャマからのぞくほんのり上気した胸むな元もとが妙に色めかしい。雨野君が一人でお見み舞まいに来たりしてなくてホント良かった……と安あん堵どしかけたところで、私はハッとして自分の手の甲こうをつねる！

「（も、もう《カノジョ》じゃなくて《元カノ》なのよ、私！　駄だ目めじゃない、こういう意識は！　まったく！　私はこういうのこそを──）」

「花憐さん？」

　私の様子に気付いた千秋さんが首を傾げてくる。私は慌てて甲をつねるのをやめて表情を取り繕つくろうと、一度咳払いを挟はさんでから、改めて説明を再開させた。

「別に示し合わせたわけではなかったのですが……あの日二組は、私と上原君から、それぞれのパートナーへと、別れ話を切り出させて頂いたのです」

「えっとそれはつまり……そのぅ…………れ、例の、き、キスの後に、ですか？」

　もじもじと恥ずかしそうに訊ねてくる千秋さん。私もまたほんのりと頰を熱くさせながら、それに応じた。

「え、ええ、その……く、口づけの、あと、に……」

　千秋さんの部屋をしばしの沈ちん黙もくが支配する。そのまま十秒ほど経過したろうか。

　次に千秋さんから発せられた言葉は、意外な──それでいて実に彼女らしいものでした。




「……そんなの、ケータが……アグ姉が、可哀かわい想そうです……」




　今にも涙なみだを流しかねないほど、表情を曇くもらせる千秋さん。私はその姿に、少し不ふ謹きん慎しんながらも感かん銘めいを受けてしまう。

「（自分がこんな状態なのに……精神的にも体力的にもどん底のはずなのに、それでもなお、友人達を憐あわれむことができるのですね、貴女は……）」

　それは、恥ずかしながら私には真似まねのできないことのように思えた。

　それどころか、雨野君を想おもう彼女の立場としては……本来なら、私達の破局に対して、真っ先に「喜び」の感情が来たって、誰だれも責められないというのに……。

「（まったく……貴女がそういう人だから、私は……）」

　心底しょんぼりとする千秋さんの様子を見て、私は……私は改めて、自分の決断が「間ま違ちがっていなかった」と確信する。

「（誰にも理解されないかもしれない。勝手なのは重々承知。けれど……これが……これこそが、私なりの誠意のカタチ、だから。……私なりの、恋こいの、けじめ、だから）」

　私は今一度千秋さんの目をしっかりと見つめる。彼女は……未いまだ動どう揺ようと、それから少しばかりの怒いかりを湛たたえた瞳ひとみで、私を見つめ返してきた。

「（……そんな貴女だからこそ……）」

　私はそこですぅっと深く息を吸うと……。

　──遂に、自分の真意を、初めて、他者へと、吐き出したのだった。




「でもこれで、やっと誰もが、一切の分け隔へだてなく、堂々と『恋』ができるわね」




「──え？」

　目を丸くする千秋さんに対し。私はその手を取り、柔やわらかく微笑ほほえんで続ける。

「千秋さん。貴女の雨野君に対する恋心は……とても悔くやしいことだけれど、私から見ても『本物』としか言いようがないと思います。……畏い敬けいの念すら、抱いだくほどに」

「へ？　あ、あのあの、そんな、えとえと、自分は……」

　わたわたと慌てふためき照れる千秋さん。私はそれでもぎゅっと彼女の手を離はなさず、先を続けた。

「勿もち論ろん、私だって雨野君が好きです。大好きです。……心から。……苦しいぐらいに」

「…………はい」

　私の絞しぼり出すような言葉を受け、今度は、千秋さんがギュッと私の手を握にぎり返してくれた。……私は思わず泣きそうになりながらも、でも、ここで泣いてはいけないと、毅き然ぜんと顔を上げて、続ける。

「けれど、そんな尊い恋心を……貴女の恋心を、私は──私達の交際という事実は、これまでずっと、無む慈じ悲ひに、踏ふみにじってきたのでしょう」

「そ、そんな、踏みにじられただなんて！　自分はそんなこと全然……！」

　強く否定しようとする千秋さん。しかし私はそれでも、続けさせて貰う。

「私達の交際の始まりは、とても歪いびつでした。偶ぐう然ぜんと勘かん違ちがいに彩いろどられた産物で。なのに私は……雨野君のことが好きだった私は、ずっと、その関係性の上に胡座あぐらをかいてきたのだと思います」

「そんなことは……ほ、ほら、ケータの二度目の告白は間違いなく本物ですし……」

　恋こい敵がたきのはずの私のために、おろおろと、一いつ生しよう懸けん命めいフォローを入れてくれる千秋さん。

「（……まったく、どうして貴女は気付いてくれないのかしら。貴女が、そういう貴女であればあるほどに……私の決意は、より固くなるのだということに）」

　私は思わずくすっと笑えんでしまいつつ、説明を続ける。

「そうですね。あの告白以降の私達は、紛まぎれもなく、きちんと、カップルだったと思います。その気持ちに噓うそ偽いつわりはないですし……ま、まあ一時期馬ば鹿かな疑いを持ったりはしましたが、それでも、私達は正式に恋人だったと思います。だからこそ私は……一時的とはいえ『紛れもなく恋人だったことの証明』として、身勝手なのは百も承知で、別れる前に彼の唇くちびるを奪うばったのですから」

「だったら……」

「でも、だからと言って、不正なスタートの事実が変わるわけじゃない。……そしてそれによって押し殺された誰かの気持ちが、なくなるわけじゃ、ないのです」

「…………」

　未だ納得いかない様子の千秋さんに、私は、少し表現を変えて説明することにする。

「レースゲームと同じですよ。いくらそのレースの勝者が、他の参加者よりも遥はるかに腕うでのいいことが明らかな圧あつ倒とう的強者だったとて。普ふ通つうに実力で考えても、至し極ごく順当な勝者だったとて。それでも……もしそれがそもそも『フライング』で始まったレースなのだとしたら、その結果はやはり無効として扱われるべきだと、私は考えます」

「花憐さん……」

　私の素晴らしい勝負哲学に、感銘を受けた様子を見せる千秋さん。その反応を受けて私が胸を張ってドヤ顔を見せていると、千秋さんは突とつ如じよ……目を細めてツッコンできた。

「……今、そのとても立派な思想に混ぜ込んで、地味に、ご自分が『フライングしてなくても圧倒的な存在』なのだと主張してきませんでした？」

「…………。…………まあそれはいいとしまして」

「花憐さーん？」

　相変わらず地味に耳ざとい人達だ。ぼっち組。……まあいいわ。

　私は今一度千秋さんの瞳を正面から見つめ、告げた。

「千秋さん。私は……私は、貴女あなたに、正式に、勝ちたい。フライングで始まったレースじゃなくて。互たがいに条件を等しくして始める、正式な、レースで、です」

「……花憐さん。……でも……それは……やっぱり……」

　彼女はそこで、キッと、私の目を、強い意思を持って睨にらみ返してくる。

「やっぱり、ケータが可哀想です。自分や貴女のワガママで、ケータを傷つけるのは……ケータの幸せを損そこねるのだけは、自分、絶対イヤです！　これは譲ゆずれません！」

「…………まったく」

　そんな彼女の真しん摯しな言葉に……態度に。私はもう何度目になるか分からない、心の白旗を上げかける。……自分で引き出しておいてなんだけど……雨野君を想う気持ちにおいて、この女性は、強キャラにも程があるでしょう。……だけど。

　困難な壁かべにこそ、嬉き々きとして立ち向かうのが、この、天道花憐という女なのだから。

　私もまた、千秋さんの瞳を強く睨み返して、告げた。

「その雨野君の『真の幸せ』のためにこそ、私は、貴女に平等な勝負を申し込むのです。だって……ただ『誰か』と交際することが『幸せ』なのでは、ないでしょう？　本当に好きな人と真しん剣けんに交際することこそが、『幸せ』なのだと、私は、思うから」

「花憐さん……」

　私の切り返しに、動揺する千秋さん。

　私は彼女から、ゆっくりと手を離すと。

「それに、なにより……」

　彼女を強制的に説とき伏ふせる、少しだけずるい言葉で、締しめくくったのだった。




「この勝負の後、少なくとも雨野君だけは、確実に『真の幸せ』を摑つかむことができるんです。これって……彼を想う私達にとっても、最高に幸せなことだと思いませんか？」




　　　　＊




　千秋さんに今回のお見舞いの「本題」を切り出し、どうにか理解を得てから十分後。

　お見舞いで長居しすぎるのも悪いからと、多少名残なごり惜おしいながらも帰り支じ度たくを整え始めた私に、千秋さんがベッドで半身を起こした体勢のまま「そういえば」と切り出してきた。

「先程は天道さんとケータの話にばかり、つい、終始してしまいましたが。そのその……上原さんとアグ姉の破局の方も、大体同じニュアンスと考えていいのでしょうか？」

「え？　ああ……そうねぇ……うーん」

　私はコートの上からマフラーを巻きつつ、千秋さんに曖あい昧まいな笑みを返す。

「そうは思うけれど……どうかしらね。先程も言ったけれど、私は上原君と話し合って足並み揃そろえたわけではないから。彼には彼なりの理由も、あるのかもね」

「そう、ですか……。……えとえと、お二人は、それから、どんな感じですか？」

　心配そうに訊たずねてくる千秋さん。……まったく、どれだけいい子なのかしら、この子。

　私は思わずくすっと笑ってしまいながらも、マフラーを巻く手を止めて、それに応じる。

「そうね。上原君の方は……まあ、いつも通りには、見えるわね。直接話していないけれど、クラスのお友達と普通にわいわい言いながら歩いているところなら、見たわ」

「そうですか。では、アグ姉は……」

「……ごめんなさい、それはちょっと。私も心配ではあるけども……かといって、私は、彼女の恋れん愛あいにぐいぐい立ち入れる立場でもないですし」

「ああ……ですね。それは、自分もです」

　気まずそうに頰ほおを搔かく千秋さん。私達は確かに同好会仲間で友達だけれども、正直、互いにまだ気を遣つかう関係性でもある。

　私はマフラーを巻く作業を再開させながら、大きく嘆たん息そくする。

「まあ、雨野君なら、亜玖璃さんのよき相談相手になるんでしょうけど……」

「あ、ですねですね。それで言ったら、ケータのダメージだって、アグ姉がきっちり癒いやしてくれそうです」

「ああ、そうですね。そういう意味では、お二人にとって、互いは今、なくてはならない存在と──」

「ですです。きっと二人は今、過去最大級に心が寄り添そえる状じよう況きように──」

　そこまで話したところで、二人、ぴたりと動きが止まる。

　………………。

　私は、マフラーを巻く手を再度止めたまま。

　千秋さんは、頰を搔く手を止めたまま。

　────顔にだくだく冷ひや汗あせをかきながら、互いを見つめ、心の中で二人、叫さけぶ。




『（今真に憂ゆう慮りよすべき強敵は、この人では、ないのではぁぁぁああああああ!?）』




　…………。

　私達は、互いにニコニコと微笑み合ったまま……顔からの汗が止まらないまま、会話を続ける。

「お、おっと、いけないわ、私、その、そう……！　雨野君に、直接、ゲームの話が聞きたかったんだったわ、ええ。これは会いに行かないとですね。と、友達として！」

「き、奇き遇ぐうですねぇ、花憐さん！　自分もその、ケータに、えーとえと、そ、そう、ソシャゲのことで至急連れん絡らくが取りたかったんでした！　も、勿論、友達として！」

　そのまま、お互いに「あはは」「うふふ」と、感情の伴ともなわない空から笑いを交わす。

　そうして……一いつ瞬しゆんの、静せい寂じやくの時間の後。

　私達は互いに、超ちよう高速で動き出した。

　千秋さんはベッドサイドのスマホを取りに。私は、部屋のドアを開けに。

「それではっ、お大事に、千秋さんっ！」

「はいです！　お見送りできずすいません、花憐さん！　さようなら！」

「はいさようなら！」

　シュタッと高速で手を振ふって、そのままスタスタと廊ろう下かを進んで行く私。二秒で靴くつに履はき替かえ玄げん関かんを出ると、私は即そく座ざにスマホを取り出してメッセージアプリ画面を呼び出した。普ふ段だんは歩きスマホなど断固としてしない私だが、今だけは話が別だ。とりあえず対面から車や人が迫せまって来ている気配がないのだけは確認しつつ、住宅街の中を足早に歩きながらメッセージを打つ。

〈こんばんは、雨野君。メッセージするのは、あれ以来ですね。その後お変わりないですか。ところでもし今お時間空あいているようでしたら、少しだけでも、会い──〉

　と、そこまで入力した時でした。

「………………。………………はや、残念無念ですよ」

「またそんな……」

　近くから、聞き覚えのある声が流れてきたのは。

　私は思わずスマホから顔を上げます。と、そこには、すぐ先の公園から出てくる高校生の男女の姿が……。

「（って、あれ、雨野君!?　それに……心春さんも！）」

　あまりの偶ぐう然ぜんに、驚おどろいて思わず立ち止まってしまう私。

「（え、どうして、なんで、ここに、雨野君が？　もしかして千秋さんのお見み舞まいかしら……。いえ、同じクラスでもない彼は、千秋さんの病欠さえ知らない気がします。それに心春さんが一いつ緒しよに……まあ、彼女が星ノ守家付近にいるのは自然ですが……）」

　色々考えてしまうも、とりあえず、これまで想定していた最悪の事態──亜玖璃さんと勢いで「ねんごろ」になっているケース──は避さけられたようで、ホッと胸をなで下ろします。

　私は改めて二人に声をかけようと──するも、その瞬間、こちらにくるりと背を向けた雨野君が、心春さんの肩かたへとガッシリ手を置いた。

「ふぇ？」

「ふぇ？」

　私と心春さんの動どう揺ようの声が完全に重なる。同時に、雨野君に正対するカタチになっている心春さんと、彼の背後に佇たたずむ私の目が合った。

　私の存在に気付いてくれたらしい心春さんが、それを雨野君に伝えようとする。

「あ、あの、センパイ？　あ、あれ……」

　雨野君と私に視線を往復させる心春さん。しかし……雨野君はまるでそれに気付かない。

　それどころか彼は……更さらに心春さんの肩を摑む手に力を込めると、これまで聞いたことない程の「男らしい」声のトーンで、彼女に、告げたのでした。




「じゃあ、折角だから、その、エロい慰なぐさめ方とやらをして貰もらおうかな、コノハさん」




「え!?」「え!?」

　私と心春さんの声が再度重なる。と、同時に、くらりと、目眩めまいを覚える私。

　……これはなに？　現実？

「…………あ、雨野、君？」

　私は思わず彼を呼んでしまう。が、それでもなお、雨野君はなかなかこちらを振り向かなかった。

　が……しかし、数秒後。彼は何かハッとした様子を見せた後、こちらを……いやにゆっくりと、振り返ってきた。

　……大変、気まずそうな顔を、なさりながら。

　私は、表情を引きつらせながら訊ねる。

「雨野君……貴方あなた……今……心春さんに何を……」

「て……天道さん……？」

　途と端たんに、絶望色に染まる雨野君の表情。……こ、このリアクションは……いよいよ……。

　私と雨野君の間に[image: ]ほとばしる、凄すさまじい修しゆ羅ら場ばオーラ。

　と、それを見るに見かねたらしい心春さんが、慌あわてて私達の間に割って入りながらわたわたとフォローしてきた。

「や、ややっ、天道さん、これは奇遇ですね！　そ、それはいいとして、今のはその、なんていうか、そう、ありがちなアレですよ！　ここまでの会話の流れありきの、今のセンパイの発言だったわけで！」

「……へ、へぇ、そうなの。ど、どういう会話だったのかしら？」

「え、それはその……あたしが、センパイに、実は凄すごくエローい慰め方できるんだけどなぁ、みたいなことを……」

「その内容なら大体私の思った通りであり、勘かん違ちがい云うん々ぬんでは一切ないのでは!?」

「あれ、ホントだ！　や、で、でも、違うんですって！　ね、センパイ!?」

　心春さんに話を振られ、途端に、ゼンマイ仕じ掛かけの人形みたいに首を高速で縦に振る雨野君。彼は顔を真っ青にしながら、全力で言い訳を試みてきた。

「そうです！　今のはその、僕的に『たまには攻せめてやろう』の気持ちで……」

「か、完全に『やる気』じゃないですかー！」

「ち、違います違います！　そういうんじゃなくて！　ただ、コノハさんの気持ちに報むくいたかったと言いますか……」

「心春さんの『性せい欲よく』に報いたいのですか!?」

「いやいやいやいや！　そうじゃなくてですねぇ……！」

「センパイ！　そういうことならあたし、いきなりの野や外がいでも、全然いいですよ！」

「貴女あなた実は僕をフォローする気全くないでしょう！」

　雨野君はそう叫んだ後、頭をわしゃわしゃと搔きむしり、改めて全力でことの次し第だいを説明してきた。曰いわく、今のは彼なりの「ジョーク」だったとか、なんとか。

　一通り説明を聞き終えたところで、私は内心「彼らしいな」と納得し、ホッと胸をなで下ろしていたのだけれど……まるで「交際相手」のお伺うかがいを立てるような彼の表情を見てハッとした私は、腕うでを組み、ツンッとした態度で素っ気けなく応じた。

「ま、まぁ、雨野君が誰だれと何をしても、今の私には関係ありませんけどね！　べ、別に、付き合っているわけでは、ないのですし！」

「…………そ、そう……です……よね……」

　途と端たんに、しょぼーんと大きく肩を落とす雨野君。……なにこれ辛つらい。今すぐ抱だきしめたい。けれど……正々堂々と公平な立場で勝負すると宣言した手前、「カノジョ」の領域に踏ふみ込むような行動は慎つつしまないと……。

「やーん、センパイったら、可哀かわい想そうー」

「こ、心春さん!?」

　と、次の瞬間、なぜか心春さんが馴なれ馴なれしく雨野君の腕に絡からみついた。姉同様豊満な胸をぐいぐい腕に押しつけ、それどころか谷間に挟はさむ勢いで身を寄せる心春さん。

「ちょ──」

　私は思わず怒おこりかけるも、次の瞬間、心春さんが「あっれぇ？」と私を意地悪な顔つきで見つめてきた。

「センパイを一方的に振った『元カノ』さんが、なにか怒おころうとしてますぅ？」

「う、ぐ……!?」

「先程ご自分でも仰おつしやっていたように、貴女は今や『元カノ』なのですから、この状況に怒るのは筋すじ違ちがいというものでは？　あ……それとももしかして天道さん、まだセンパイのことを……？」

　ニヤァと小こ憎にくたらしい笑みを浮うかべて訊たずねてくる心春さん。ま、まったく、これだからこの子は……！　一見自由勝手な振る舞まいをしているように見えて、その実……これはきっと雨野君のためなのだろう。彼を元気づけるためにこそ、彼の前で私の真意を暴いてやろうと……そういうことなのだろう。

　彼女の発言に乗せられた雨野君が、なにやら勇気を出した様子で一歩前に出て、私に相対してくる。

「て、天道さん！　あの……あの、も、もしそうなのでしたらっ、その……その！　ぼ、僕と……僕と……今一度、交際してくれませんかっ！　お願いします！　こ、今度は僕、その……もっともっと、頑がん張ばりますから！」

　必死に頭を下げながら、手を差し出してくる雨野君。

「頑張る……か……」

　私はその、本当は跳とび上がりたいほど嬉うれしい申し出に対して、思わず俯うつむいて、小さく、震ふるえる手を握にぎり込む。

　私は……私は、この、雨野景太という男の子が大好きだ。

　ゲームが好きで、いつも楽しそうで、温和で、だけど芯しんを持っていて、気弱なのに勇気があって、誰に対してもとことん誠実で……。

　そんな彼のことが、いつの間にか私は……好きで好きで、仕方なくなっていて。

　ずっと一緒にいたい。隣となりにいて笑っていたい。一番傍そばで……彼と寄り添そいたい。そう、心から願ってしまう。

　でもだからこそ、同時に……いや、それ以上に──




　──彼には、心から愛する人と結ばれる幸せを摑つかんでほしいと、願ってしまう。




　……もしその相手が私であったなら、こんなに幸せなことはない。その時こそ私は、誰に憚はばかることなく、彼を全身全ぜん霊れいで愛し、彼と幸せになりたいと思う。

　けれど、だからこそ。

　彼には……「元々付き合っているのだから」という理由を多少なりとも加味して私を選んでほしくなど、なくて。

　……だから……だからこそ、私は……。

　私はいつのまにか拳こぶしを目め一いつ杯ぱい握り込みながらも……それでも、最後の気力を振り絞しぼって、余よ裕ゆうの笑みを浮かべて頭を上げ、この、誰より愛する男子へと告げたのだった。




「いえ、結構です。私が交際したい雨野君は、今の雨野君では、ありませんから」




　　　　＊




「（いやぁぁぁぁぁぁぁぁああああああああああああああああああああああああ！）」

　雨野君達との遭そう遇ぐうから約十分後。私、天道花憐は彼らに別れを告げ、颯さつ爽そうと「いい女」オーラを振りまきながら去ったその足で……最も寄よりのコンビニに向かうと、普ふ段だんは飲まないキツめの炭酸飲料を購こう入にゆうし、イートインスペースでそれを一気に呷あおると……髪かみをぐしゃぐしゃとかき乱して、一人、後こう悔かいにのたうち回っていた。

「（どうして!?　どうしてドヤ顔で雨野君をフッてんの私!?　この世で一番好きな人からの告白を断る理由ってなに!?　別に家庭の事情とかでもないクセに！　あくまでも自己満足のために断るって……やっぱりおかしくない!?　なりふり構わないのが、本当の恋こいなんじゃないの!?　だとしたら私の今していることって……つまりは、ただの自じ滅めつよねぇ!?　馬ば鹿かなの!?　ホント、なにしてるのかしら、私……）」

　頭を搔かくのをやめ、今度は背もたれに体重を預けてコンビニの天てん井じようを見上げる私。埃ほこりに汚よごれた埋うめ込み型の空調機械が視界に入る。……千秋さんと話した時はスッキリしていたはずなのに、今は、なんだか凄まじく暗あん澹たんとした気分だった。

「（あぁ……。……雨野君、もう一度だけ、すぐに交際申し込んでくれないかしら）」

　星ノ守家での私はどこへやら、すっかりヘタレる私。自分で自分に呆あきれるものの、でもそれ以上に胸が苦しくて切ないのだから仕方ない。

　こうしてコンビニで一人荒あれていると、もう、雨野君さえ傍にいてくれれば、自分の小さな拘こだわりなんかどうでもいいと……そういう気持ちになってくる。

　まったく、どこまで卑ひ小しような女なのか、私という人間は。

　けれど……その一方で、また、違う予感もあって。

「一人だとこんなに弱いクセに……雨野君や千秋さんの前に出たら、また、強い天道花憐を演じてしまうのでしょうね……私という人間は」

　まったく、どこまでいっても、愚おろかしいとしか言いようがない。

　そんな自分にほとほと呆れて、大きく息を吐はく。と……テーブルに置いてあったスマホがぶるっと震えた。鬱うつ屈くつした気分のまま、何気なく確認すると、そこには……。

「……心春さんから？」

　珍めずらしく、彼女側からメッセージが飛んできていた。私から彼女に声をかけ、それにぞんざいなリアクションを貰うことはよくあっても、心春さん側発信でメッセージを貰うのは珍しい。

　アプリを起たち上げ、内容の詳しよう細さいを確認してみる。

《星ノ守心春：この前の質問に関することですけど。更さらに端たん的てきに答えられそうなアテができたので、相変わらずあたしなりの定義で恐きよう縮しゆくですが、今一度、回答をば》

「この前の質問？」

　なんだったかしらと疑問に思い、彼女とのメッセージログを振り返ってみる。と、少し戻もどったところで、それらしいメッセージ群に行き当たった。

「ああ『恋とは何か』という質問のことかしら」

　修学旅行中に投げかけた質問だ。それに対して心春さんは最初はぞんざいに……その後、ハッとさせられるほど真しん摯しな言葉を私に返してくれている。……ふむ。

「既すでに充じゆう分ぶん端的に答えて貰もらっていた気がするけれど……」

　前回彼女からもたらされた素晴らしい回答を再度確認し、首を傾かしげる私。

　と、そこで、再度メッセージが着信した。メッセージログをスクロールし、最新のそれを確認する私。と、そこに記されていたのは、本当に端的な……たった四文字にまで集約された、恋の定義だった。




《星ノ守心春：それです》




「…………」

　その言葉に、私は一いつ瞬しゆん、目をぱちくりさせると。

　次の瞬間には……思わず、くすくすと笑ってしまった。

「そっかそっか……これですか……」

　だとしたら……こんなに嬉しいことはない。

　だってそれは、つまり、私もようやく、千秋さんや亜玖璃さんと……。




　尊敬してやまない女性達と、ようやく肩かたを並べられたということなのだから。




　…………。

　私はそのまましばらく、スマホの画面を見つめ続けると。

　次の瞬間には颯爽と椅い子すから立ち上がりつつ、んっ、と、背筋を伸のばし。そして……。

「……さて、じゃあ、今日は帰ってから、とことんゲームしちゃおうかしらね！」




　今日も今日とて、呆れるほどに私らしい日常を、ゲームと共に開始するのだった。








【上うえ原はら祐たすくと難易度変へん更こう】






「へ？　いや、ちょ……なんでお前も亜あ玖ぐ璃りと密に連れん絡らく取ってねぇんだよ、雨あま野の！」

「や、なんでって言われてもなぁ……」

　十二月第二週の火曜日。つまりは修学旅行明けの登校日二日目の、昼休み。

　人ひと気けのない旧校舎の階段踊おどり場にて、俺はカレーパンをかじる手を止め、思わず雨野を振ふり返った。

　彼はこちらに背を向けて踊り場に腰こし掛かけ、俺と同様にパンをかじりつつ、大して面おも白しろみもない階下の景色をぼんやりと眺ながめながら語る。

「例の……修学旅行四日目の夜の直後こそ、ホテルのロビーで軽く互たがいの状じよう況きよう確認をしたけれど……それ以降は、メッセージとかも、互いにあんまりしてないかなぁ。はむっ」

　なんでもないことのようにそれだけ言い、暢のん気きにあんパンを頰ほお張ばる雨野。

　そんな彼の様子に反して、俺の側はと言えば、著いちじるしい焦あせりを顔に滲にじませて返した。

「だ、だってお前ら……いつもだったらこういう時、即そく、ファミレスじゃねぇのかよ？」

「まぁ、いつもだったらそうだけど……。……でも今回は、正直そういう感じじゃなかったというか……」

「な、なんでだよ！　行けよ、ファミレス、二人で！」

「？　あの、さっきから、上原君は何を怒おこっているの？」

　ここに来てようやく、不思議そうに俺を振り向く雨野。俺はそれに対し思わず強く抗こう議ぎしかける。

「何を怒っているもなにも、俺は、お前が亜玖璃をちゃんと支えてくれる前提で──」

　しかしそこまで言いかけたところで、ハッとして口をつぐむ。

「──いや、なんでもない。忘れてくれ」

「？　ああ、上原君は、傷ついたアグリさんを誰だれかに支えて欲しかったの？」

「お前相変わらず妙みような場面でだけ察しがいいな！　わ、忘れてくれって言ったろ！」

「別にそれはいいけどさ……。……でも上原君の今の言い方って、なんか、凄すごく身勝手で……僕、正直、ちょっと腹立つんですけど」

「っ」

　修学旅行の時に見せたもの程ではないにせよ、厳きびしい目つきで俺を睨にらみ付けてくる雨野。俺はそれに少し気け圧おされつつも……一度、深く嘆たん息そくする。……まったく、こいつは……。

「あー……その、すまん、雨野。今のは確かに俺の言い方が悪かったわ」

　俺はそう認めつつ、よっこいせと彼の隣となりに腰こしを下ろす。

　隣を見ると、雨野は相変わらず少しムスッとしたまま、パンをかじっていた。

　俺は頭をぼさぼさと搔かきつつ、謝罪を続ける。

「や、マジでごめんって、雨野。なんつーか、別にお前を責める意図は……」

「別に僕のことはいいよ。でも……アグリさんが可哀かわい想そうだ」

「…………」

　……僕のことはいい、ね。……らしいな、相変わらず。

　俺は思わず苦笑いしてしまいつつも、彼に軽く頭を下げる。

「だな。……悪わりぃ」

「……はぁ、いいよ、もう。実際、僕がアグリさんの相談相手として機能できてないのは事実だし、そこは、僕も不ふ甲が斐いないなーって思ってるから」

「や、俺は別にそういうつもりで言ったわけじゃねぇって。それで言ったら、そもそもアイツを傷つけたのは俺だしな……」

「…………」

　雨野は何も言わず、もう一口パンをかじる。……「亜玖璃の友達」としての彼は、今の俺に激しい怒いかりを覚えているはずなのに。それでも「どうして別れたの」などとは、無理に踏ふみ込んでこなくて。それはきっと「俺の友達」としての、優しさなのだろう。

「（本当に、お前ってヤツは……）」

　俺が温かい眼まな差ざしを向けていると、それに気付いた雨野が、照れくさそうにふいっと視線を逸そらして話を続けてくる。

「まあでも確かに、いつもの僕とアグリさんだったら、即そく座ざにファミレスへとしけ込んでグダグダやってる流れであることは認めるよ」

「だよな。じゃあ、なんでそうしなかったんだ？」

「それはまあ……いつもの僕とアグリさんじゃ、ないからだろうね」

　彼はパンを食べる手を止めると、力なく笑いつつ、言葉を続けた。

「僕もアグリさんも……今は互いを『支え合う』ことさえ難しい、状況だと思うんだ。……変に寄りかかろうとすると、むしろ二人とも……崩くずれることになりかねなくて」

「……そう、か……」

　なんと言っていいのか分からず、カレーパンを包みのビニールごとくしゃりと握にぎり込んでしまう俺。と、雨野が慌あわてた様子でフォローを入れてきた。

「あ、ごめん、あの、今の発言に上原君や天てん道どうさんを責める意図は全然……！」

「ははっ、馬鹿だなぁ、お前は。ここにきて、フッた側の人間にまで気を遣つかってんじゃねーよ。いいんだよ、そこは。普ふ通つうに責めてくれて。当然の権利なんだから」

「上原君……」

　雨野は何か言いたげに俺の目を見つめてくる。「本当に、どうして……」そんな言葉が、今にも彼の口を衝ついて出そうだ。しかし彼はそれを紙パックの牛乳の力も借りてぐっと飲み込むと、雰ふん囲い気きを仕切り直すように、通常テンションで会話を再開させてきた。

「でも言われてみれば、アグリさんは僕達の周辺メンバーの誰ともクラスが一いつ緒しよじゃないから……本当に全く様子が伝わってこなくて、少し心配かもね」

「あ、そうそう、心配と言えばよ。星ほしノ守もり、昨日風邪かぜで学校休んでたらしいぞ？」

「え、そうなの!?　ああ、しまった、僕ときたら、自分のことばっかりで……！」

　途と端たんに激しく後こう悔かいに打ちひしがれた様子で頭を抱かかえる雨野。……ったく、こいつはどうしてこう、自分の負った傷をすぐに後回しにできるんだろうな。心底尊敬するわ。

　俺はそんな彼に、笑ってフォローを入れてやる。

「でも今日はもう回復して、ちゃんと学校来てるってよ」

「ああ、そっか、良かった……」

　ホッと胸をなで下ろす雨野。……こいつ、いつもは俺の前じゃ星ノ守を天敵というスタンスで扱あつかっていること、もうすっかり忘れているな。ま、らしいけど。

　雨野は牛乳をもう一口飲んで呼吸を整えると、一人「ああ、だからか……」などと何か思い出した風に呟つぶやく。

「昨日、天道さんと星ノ守家の近くで出くわしたのって、そういうことか……」

「ん？　ああ、なんか昨日見み舞まいに行ったらしいな、同じクラスの天道は。それはいいとして、お前はまた、どうして星ノ守家の近くなんかにいたんだ？」

「ああ、ちょっとコノハさんと話があって。で、彼女を家に送っていく途と中ちゆうの公園で、ばったり天道さんに会ったんだけど。その時丁ちよう度ど僕、コノハさんに……」

「コノハちゃんに？」

「猥わい褻せつ行こう為いを強要していたっていうか」

「急展開にも程がある！」

　俺は口に含ふくんでいた缶かんコーヒーを噴ふき出しかけながら、勢いよく立ち上がる。

　雨野は遠くを見つめたまま、話を続けてきた。

「まあ……端たん的てきに言って、ゲームオーバーだよね」

「ゲームオーバーが過ぎるわ！　ラブコメどころか、社会的な意味でも終わりだわ！」

「ち、違ちがうんだ上原君。僕はその……ふと、魔まが差した、だけだったんだ！」

「何も違わねぇわ！　なにその言い訳！　サイテーだな、雨野景けい太た！」

「その、コノハさんが喜んでくれるかと思って……！」

「コノハちゃんが『悦よろこんでくれる』かと思って!?　ガチの性犯罪者思考だなお前！」

「それに、そもそも誘さそってきた彼女も悪いと思うんだよね、僕」

「クズだなお前！　ガチクズ発言のオンパレードだな今日！」

「で、そこを天道さんに見られたわけなんだけれど……。……ここで上原君に相談です。僕は、天道さんと、今後ヨリを戻もどせると思いますか？」

「未いまだそんな質問を繰くり出せる図太さが信じられねぇわ！　サイコパスかよ！　怖こえぇ！　やべぇやべぇとは思ってきたけど、雨野景太、マジで怖ぇって！」

「……うーん……上原君だったら、もう少し上手うまく、軽い感じで、猥褻行為の強要をコノハさんにできたんだろうなぁ……」

「なにその謎なぞ評価！　やめて！　風評被ひ害がいすぎるわ！　俺、もうお前とは友達やめ──」

「……はぁ、ジョークの切り返しって、ぼっちには難しいよね、やっぱり……」

「……はい？　じょ、ジョーク？」

　というわけで、ここで一いつ旦たん話を整理。改めて腰を下ろし、三分ほどかけて改めて説明し直して貰もらった結果、ようやく性犯罪の疑いこそ解けたものの……。

「……なるほど。結局天道には、今一度キッパリ拒きよ否ひられたんだな、お前」

「うん……そうなんだ」

　遠くを見つめながら頷うなずく雨野。天道の意図が分からず、すっかり途と方ほうに暮くれている様子だ。俺はそんな彼の横顔を見つめながら、缶コーヒーの残りを呷あおる。

「（まぁ……俺には天道の意図が、なんとなく分からんでもないが。でもそれは、第三者の口から勝手な解かい釈しやくで説明していいようなことじゃ、ないよな）」

　他人の恋れん愛あいに勝手な解釈で首を突っ込むことの恐おそろしさは、もうイヤというほど知っている。俺だって学んでいるのだ。

　俺はカレーパンの最後の一欠片かけらを口に放り込むと、ビニールをくしゃくしゃと手の中で纏まとめながら立ち上がり、雨野に声をかける。

「でも思ったほどは、落ち込んでないみたいだな、雨野。昨日そんなことがあったなら、今日はもっともっとどんよりしててもおかしくねーと思うんだが」

　俺の疑問に、雨野は苦笑しながら答える。

「我ながら、おめでたい思考していると思うんだけどさ。僕は……天道さんの例の発言、そんなに、悪いものだとは受け取らなかったんだよね」

「？　というと？」

「……天道さんが付き合いたいのは、『今の』僕じゃない、っていう言葉。……あれって逆に言えば……『未来の』僕には、まだ可能性あるってことでしょう？」

「……なるほどな」

　俺は彼の考え方に、思わず感心してしまう。……普ふ段だんから妙な勘かん違ちがいやすれ違いを沢たく山さん繰くり返す割には、この雨野景太という男は、いつだって芯しんだけは正確に捉とらえている。

　雨野は残りのあんパンを大きめの一口で一気に頰ほお張ばると、荒あら々あらしく咀そ嚼しやくし、最後に牛乳で一気に流し込んで、俺を見上げてきた。

「だったら僕は、まだまだ頑がん張ばれるよ！　たとえゲームオーバーになったって、それどころかセーブが消えたってさ。新しく旅を始めることは、いつだってできるんだから」

「……だな」

　俺は彼の頭をくしゃくしゃと撫なでる。……そう「新しく始める」権利は、常に、誰しもに、等しく、あるのだ。

　だからこそ俺は……俺も……亜玖璃と……。

「おっと、そろそろ昼休み終わるよ、上原君。クラスに戻ろうか」

　そう言って立ち上がり、ゴミを回収してタタッと階段を下り始める雨野。

　そんな彼の後ろ姿に。

「なぁ、雨野」

「？」

　俺は、笑顔で、提案してみるのだった。

「今日の放課後は久々に、みんなで、ゲーム同好会をやらねぇか？」

　──俺もまた、新しい旅を、始めるために。




　　　　＊




　俺からの突とつ然ぜんのゲーム同好会開かい催さい提案に対する、メンバー達からの反応は……意外なことに、全員参加だった。

　特に天道と星ノ守はメッセージを送信してすぐに「是ぜ非ひ！」と応じてくるぐらいに乗り気な様子であり、正直女性陣じんには概おおむね断られるんじゃないかと踏んでいた俺と雨野を、大いに戸と惑まどわせた。

　そして亜玖璃に関してだが……こっちはこっちで「いいよー」という……実にいつも通りすぎて、逆に不安になるリアクションが返ってきて、これまた俺と雨野を微び妙みようにぞくぞくさせたのだった。

　そうして迎むかえた放課後、二年Ｆ組の教室にて。

「やーやー、久しぶりですね、同好会！　なんか既すでに楽しいですね、花か憐れんさん！」

「ですね、千ち秋あきさん。思えばここ一ヶ月程、私も落ち着いてゲーム話できた記き憶おくがないです。今日は是非語り尽つくしましょうとも、ええ！」

　和わ気き藹あい々あいと楽しげに話すゲーマー女性陣二名の笑顔に、思わずほっこりする俺と雨野。天道は雨野との修しゆ羅ら場ば直後だし、星ノ守は病やみ上がりだしで、俺も雨野も実際こうして集まるまでは気が気でなかったのだが……いざ集まってみると、二人は、相変わらずの、二人であり。そりゃ恋愛方面等では色々あるかもしれないが、やはり、ゲーマーとしての彼女達は、何一つ変わっていないことに、俺と雨野はうっすら感かん銘めいまで覚えていた。

　…………うん、だから、彼女達ゲーマー勢はいいんだ、ゲーマー勢は。

　問題なのは……。

『…………』

　きゃっきゃと楽しげにはしゃぐゲーマー女性陣二名の、その脇わき。

　彼女達の視界から少しだけ外はずれ、俺達男性陣にだけ表情が見えるその絶ぜつ妙みような位置に陣取るは──落ちくぼんだ瞳ひとみをギラつかせた、ギャル女子高生。

　彼女の口元が、俺と雨野にだけ聞こえるように、小さく、素早く……しかしハッキリと、動く。




「（……今、世界の全ての電子機器が使用不能になったら面おも白しろいよね……ふふ……）」




『（やっぱり荒あれてたぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁああああああああああああああ！）』

　俺と雨野の知らない間に、亜玖璃は、すっかり、ずぶずぶと……ダークサイドに堕おちていらっしゃった！　俺は隣となりの雨野の肩かたを小こ突づいて思わず激しく責める！

「（お、お前がファミレスでフォローしないからだぞ、雨野！）」

「（責任転てん嫁かにも程があるよ！　元はと言えば上原君がフったからでしょ！）」

「（そりゃそうだけど……！　まさかここまで亜玖璃がショック受けるとは……。…………。……ごめん雨野、俺今、実はちょっと嬉うれしいかも）」

「（馬ば鹿かじゃないの!?　そんなこと言ってる場合じゃないよこれ！　ほら見てよ！）」

　雨野に促うながされて、再び亜玖璃を見る。彼女は……未いまだにぶつぶつと、他の女性メンバーにだけは気付かれない絶妙な声量で、呪じゆ詛そを吐はいていた。




「（そんなにゲームが好きなら、いっそ、全員ゲームの世界に閉じ込めて──）」




『（なんかラスボスみたいなこと言い出したぁぁぁぁぁぁああああああああああ！）』

　がくがくと震ふるえる俺と雨野。雨野が俺を更さらに糾きゆう弾だんしてくる。

「（どうすんのさ上原君！　なんか僕らのゲームに纏まつわる物語のラスボスみたいな思想が降臨しちゃってるけど、キミのカノジョさんに！）」

「（元カノな、元カノ）」

「（そこの訂てい正せい今はどうでもいいよ！）」

「（どうでも良くないぞ雨野！　俺だって身を切る思いで言ってんだからな『元カノ』）」

「（知らないよ！　っていうか何軽く泣いてんのさ上原君！　面めん倒どう臭くさいな！）」

「（亜玖璃ぃ……どうしてこんなことに……）」

「（ホントだよ！　なんでキミらの痴ち話わ喧げん嘩かに、ゲームという概がい念ねんの平へい穏おんまで巻き込まれないといけないんだよ！）」

　雨野が小声ながら激しめに俺を怒ど鳴なりつけると同時に、再び、亜玖璃の様子を窺うかがう。

　と、亜玖璃は……。




「（すべての記憶、すべての恋愛、すべてのゲームを消し……そして亜玖璃も消えよう、永遠に！）」
















「（遂ついにはもうなんか限りなくスク○ニのラスボス臭しゆうを放ち始めたよ！　リアルに世界を無に帰きす系の思想に染まった人、僕初めて見たよ！）」

「（亜玖璃ぃ……どうしてこんなことに……）」

「（だから上原君がフッたせいだよねぇ!?）」

「（え、女ってフラれると皆みんなラスボス化するのかよ!?）」

「（ごめん、確かにこのケースは特とく殊しゆだったかも！　け、けど、とにかく、上原君がフォローを入れないと！　デス○サロを止められるのはロ○リーだけなんだよ！）」

「（あれ？　デスピサ○って倒たおす以外選せん択たく肢しあったか？）」

「（ああ、それね、リメイク版では……って、なんでゲームトーク始めてるのさ！）」

「（あ、雨野が自ら、ゲームトーク熱を制せい御ぎよした……だ、と……？）」

「（そんなシリアステンションで驚おどろかれるのは心外だよ！　いいから、同好会が正式に始まる前にフォローしといてよ、アグリさんを！）」

　雨野に促され、仕方なく亜玖璃と向き合う俺。雨野はそのまま天道と星ノ守との雑談に加わり、こちらから気を逸そらしてくれていた。これで俺は亜玖璃に心置きなく声をかけられるわけだが……。

「（……つってもなぁ……。天道と同じで、今の俺に、言えることなんて……）」

　……多分、一番手っ取り早いのは、縒よりを戻そうと持ちかけることなのだろう。

　だけど……いくら亜玖璃を元気付けるためでも、それだけはできない。だってあの「別れ」は……俺なりに真しん剣けんに悩なやんだ末の、けじめなのだから。あの結論に激しい痛みはあっても、後こう悔かいだけは、ない。それが俺の、今の、噓うそ偽いつわりない気持ちだから。

　……勝手なのは百も承知だ。だが、それが最後には亜玖璃の幸せに繫つながるのなら……俺達の恋こいを「正す」ことに繫がるのなら、俺は、この身勝手を、貫つらぬく。

「…………」

　とはいえ、亜玖璃が精神的にここまで追おい詰つめられてしまうのは、想定外だった。滅めつ多たな言葉はかけてやれないが、それでも、今の俺には俺なりに、彼女に言ってあげられることは、あるのかもしれない。

　俺は自分の中で言葉を慎しん重ちように精査した後……亜玖璃の目をしっかりと見つめて、真しん摯しに、伝えることにした。

「亜玖璃。俺は……俺は、亜玖璃が、好きだよ。昔も、今も、きっとこの先もさ」

「っ！　なにを、勝手な……！」

　亜玖璃が、これまで俺に見せたこともないような目つきで睨にらんでくる。……こんなことを言うとまた怒おこられるかもだけれど、俺はそれが……やはり少しだけ、嬉しくて。

　やっと、スタートラインに立てた、気がしていて。

　俺は……今すぐにでも縒りを戻もどしたい気持ちをぐっと堪こらえて、続ける。

「だな。自分からフッておいてまだ好きとかのたまうヤツなんて、マジで、ロクな男じゃねえよ。だから俺には存分に怒ってくれて構わない。なんせ最低だからな、上原祐」

「…………」

「でもだからこそ……お前が落ち込んだり、引け目を感じたり、それに無む軌き道どうに荒れたりする必要はねぇんだぞ、亜玖璃。全ての非は今、全面的に俺にあるんだからよ」

「…………」

「……最低なのは俺だけでいいんだ。だから亜玖璃。お前の方は今日も……相変わらずの、最高にいい女でいてくれよ。な、頼たのむ」

　俺はぺこりと頭を下げる。亜玖璃は……しばらく無言でいたものの。一度、盛大にため息をつくと……次の瞬しゆん間かんには、「いつもの亜玖璃」に戻って、同好会の皆へと向かって大きく声を張り上げてくれた。

「はいはいっ、じゃあ、雑談タイムしゅーりょー！　そろそろちゃんと同好会始めようよ！　ま、亜玖璃はゲームの話に興味ないけどさ！」

　そんな亜玖璃の様子に、雨野は勿もち論ろん……天道と星ノ守もまた、温かい笑顔を見せる。……どうやら女性陣二人も、なんとなく、亜玖璃の様子には気付いていたようだ。気付いていて、あえて、俺達に……いや、俺に、任せてくれたのだろう。

　俺はそんな皆への感謝を胸に、本日の同好会の議題を提示させて貰もらうことにした。

「こほん。そんなわけで、人間関係がズタボロの昨今、ひとときの癒いやしを求めてこの俺、上原祐が提案する、本日の議題はだな……」

『うんうん』

　皆が期待の目で俺を窺っている。俺はそんな彼女達に……満を持じして、告げる！




「クリスマスって、どうする？」




『ぎゃぁぁぁぁぁぁぁぁあああああああああああああああああああああああああ！』

　全員即そく死しだった。俺以外の全員が、その場でがっくりと項うな垂だれ、その存在から完全に生命の輝かがやきを失う。アニメだったら、灰色に着色されている状じよう況きようだ。

　俺は皆の様子を、頰ほおをぽりぽりと搔かきながら観察した後……そっと、切り出す。

「なんか……まずったか？」

『ですねぇ！』

　途と端たんにガバッと起き上がり、俺に全力抗こう議ぎしてくる、独り者達。

　まず雨野が涙なみだ目めで叫さけんでくる。

「この状況下でまず間ま違ちがいなく『最悪』の部類に属するよ、その議題選せん択たく！　なんなの!?　上原君、リア充じゆうじゃなかったの!?　本当は空気読めない人なの!?」

「馬鹿にするなよ雨野。俺だって当然、事前に考えたさ！　『間、悪いかな』って！」

「悪いよ！　っていうか、空気読めた上で尚なおその議題持ち出してきたあたり、逆に罪深いよ！　なんなの!?　どうして恋に破れたメンバーだらけのこの状況下で、そんな爆ばく弾だんを余よ裕ゆう綽しやく々しやくで投下できるの!?」

「それがこの俺の……業ごうを背負うと決めた男、上原祐の、覚かく悟ごだから、かな」

「なにいい台詞せりふ風に言ってんの!?」

「本の帯に使ってくれても構わないぞ」

「使わないよ！　僕達の物語がラノベ化されても、絶対にその台詞だけは使うものか！」

「まあそれはそれとして、どうすんのよ、お前ら、クリスマス」

『ぎゃぁぁぁぁぁぁあああああああああああああああああああああああああああああ！』

　再度胸に矢が刺ささったモーションを見せつつ前のめりに倒れる四人。……大げさな。

　俺は大きく嘆たん息そくしつつ、前まえ髪がみをふぁさっと搔かき上げ、最高にキメながら告げる。

「痛みや苦難を乗り越こえることこそが、ゲームの醍だい醐ご味み、だろ？」

『帯コメ狙ねらったいい台詞をやめろ！』

　今度は雨野だけじゃなく全員が一いつ斉せいに俺を睨み付けてきた。うん……基本もやしっ子集団とはいえ、この量のヘイトには正直、びびるよね。……必要以上に煽あおるのはやめよう。ギャグにしても、ちょっと度が過ぎたかもしれない。

　俺はこほんと咳せき払ばらいして、少し落ち着いたテンションでフォローする。

「悪わりぃ悪ぃ。ちょっとやりすぎたわ。でも……三週間先に迫せまったクリスマスのことを話しておきたいのは、マジだったんだよ。それこそ、『こんな状況だからこそ』、な」

「？　どういうことかしら？」

　俺と同じく「フッた側」だからなのか、皆より先に理性的になってくれた天道が、ようやく俺の話を聞くスタンスで切り返してくれる。

　俺は説明を続けた。

「このままだと、まあ……正直俺達全員、寂さびしいぼっちクリスマス直行だろ？」

「ですね。まぁ、私と貴方あなたは自業自得ですけど」

「まぁな。とはいえ……恋こい人びとと別れたからって、別にクリスマスというイベント自体を、粛しゆく々しゆくと、喪もに服したようにスルーしてやる義理もねぇわけだ」

「まぁ、言わんとしていることは分からないじゃないですが……」

　天道がそう応じたところで、ようやく他のメンバーも話を聞く態勢に復帰した。

　亜玖璃が「それはつまり……」と俺に結論を促してきたので、俺はそれに頷うなずいて返しつつ、やっと、本当にしたかった提案を、告げたのだった。

「折角だから、このメンバーで楽しく遊ぶのはどうだろうって、誘さそいたくてな」

『…………』

　俺の言葉に、顔を見合わせるメンバー達。まぁ……言っておいてなんだけど、正直、乗ってくれなくても仕方ないとは思っていた。それこそ、最初のリアクションのように……全員から「デリカシーのない男だ」という敵意をぶつけられても、仕方ない。

　別にそれならそれでもいい。でも、もし大事な仲間達が少しでもクリスマスを……俺がぶち壊こわしかけたクリスマスを楽しく過ごせる可能性があるのなら、俺だけはそれを諦あきらめちゃいけないはずだ。

　……とはいえ、別に俺だって、仲間に積極的に軽けい蔑べつされたいわけじゃない。覚悟したところで、痛いものは痛いし、怖こわいものは怖いのだ。

　そんなわけで、俺はびくびくしながら、ゆっくりと、メンバーの様子を窺う。

　そうして恐おそる恐る目もく撃げきした、四人の表情はと言えば──




『いいですね！（いいね！）』




　──予想だにしなかったほどの、曇くもりない、笑顔だった。

　……俺は一いつ瞬しゆんだけ……ほんの一瞬だけ、この久々の幸せな光景に、不覚にも涙ぐみそうになってしまいながらも……なんとかそれを押し殺して、「だろ？」と続ける。

「具体的に何をしようとかはこれから詰めていければと思うんだが、とりあえず、全員のスケジュールを早めに押さえておければと思ってな」

　俺の言葉に、星ノ守が深く頷く。

「なるなる。そういうことでしたら、このタイミングで切り出してきたことにも頷けますね。いやぁ、一時は自分、そのあまりの空気読めない発言への怒いかりで、上原さんのスマホに権限の怪あやしいアプリを大量にインストールしてやろうかと思いましたよ」

「やめて。なにその陰いん湿しつな怒りの表現。超ちよう怖こえぇ」

　続いて、天道も頷く。

「まったくですね。私も最初は『加か瀬せ先せん輩ぱいを上原君に……』とまで考えましたよ」

「怖い怖い！　なにその詳しよう細さいがふんわりした攻こう撃げき！　逆に怖いわ！」

　更さらには、亜玖璃までやれやれと肩かたを竦すくめてきた。

「亜玖璃も危あやうく……苛いら立だち紛まぎれにあまのっちを『なだらかにする』ところだったよ」

「僕!?　え、なんで僕!?　そしてなに『なだらかにする』って！　なんか凄すさまじく怖いんですけど！　ボコボコにするとかの方が、百倍マシなんですけど！」

　雨野が俺の隣となりでカタカタ震ふるえていた。……あぶねぇ。もう少しで友人が俺のせいで『なだらかに』されるところだったらしい。……意味は分からないが、俺も気をつけよう。

　まあなんにせよ、とにかく全員の了りよう承しようは得られた。聞けばイブ（日曜日）のスケジュールも問題ないらしい。

　そのまま具体的な詳細を詰めようと話が進む中、ふと、雨野と星ノ守が先程から全く会話に参加していないことに気付いた。不思議に思って二人の様子を窺うかがうと……そこには、全く同じように「ぽわん」と宙を眺ながめた、ぼっち男女の姿が。

　そんな二人が、誰だれにともなく……しかし完かん璧ぺきに同じタイミングで、言葉を漏もらした。




『クリスマスを家族以外と過ごせるなんて……夢みたい……』




『（切なっ！）』

　その瞬間、なんか胸がきゅぅっとする、友達多い勢三名。いや俺と亜玖璃は高校デビューだが、中学までの真ま面じ目めキャラ時代だってそれなりに友達はいたわけで。

　俺達がなんとも言えない気持ちになっていると、二人はほっぺたをほんのり染めながら、ほくほく笑顔で語り出す。

「ど、どうしようチアキ、僕、正直今年までクリスマスを『ゲームを一本親に買って貰える日』としか認識してなかったから、あまりの可能性の広がり方に動どう揺ようが隠かくせないよ！」

「ですねですねっ、ケータ！　これ凄すごくないですか!?　だって『男女五人で過ごすクリスマス』ですよ!?　なんですかこれ！　自分達みたいな人種に本来発生するイベントじゃなさすぎるでしょう！　バグでしょうかっ!?　バグなんでしょうかっ!?」

「バグだろうね！　でも安心してチアキ！　ぬるゲーマー代表みたいな感性の僕は、当然『バグ技わざ』容認派なんだよね！」

「奇き遇ぐうですねケータ！　自分もです！　バグによるバランスブレイクがなんですかっ！　キャラの謎なぞ挙動がなんですかっ！　要は面おも白しろければいいんですっ、面白ければ！」

「だよね！　つまり僕ら如ごときが本来参加していいはずのない『男女五人によるキャッキャウフフクリスマスパーティ』だって……」

「ええっ、発生した以上は心置きなく楽しんで問題ナッシングです！　アマチュアのゲームクリエイター的観点で言わせて貰いますと、他人に迷めい惑わくかけない楽しいバグは、バグじゃないんです！　それは最も早はや……ギフトです！　天からの、ギフトなんです！」

「ギフト！　なんていい響ひびきなんだ！　いやぁ、こうなってくると、ホント……」

「はい、仲良し五人で過ごす、くりすますぱーちー……」

　そうして二人、再びうっとりと宙を眺め、熱い息を漏らしながら呟つぶやく、




『……楽しみだなぁ……』




『（ハードル高たけぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇえええええええええええええええええええ！）』

　一方、思わず俯うつむいて顔に冷ひや汗あせを滲にじませ始める、俺、天道、亜玖璃の三名。

　俺達はぼっち二名が宙を眺めてうっとりしている間に、下方で素早くやりとりする。

「（あの……俺、その、もっと気軽な『五人でメシでも食おうぜ』ぐらいのテンションでこの企き画かく提案したつもりだったんだけど？　なんか、ミスってた？）」

「（う、ううん、祐はちゃんと、そのテンションだったと思うよ。亜玖璃的にも）」

「（ですね。……あの二人の上がり方が、尋じん常じようじゃなかっただけです。上原君に罪はないと思います。思いますが……）」

　そこで三人、再び、ぼっち二名を見る。……やべぇ、なにあの、夢に思いを馳はせる顔。子供が初めて「遊園地」に足を踏ふみ入れた瞬しゆん間かんみたいな表情してやがるぞ、おい！

「（…………え、なに、このクリスマスパーティ、海外で別べつ荘そう貸し切って行われたりするの？　そういうレベルのクオリティ求められてる感ないか、あれ）」

「（ゆ、夢が広がっているのは確かだよね）」

「（ま、まあでもほら、言っても二人とも常識人ですし……）」

　そう、天道がフォローを入れかけたその刹せつ那な。

　ぼっち二人組が……またも同時に、二人で、ぽつりと、呟いたのだった。




『…………たーまやー…………』




『（花火上がってるぞぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！）』

　え、なに、俺達クリスマスパーティに向けて一体何を用意させられるの？　高校生がどうにかできる範はん囲いを、もう既すでに超こえ始めている気がするんですけど。あのうっとりした目に映る妄もう想そうは、絶対、市し販はんの打ち上げ花火レベルのそれじゃないんですけど！

　呆気あつけにとられる俺達に構わず、ぼっち組二人は、更に呟きを漏らし続ける。




『……すきゅーば……すかいだいびんぐ……ばーべきゅー……ものほんさんた……』




『（モノホン、サンタ!?）』

　期待の高まり方が、既に人類の手に負えるレベルじゃなくなりつつあった。

　亜玖璃がカタカタ震えながら、軽く視線を逸そらす。

「（…………祐が、幹事だよね、これ……）」

「（あ、亜玖璃！　お前っ、なにを自分は関係ないみたいに……！）」

「（……だ、だってもう、亜玖璃、祐と、付き合ってないしー？）」

「（ここでそれ言うか！）」

　俺はそこで縋すがるように天道に視線をやるも……彼女もまた、そっと目を逸らす。

「（……会費は、一人、一〇〇〇円まででお願いしますね、上原君）」

「（トータル予算五〇〇〇円であのファンタジックドリーム全てを実現しろと!?　無理ゲーにも程があるわ！　どんなやり手だ！）」

「（とにかく、うちのカレ──こほん。元カレさんたる雨野君の、あのなんとも素晴らしい無む垢くな笑顔を曇らせることは、たとえお天てん道とう様が許しても、天てん道どう様が許しませんよ。…………。……天道様が、許しませんよ！）」

「（なにそのドヤ顔。やめて。上手うまくないから。お天道様と天道様をかけたくだり、なんか本人だけ大層気に入ってるご様子だけど、思ってるほど上手くないから。そして、そこまで言うなら、天道が手配しろよ、諸もろ々もろ。格安で）」

「（……仕方ありませんね。これも雨野君のためです。会費は私だけ……一二〇〇円まで出しましょう！）」

「（焼け石に水だわ！　なにその二〇〇円の増額！　お前、六〇〇〇円とかのゲームはぽんぽん買うクセに、こういうとこの出費は渋しぶるのな！）」

　俺の剣けん幕まくに、天道は……その美しい金きん髪ぱつをおもむろに搔かき上げて、キメ顔で呟く。

「（恋こいや友情にさえも、ゲームという聖域だけは侵おかさせない。それが……それこそが、私達、ゲーマーというものじゃないかしら？）」

「（うるさいわ！　何いい話風に言ってんの!?　普ふ通つうにクズ発言だからな、それ！　雨野をゲームより下に置いているってことだからな!?）」

「（何を言っているのかしら貴方あなたは。私は雨野君を疎おろそかにはしてないですよ。ただ……上原君が体張ってなんとかしなさいと、無茶ぶりしているだけで）」

「（自分で『無茶ぶり』って言っちゃったよ！　もうこの計画が完全に破は綻たんしてんの、分かってるんじゃんかよ！）」

　俺の至し極ごく真っ当なツッコミに、ぐっと言葉を失う天道と亜玖璃。

　……もう、こうなったら仕方ない。俺はコホンと咳せき払ばらいして雨野と星ノ守の注意を引くと……少し俯きがちで、後頭部を搔きつつ、切り出した。

「その……雨野、星ノ守。お前らには悪いけど……その……俺達がやろうとしている、クリスマスパーティっつうのは……」

『？　クリスマスパーティというのは？』

　きょとんと首を傾かしげる二人。……ぐ。高校生って、まだ、ここまで無む邪じや気きな顔できるんだな。それだけに、すげぇ言いだしづらい。言いだしづらいが……。

　俺はぐっと机の上で拳こぶしを握にぎり込みつつ、二人の目を見て、キッパリと告げる。




「その……普通に、五人でご飯食べたり、ちょっとしたゲームをする程度のことなんだ！」




『…………』

　その、俺の、身も蓋ふたもない告白を受けて。天道と亜玖璃が心配そうに見守る中。

　雨野と星ノ守はと言えば──

　──意外にも、先程までと全く変わらないテンションで目をキラキラとさせていた。

『それは最高だね！（ですね！）』

『…………へ？』

　気の抜ぬける俺達に反して、二人は相変わらずきゃっきゃとはしゃぐ。

「ああ、ケータ……クリスマスに友達とゲームしたりお食事したりだなんて……自分、自分、幽ゆう霊れいだったら成じよう仏ぶつしてますよこれ」

「それは僕の台詞せりふだよチアキ。こんな幸せなことって、人生にあるんだね。ああ、生きてて良かったなぁ。……よしっ、当日は目め一いつ杯ぱい遊ぼうね、チアキ！」

「ですです！」

　二人、相変わらず嬉うれしそうに微笑ほほえむぼっち組。そんな彼らを見ていて俺達の胸に去来する思いは……ただただ、純然たる、幸福感だった。

「（やっぱりいいな。この二人が……楽しそうにしているのは）」

　俺は自分のことを「いいヤツだ」なんて思ったことがないが……なぜだろう。やはりこいつらのことだけは、素直に「幸せになってくれたらいいな」と思ってしまう。それだけに、どうしても、俺は二人が交際してくれることを望んでしまうのだが……。とはいえ、今となっては天道にも「同志」めいた情が湧わいてしまってるのも事実。俺としては複雑なところだ。実際、今の天道の顔を見ても……。

「（……あの『お似合い』で『幸福そうな』二人の姿を見て……嫉しつ妬とするんじゃなく、友人として素直に微笑むことができるこいつは、人として凄すげぇよな、やっぱ）」

　正直、最近の俺は、この天道花憐という女を本気で尊敬してしまっているフシがある。星ノ守の応おう援えんをしたいとか言っておきながら、勝手なものだ。……自分で自分の「八方美人」ぶりには、嫌いや気けが差す。……まあいい。

　なんにせよ彼女らの恋れん愛あいに関しては、俺の意図なんざ関係なく、結局なるようにしかならないのだから。そもそも、今いま更さら必要以上に介かい入にゆうしようとも思っていないのだが。

　……と、俺達がぼんやりしている間にも、雨野と星ノ守の雑談は勝手に進んでいく。

「となると、だよ、チアキ。これから僕らは、当日どんな『ゲーム』をして遊ぼうかと、考えなきゃいけないわけだけど……。……これはつまり──」

「ええ、ケータ。分かってます。これはつまり、自分達オタクにとっての──」

　そこで二人、またも声を合わせて、叫さけぶ。

『──もっとも楽しい時間の始まりじゃないか（ですか）！』

　その発言を、俺と亜玖璃は相変わらず「そうですかー」というテンションで生温かく見守るばかりだったが……。

　しかしここに来て、突とつ然ぜん天道までもが、ぼっち組……いや、オタク組のテンションに加わった！

「分かります！　いいですよね『他人に勧すすめるゲーム』とか『その日集まる面子メンツに適したゲーム』とかを考えるあの時間！　最高の娯ご楽らくですよね！」

『ですよね！』

　そうして今度は三人で、きゃっきゃとゲーム談義を始める……オタクトリオ。

　その様子をしらーっと眺ながめながら、亜玖璃がぽつりと呟く。

「もうなんか……三人で付き合えばいいんじゃないの、アレ」

「マジか亜玖璃。いや俺も正直そう思ってたけど、女子からまでそんな意見が出るとは思わなかったわ」

「や、亜玖璃だって普通は二ふた股またとか認めないけどね。認めないけど……さっきのバグ技？　とかの話と同じで、本人達さえ楽しいなら、イレギュラーもまたいいかなって」

「ま、そうかもな」

　そんな会話を交わしつつも、しかし、結局俺と亜玖璃はどちらも、芯しんの部分で本気ではなかった。……二人とも、分かっていたから。雨野景太という男が、それを良しとできるほどに器用な人間では、ないということを。

「……まったく、ホント甲か斐い性しようなしだよねぇ、あまのっちは」

　そんな言葉を、苦笑しながらもどこか温かい面おも持もちで呟く亜玖璃。俺は彼女をしばし眺ながめた後、一つ息を吐はいてから、同好会の空気を仕切り直しにかかった。

「おい、そこのオタク共。ゲームで遊ぶとは言ったものの、これはゲーム会じゃなくて、あくまでクリスマス会なんだからな。その辺も、ちゃんと考こう慮りよしてくれよな」

　俺の言葉に、三人は目を見合わせた後……なにか小さく相談し、そして、代表するように雨野が答えてきた。

「分かったよ上原君。当日やるゲームは……十本までに厳選するよ！」

「分かってねぇなぁ！　なんだ十本って！　一晩でやれる物量じゃねえぞ！」

『……はぁ、これだから……』

「おいこらそこの三馬ば鹿か、なにこっちが根こん性じよう無しみたいなリアクションしてんだよ。このコミュニティにおける多数派だからって調子乗ってんじゃねぇぞ、ああん？」

　俺達がメンチを斬きり合っていると、呆あきれたように嘆たん息そくしつつ、亜玖璃が根本的なツッコミを入れてきた。

「そもそもさ、三人って、パーティゲームにまで詳くわしいの？　ぼっちのあまのっちや、ほしのんがアレなのは勿もち論ろんだけど、天道さんだって、ゲームはガチ系の人なんでしょ？」

　彼女の疑問に、「うぐ」と一いつ瞬しゆんたじろぐ三人。彼らはそれぞれに視線を逸らしながら応じてくる。

「ぼ、僕はほら……光こう正せいと遊ぶこと多いから、まだ……」

「じ、自分だってコノハと……その、そんなに遊びませんけど、でもでも、多人数で遊べるものを知らないわけでは……」

「私だってガチゲーマーを自じ称しようするからには、教養としてパーティゲームも……」

　そんな三人に、亜玖璃が、相変わらずの鋭するどい一言を放つ。

「なんだ、つまり三人とも一いつ般ぱん人レベルなんじゃん、パーティゲーム知識」

『ぐぬっ!?』

　身も蓋もないことを言われて、顔に汗あせをかき始める三名。俺がその様子を「いい気味だ」とニヤニヤ見守っていると、雨野が机をペチンと叩たたいて反論してきた。

「いや、でも、だからこそ、僕らは今とても楽しいわけですよ！　亜玖璃さんには分かりませんかっ、普ふ段だんの自分とは違ちがう観点で改めてゲームタイトル群を眺める楽しさが！」

　それに星ノ守と天道も賛同する。

「ですです！　いつもは『オフライン多人数プレイ推すい奨しよう』みたいな概がい要ようのゲームを、内容以前の段階でハナから弾はじいてしまう自分達が、今、遂ついに、その内容の吟ぎん味みにまで入れるんです！　これほど楽しいことはないんですよ！」

「まったくもって千秋さんの言う通りです！　確かに私、天道花憐は普段ファミリー向けのパーティゲームを嗜たしなみませんが、だからこそ、こういう貴重な機会には積極的に選定から参加し、その醍だい醐ご味みを心ゆくまで堪たん能のうしたい所存であり──」

　蕩とう々とうと語る彼女らに対し、しかし亜玖璃は……それでもバッサリ切り捨すてる。

「キミらは、海外旅行が趣しゆ味みの一般人に、地元バスツアーのガイドを頼たのみたいかな？」

『ぐはぁっ!?』

　散々語った割には、亜玖璃のたった一ひと刺さしでまとめて葬ほうむられるゲーム馬鹿達。……うちの元カノ、対ゲーマー用決戦兵器すぎんだろう……。

　三人はそれぞれゾンビさながらにしばし呻うめいた後……最終的には力なく目だけで相談を済ませ、代表して、雨野が降こう伏ふく宣言してきた。

「……当日遊ぶテレビゲームは、せいぜい一～二本に厳選して、臨のぞみます……」

「うむ、よかろう」

　亜玖璃が満足そうに微笑み、三人がガックリと項うな垂だれる。……なんだろう、正直、少しだけ可哀かわい想そうだ。でもまあ、ワクワクと十本ゲーム持って来て一本しか遊べないのもそれはそれで悲しいわけで、この窘たしなめは、彼らのためでもある。……普段から友達と遊び慣れていないオタクがハマりがちな罠わなだ。折角人数いるならあれもやりたい、これもやりたいという欲よくが蓄ちく積せきしすぎていて、一度の集まりに過度な期待を持ち込んだ結果、ゲームの参加者、プレゼンター、両サイドにとって、大層決まりの悪い状じよう況きように陥おちいる。

「（そこにあるのは極きわめて純じゆん粋すいな期待と善意だけなのに、それがなぜか全員にとっての不幸な結果に繫つながる……か）」

　まるで今の俺達の状況そのものだ。……まぁ、こと恋愛において、期待や好意の押しつけを控ひかえろというのも酷こくな話だが。だからこれは、ある意味必然たる通過点、わだかまりなのだろう。

　と、どうやら亜玖璃も俺と似たような思考をしていたらしく、ふと目が合ってしまい、互たがいに苦笑を交わし合う。

　このまま三人を凹へこませ続けても仕方ないので、俺は話の目先を少し逸そらすことにした。

「そういや、アレはどうなんだ？　ほら……以前星ノ守家にお邪じや魔ました時の『半生ゲーム』みたいな、なんつうか……」

「ああ、ボードゲームかしら？」

　天道の相あい槌づちに「それそれ」と俺は返し、話の発展を試みるも、しかし俺の意図に反して天道は難しい顔で腕うで組ぐみをしてしまった。

「うーん……それこそいよいよ、私達の範はん疇ちゆう外ですね。うちのゲーム部は、あくまで、テレビゲーム部ですし……」

　それに対して、亜玖璃が訊たずねる。

「あ、でも人種的には被かぶっててもおかしくないんじゃ？　テレビゲーム好きとボードゲーム好きってさ。ゲーム部の部員さんに詳しい人とかいないの？」

「ああ、それですか。いえ、いないですね。というのも、うちの高校にはゲーム部とは別に『卓たく上じよう遊ゆう戯ぎ部』というのもありまして、ボードゲーム好きは最初から当然そちらに入部するわけでして」

「へぇ、そうなんだぁ。……っていうかうちの高校の文化系部活、大だい丈じよう夫ぶ？　ちゃんと真ま面じ目めにやってんの？」

「あはは……す、少なくともウチは、大会で実績出してますので。『卓上遊戯部』は……確かそもそも『将しよう棋ぎ』や『囲い碁ご』みたいに単体で部活が成り立つほどの人員が集まらなかった競技……『チェス』や『オセロ』みたいなものを嗜し好こうする方々が集まってできた部活なので、字じ面づらだけで『不真面目そう』と判断するのは早計かと」

「そうなんだ。ところで、天道さんはその部に知り合いとかいないの？　オススメのボードゲームとか教えて貰もらえばいいじゃん」

「あー、すいません、ちょっと知り合いはいないですね。それに、そういう方々に軽々しく『オススメは？』と訊ねる行こう為い自体、私はあまり推奨しません」

「なんで？」

　亜玖璃が首を傾かしげると、次の瞬しゆん間かん、雨野・星ノ守・天道のゲームオタク三名が不気味な笑顔を見せるとともに……代表して天道が、凄すさまじく説得力のある言葉を告げてきた。




「亜玖璃さんは、私達に『オススメのゲームは？』という話を振ふりたいですか？」




「すいませんでした」

　亜玖璃が全力で頭を下げていた。……これ程に説得力を伴ともなった台詞せりふ、俺、久々に聞いたよ。なにこれ凄すごいな。一発で「やべぇ」感伝わってきたわ。

　亜玖璃がカタカタと震ふるえる中、俺は「でもよぉ」と話を継けい続ぞくさせる。

『卓上遊戯部』は置いとくにしても、場所や力量を選ばず皆みんなで遊べる……みたいな観点だと、やっぱりボードゲームやカードゲームに軍ぐん配ばい上がらねぇか？」

　その言葉に、他の面子も「確かに……」と頷うなずく。……頷きはしたものの、しかし、誰だれも詳しいヤツがいないから、どうにもそれ以上に話が発展しなかった。

　と、雨野がスマホを取り出して、なにやら操作を始める。

「僕、今ちょっと軽く、ボードゲームのオススメとか調べてみようかと」

「ああ、いいなそれ。つっても物量あるだろうから、全員で手分けしてやろうぜ」

　というわけで、五人ともスマホを取り出し、軽く分担しつつ調べること、十分。

『…………』

　そこには……完全に迷めい宮きゆうに入り込んだ五人の姿が、あった。

　誰からともなくスマホから顔を上げ、全員で目を見合わせ……そして、吐き出す。

『……この沼ぬま、深い！』

　調べれば調べるほど、出てくること出てくること、オススメボードゲームの情報群。

　雨野が疲ひ弊へいしながらも、どこか熱っぽい息を吐きつつ呟つぶやく。

「分かってはいたけれど……これ、一いつ朝ちよう一いつ夕せきに知ったかできるレベルじゃないね。ま、そりゃそうだよね。テレビゲームで『オススメ』検けん索さくしても、こうなるもんね」

　それに星ノ守も頷く。

「ですねですね。勿論、初心者向けのオススメがいくつか簡単にピックアップできなくもないのですが……」

　その先に続く言葉を、天道が引き取る。

「ええ、私達ゲーマーの駄だ目めなところね。一度調べ出すと『む、でも、本当に面白いのは、少し難しいけどこっちのゲームだとこのレビュアーは言っているわね……じゃあこっちを調べて……。ふむふむ、確かに面白そう！……あれ、でもこのゲームの元になったシステムはあのゲームの流用で、そっちも名作として名高く……なるほど。ではそちらを……。……いや、逆にそのシステムを発展させた後年の作品群の方が、今となっては──』みたいに、限りない迷宮に踏ふみ込んで帰ってこれなくなるわね……」

　そう言って「はぁ」と、楽しさと苦しさの入り交じった息を漏もらす三人。

　この三人ほどではないとはいえ、俺と亜玖璃も殆ほとんど同様の苦しみの中にいた。

　亜玖璃が自らの首筋を揉もみながら切り出してくる。

「亜玖璃の場合は三人と違って、ちゃんと『情報の浅あさ瀬せ』にずっといたけど……とはいえ初心者向けとか家族向けとかの『浅瀬』だけに焦しよう点てん絞しぼったところで、結局『浅瀬』は『浅瀬』で凄まじく広くて、気付けば迷まい子ごに……」

「だな。俺も最初は亜玖璃と同じく『浅瀬』でちゃぷちゃぷ潮しお干ひ狩がりしてたんだが、もう少し沖おきに、もっとデカい貝があると言われ……気付いたら溺おぼれてたわ」

　そこで五人、少し沈ちん黙もくした後……一いつ斉せいに、吐き出すように、声を上げる。

『ボードゲーム、怖こえぇ……』

　まあボードゲームに限らず、新しい世界に手を出すということは、概おおむねこういうことなのだろう。既すでに蓄積されまくった先人の知識の大波に圧あつ倒とうされてしまう。

　とはいえ、そうとばかりも言っていられない。俺達はとりあえずそれぞれに調べた結果を持ち寄り、検討を始めた。

「やはり、値段面や携けい帯たい性、そしてルールの難易度を考えると、ボードゲームというよりは、小箱のカードゲーム系がよろしいのではないでしょうか？」

「だね、天道さん。とはいえ、その条件でも沢たく山さんあるわけだけれど……」

「ケータケータ、ネット通つう販はんサイトのレビューで一番上に来るのでいいのでは？」

「え、ちょっと待ってよほしのん。言っちゃなんだけど、どうもこの手の娯ご楽らく系商品のレビューって、平均点が微び妙みようにアテにならない気がするな、亜玖璃」

「ああ、俺も亜玖璃に同意だ。ガチ系の観点とファミリー向けとしての観点が入り交じってるから、単純に平均点だけで考えると俺達の求めるものと少しズレる気がするぞ」

　……そのまま五人、あーでもない、こーでもないと、話し合いを続ける。とにかく「軽さ」にこだわる亜玖璃と、ゲーム性も多少考こう慮りよしたい天道がぶつかったり。そこが解決して概ね遊びたいカードゲームが決まっても、今度は「リメイク後の可愛いイラストのバージョン」か「リメイク前の渋しぶいイラストのバージョン」かで雨野と星ノ守が激しく揉めて会議が停てい滞たいした結果、そもそものゲーム選定からやり直すことになったりと。

　まあとにかく、相も変わらず、まとまりがなく、混こん沌とんとしていて……。




　なにより、最高に馬ば鹿か馬ば鹿かしくて、楽しくて。




　そんな、あっという間の約一時間を過ごし、どうにかこうにか遊ぶゲームに目星をつけたところで、本日の同好会は解散となったのだった。

　…………。

　途と中ちゆう、そのあまりに幸せな同好会風景に俺が一人感極きわまってしまい、皆にバレないようにこっそりと制服の袖そでで目め尻じりの涙なみだを拭ぬぐっちまったことは……ここだけの秘密にしておいてくれると、ありがたい。




　　　　＊




「十二月ともなると流石さすがに寒いよねぇ」

　亜玖璃がダッフルコートの襟えり元もとに首を埋うずめ、白い息を吐く。俺は彼女に「だな」と返しつつ、何気なく車道脇わきに除のけられた土混じりの雪を眺ながめた。

　夕方五時過ぎ。同好会終わりに半ばダメモトで亜玖璃を帰宅に誘さそうと、意外にも二つ返事でＯＫが出たため、俺達は今日もこうして……まるで修学旅行での破局などなかったかのように、二人、仲良く並んで下校していた。

　途中、学校方面へと向かうバスとすれ違ちがったところで、ふと亜玖璃が切り出してきた。

「そういえば、あの三人は、結局誰も一いつ緒しよに帰らなかったね」

「ん？　ああ、それぞれ方角違うからな。雨野と天道が交際していた頃ころなら、雨野が彼女を送っていくのもアリだったんだろうが……」

「あまのっちは、天道さんと帰りたそうだったけどねー。なんか、元飼い主を遠くからフェンス越ごしに見つめる捨すて犬みたいな目してたよね」

　そう言ってきしし、と笑う亜玖璃。こいつは雨野に甘いんだか厳きびしいんだか……。

　俺は雨野を少しフォローするように切り返す。

「それで言ったら、星ノ守と天道だって、雨野と帰りたそうだったぞ。……まぁ天道はフッた側の手前そうも言い出せず、星ノ守も、いくら雨野がフリーになったからとて『元カノ』の目の前で雨野を下校に誘うなんて芸当ができる性格でもないから、結果として、すんげぇ、モヤモヤした、歯切れの悪い『じゃあ……』で解散になったけどな」

　そう言って、俺と亜玖璃はしばし苦笑し合う。

　そうして亜玖璃は、夕焼けに染まる空を見上げながら、呆あきれたように呟いた。

「大好きなゲーム絡がらみのことなら、皆、あんなに積極的なのにねぇ。どうして、恋こいする相手だけには、素直な好意を伝えることができないんだろうね」

「……だなぁ」

　雨野も天道も星ノ守も、本来、好きなものは好き、嫌きらいなものは嫌いと、ハッキリ言えるタイプの人間だ。しかし……そんな彼らをもってしても、こういうモヤモヤした状じよう況きように陥おちいらされてしまうあたり……恋という感情だけは、本当に、ままならない。

　そして、ままならない恋をしているのは……うちだって、同じことであり。

『…………』

　その証しよう拠こに今だって、少し油断すると、こうしてすぐに会話が途と切ぎれてしまう。険悪なムードではないのだが、心底気を遣つかって次の言葉を選んでいる様子が互たがいの顔にありありと見て取れ……それはそれで実にきまりが悪かった。

　亜玖璃がそんな空気を改善しようと、頰ほおを搔かいて話題を切り替えてくる。

「あ、あー、そうそう、あ、亜玖璃、祐にずっと渡わたしそびれていたものあってさー」

「へ、へぇ、そうなのか？　えと、それ、いつからだ？」

「……え？……あ、と……。その……。……しゅ、修学旅行四日目からなんだけど……」

「あ。…………あー…………」

　再び沈黙してしまう二人。……き、気まずい。馬鹿か俺は！　どうして「何を渡しそびれているのか」じゃなくて「いつから渡しそびれているのか」なんて質問をチョイスしたんだよ、俺！　ああ、もう、こういう間の悪さがホント……！

　チラリと隣となりの様子を窺うかがうと、亜玖璃が、すっかりダウナーモードにスイッチしていた。当然っちゃ当然なのだが、先程までの明るい彼女は、多少無理して作ってくれていたらしい。そこに俺が、無神経にも修学旅行を思い出させるような発言をして……自じ爆ばくした。

「（…………ホント、中学時代からまるで進歩ねぇな……俺）」

　机に長時間向かって、一いつ生しよう懸けん命めいノートさえ書けば「勉強」しているという気になっていた……結果、殆ど何も身にならず受験に失敗したあの頃と、本質的に何も変わっちゃいない。方向性こそ「勉強」から「リアルの充じゆう実じつ」にシフトしたものの、やっていることは相変わらずの……中身が伴わない、外そと面づらだけの取り繕つくろいだ。

　だから結局、友達の多いリア充気取りながらも、こうして本当に大事な人の気持ちこそを取りこぼしてしまう。

「…………ふぅ」

　俺は大きく息を吐いて、意識を仕切り直す。……こんなんじゃ駄目だ。こんな風に亜玖璃を傷つけるために、俺は、彼女に別れを切り出したわけじゃ、ない。

「（……もう、上うわっ面つらで話すのはやめだ。格好悪くても……呆れられることが分かっていたとしても……それでも、ちゃんと心を込めて、話そう）」

　そう決意こそしたものの……なかなか次の言葉を切り出すタイミングが摑つかめず、しばらくの間無言で歩き続けてしまう。

　そのまま、街にほど近い公園の噴ふん水すい前にさしかかったところで、ふと亜玖璃が足を止めた。

「あ、見て見て祐、もう噴水がクリスマス仕様になってるよ」

「ん？　ああ、そういや去年もこんなんだったっけかな」

　この公園の噴水は、冬場には凍とう結けつを防ぐためか水を全く張らない。しかしその代わりに、ささやかながら中央の噴水口をツリーに見立てたイルミネーションをほどこし、夏期とは別の方向性で公園来訪者達の目を楽しませている。

　亜玖璃が何か懐なつかしそうにイルミネーションを眺めながら呟く。

「……去年の今いま頃ごろはまだ付き合いたてで、お互いにまだちょっとカタかったっけね」

「……ああ」

　そういう意味では、あの頃と何も変わらない。今だって、お互いに……何かに気を遣いながら、逃にげるように、ただ美しいものを眺めている。

「（…………駄目だよな、それじゃあ）」

　俺は今一度改めて、そう決意すると……隣で切なげに噴水を眺める亜玖璃に向き直り、彼女の名を呼んだ。

「……うん」

　と、何かを察した様子で、亜玖璃もまた、しっかりと俺に向き合ってくれる。

　そんな、いつだって察しのいい彼女に深く感謝しつつ、俺は……亜玖璃の瞳ひとみを正面からしっかりと見み据すえると、胸を張って──切り出した。

「もう一度だけ、ハッキリ言わせてくれ。今の俺は……亜玖璃の恋こい人びとじゃあ、ない」

「……うん」

「俺は、どうしても…………お前と恋人のままでは、いられなかったんだ」

「……うん」

　目を伏ふせて淡たん々たんと頷うなずく彼女。……自分が彼女を今一度傷つけてしまっているのは、重々承知している。気分は最低だ。今すぐにでも気絶するまで自分を殴なぐってやりたい。

　けれど、それでも……もう、決めたから。

　彼女には、ちゃんと、全てを、正面から、ぶつけるって。
















　だから。

「そんな身勝手でクズ野や郎ろうな俺が今、お前に確信を持って言えることは、ただ一つ」

「…………なに？」

　半ば諦あきらめた様子で力なくこちらを見つめる亜玖璃に。

　俺は、自分がいかに愚おろかしく、無ぶ様ざまで、みっともないかは百も承知の上で……それでも……顔を真っ赤にしながら、その気持ちを、吐と露ろした。




「俺、上原祐は今……亜玖璃、お前に、『本気の恋』を、しています」




「…………。……ひょへ!?」

　一いつ瞬しゆん何を言われたのか分からない様子で呆ほうけた後、しゅぼっと顔を赤くして奇き声せいを上げる亜玖璃。噴水を彩いろどるイルミネーション光がブルーからピンクへと切り替かわる。

　俺も、また消えたいほどの恥はずかしさで顔を真っ赤にしていると、亜玖璃はあわあわと混乱しながらも訊たずねてきた。

「へ、いや、え、なに、え……な、何言ってんのさ、祐？　え、亜玖璃と、恋人じゃ、いられないんだよね？」

「あ、ああ……そうだ」

「だよね？　え、なのに祐はその……亜玖璃のことが……」

　何か期待したような上うわ目め遣づかいで見つめてくる亜玖璃。俺は……思わずふいっと視線を逸そらしながら、それに応じた。

「…………。…………す、すまん亜玖璃。その先に関しては、今は、まだ言えない」

「はいぃぃ!?　い、いやいや、今、告白めいたことしてたよねぇ!?」

「め、めいたことをしたのは事実として認識しておりますが、正式に告白したという記き憶おくは、俺には、ございません」

「なんか胡う散さん臭くさい政治家みたいなこと言い出したよこの人！」

　いよいよ亜玖璃が「わけわからん」といった様子で首を傾かしげる。俺は恥ずかしさを紛まぎらわすように頭をボサボサ搔くと、気分をどうにか落ち着けて……改めて、冷静に、彼女へと切り出した。

「その…………なんだ。俺はさ、亜玖璃。お前にいつか、正式に……交際を、申し込みたいんだよ」

「へ？　そんなの、今いま更さら……だって昔、亜玖璃が……」

「ああ……以前、お前がしてくれたっけな。そして当時の俺は……ただ、自分に気のある可愛い女子生徒と付き合ってみるのも悪くないかと……そんな、どうしようもなく軽い気持ちで……。いや、男としての最低の欲よく望ぼうだけに従って、それに応じたんだ」

「…………」

「お前と中学時代に出で逢あっていたことなんか、これっぽっちも思い出せてなかったくせにな。ハッ、我ながらとんだクズ野郎だぜ。反吐へどが出るわ」

「…………」

　俺のみっともない自じ嘲ちようを、亜玖璃はただ黙だまって……真しん剣けんな表情で聞いてくれていた。

　俺は彼女に深く感謝しつつ、先を続ける。

「勿もち論ろん、交際を始めてから互いをより深く好きになってくっつー恋れん愛あいだってアリだとは思うぜ？　それはそれで、一つの、恋のカタチだ」

「だったら……」

「……けどよ。もし、この、俺が浅はかな考えで始めた交際によって──俺がここ一年弱、ずっと『亜玖璃の彼氏面づら』していたことによって、お前が本物の恋を……幸福を摑める可能性を無意識に摘つんでいたのだとしたら。それだけは俺……自分で自分を、許せそうに、ないんだわ」

「……だから一度、別れるって？」

　少し呆れた様子で訊きいてくる亜玖璃。俺は頷いて、続けた。

「勝手で、馬鹿で、最低だろ？　罵ののしってくれていいぜ」

「勝手、馬鹿、最低、ヘタレ」

　地味にプラス１して、無表情で罵られた。俺はそれに思わず苦笑してしまう。

「でも、俺は、そうしたかったんだ。理性とか欲望とか全部すっ飛ばして……ただ、素直な衝しよう動どうに向き合ったら……そうしたい俺が、いたんだよ。俺の中に、さ」

　七三分けの、もっさい生き真ま面じ目めガリ勉野郎がな。

「…………そう」

　不思議と今度は、亜玖璃は、何も怒おこらなかった。それどころか「なら仕方ないね」とでも言いたげな面おも持もちだ。

　俺は今一度彼女に正面から向き合い、そして、いよいよ「核かく心しん」たる選せん択たく肢しを……彼女へと、突つきつける。

「だから、俺という『彼氏』の存在を一回完全に排はい除じよして、改めて、考えてみてほしい」

「……何を？」




「────雨野を、どう、思うのか」




「…………」

　亜玖璃が俺を、鋭するどい眼まな差ざしで睨にらみ返してきた。そこにはありありと怒いかりの感情が見て取れたが……しかしそれでも今回ばかりは、俺も、折れずに真しん摯しに見つめ返した。

　そうして……永遠にも思えるような、十秒が経過したところで。

　彼女は呆あきれたように嘆たん息そくし、少しだけ表情と雰ふん囲い気きを緩ゆるめながら切り出してくる。

「あのさ祐。もう何度も言っているように、亜玖璃とあまのっちは、あくまで──」

　しかしそんな彼女の言葉を遮さえぎるように俺は告げた。

「……あいつさ、キレたんだよ。修学旅行の時。俺より早く、お前のために」

「──はい？」

　疑ぎ問もん符ふだらけの亜玖璃に、俺は修学旅行で鏑かぶら木ぎと揉もめた件を……雨野が亜玖璃のために誰だれよりも早く、強く、本気で怒ったことを、端たん的てきに搔い摘つまんで説明する。

　すると、さしもの亜玖璃も、ここにきてようやく、少しだけ照れ混じりの困こん惑わくを見せた。

「そ、そっか、あまのっちが……。……うーん、なんか、ごめんなさいだね、それは」

「いやお前は何も悪くねぇだろ。無む駄だに軽そうなビジュアル以外」

「殺すよ祐。……でも、そっか、亜玖璃のせいであまのっちの修学旅行が……」

「や、だから、本当にお前が責任感じるこたぁねぇって。そうじゃなくて、俺が伝えたかったのは、雨野のお前に対するその……なんだ、愛情──」

「友情」

　厳しい目つきで訂てい正せいしてくる亜玖璃。俺は思わずたじろぎながらも、しかしこちらも言い直しはせずに、続ける。

「……とにかく、そういう親愛の情みたいなのは、俺を遥はるかに凌しのいでいるんじゃないかって、思ったわけですよ、純情青年の上原祐さんは」

「思っちゃいましたか、自じ虐ぎやく系軟なん派ぱ男子の上原祐さんは」

　そんな軽口を返しながらも、しかし、次の瞬しゆん間かんにはなにやら深刻な表情で考え込み始める亜玖璃。

　まさか遂ついに雨野への好意にでも気付いてしまったのかとドキドキしつつ、「ど、どうした？」と訊ねる俺。すると亜玖璃は……亜玖璃は、見たこともないほどのしかめっ面で、俺に相談してきた。

「祐、メリケンサックって、どこ行ったら買えるか知ってる？」

「俺のこと、もはやただ殴るだけじゃ飽あき足らねぇかっ！」

「や、それもそうだけどさ。それよりまずは鏑木って男子をね……十発ほど……」

「余計やめろ！　今割と平和なのに、お前がこじらせるようなことすんなよ！」

「大だい丈じよう夫ぶ！　『これはあまのっちの分！』って言いながら十回殴るから！」

「なんでそこで雨野にヘイト転てん嫁かすんの!?　雨野の敵かたき討うちじゃないの!?」

「あまのっちはどうでもいいよ。ただ、亜玖璃が超ちようイライラしたから殴るんだよ」

「なにその凄すさまじくドメスティックな理由。無む軌き道どうにキレる若者怖こえぇー」

　どこかで聞いた台詞せりふだった。

　と、あくまで軽くギャグ気味にツッコむ俺に反し、亜玖璃は……。

「とはいえ、亜玖璃の腕わん力りよくじゃあまり痛くないだろうからさ。何かこう、武器をさ……。あ、あと、祐、その鏑木って男の住所を亜玖璃に──」

「……お前……」

　その真剣にぶつぶつと検討するサマを見て、俺は、認識を改める。……違ちがう。これは、ボケとかそういうのじゃない。あの時の、雨野と、殆ほとんど、同じなんだ。

　それは……俺の初めて見る、本気で怒った、亜玖璃で。

「…………」

　俺はそれが少し嬉うれしくて……そして、妙みように寂さびしかった。

　ま、とはいえ、元カノが武器持ってクラスメイトの家にカチ込むのを黙って見ているわけにもいかない。俺はすっかり怒りに吞のまれている彼女の頭にチョップを入れる。

　と、亜玖璃は「いてっ」と頭頂部を押さえ、不服そうに俺を見上げてくる。

「な、なにすんのさ、祐ぅ」

「そりゃこっちの台詞だ。今いま更さら誰だれも得しない敵討ちするぐらいなら、もう少し建設的な方面に力を注げや」

「……はにゃ？」

　全く何を言われているのか分からない風の亜玖璃に、俺は、笑顔で返してやった。

「いつもみたいに、ファミレスで、雨野の愚ぐ痴ち聞いてやれよ。な、亜玖璃？」

「…………」

　俺の提案に……しかし亜玖璃は、相変わらずむすっとした表情で返してくる。

「……なんなの？　祐は、あまのっちと亜玖璃がくっつけば満足なの？」

「満足、か。……確かに……胸は痛むだろうが、満足は、するかもしれねぇな」

「っ！　あー、そうですか！　もういいよ、知ーらない！　今日渡わたそうと思ってた『例のプレゼント』も、やっぱり渡してあげないもんねーだ！」

　そのままべーっと舌を出し、これ見よがしにカバンのチャックを閉め直す亜玖璃。

　俺はその子供っぽい態度に苦笑しながら、「ああ」と頷うなずく。

「何かは知らないが……俺もそのプレゼントとやら、まだ、受け取りたくねぇしな」

「[image: ～][image: ～]！　な、なにさなにさ！　祐は、祐は、亜玖璃のこと……！」

　涙なみだ目めになりつつも、拳こぶしを振ふり上げ、怒りでぷくーっと頰ほおを膨ふくらませる亜玖璃。そんな彼女に俺は、柔やわらかく微笑ほほえみつつ、サラリと、告げてやったのだった。




「ああ。そのプレゼントは、俺がお前に正式に告白する日に、改めてくれよ。な？」




「な──」

　瞬間……今度はどうやら「怒り」ではなさそうな動機で頰を赤らめ、振り上げていた拳からはへなへなと力が失われていく亜玖璃。

　彼女はその顔を照れくさそうに俯うつむかせると……小さく、こくりと、頷いてきた。

「……と、とりあえず、殴なぐり込みは、やめるし……あと、あの、久々にあまのっちをファミレスにも、誘さそってみるよ……」

「おう」

「…………あと……その……あ、亜玖璃って、意外とモテるんだからね！　た、祐の告白を、いつまでも待ってると思ったら、大おお間ま違ちがいなんだからね！」

「ああ、分かってる。……あまり、待たせる気はねぇさ」

「っぅ[image: ～][image: ～]！　うぅ……！　た……」

「た？」

　俺が首を傾げて訊たずね返すと、亜玖璃は……突とつ然ぜん、キッと俺を睨み付け、そして、次の瞬間こちらに背を向けて駆かけ出してしまった！

「……祐のバーカっ、バーカ！　女たらしの、八方美人の、ヘタレ男ー！」

「あ、お、おい……」

　実に小物臭くさい捨すて台詞を吐はきながら、街の方に走り去って行く、元気な元カノ。

　俺はそんな彼女に、とりあえず「足あし下もとに気をつけろよー」と声をかけて、その背を見送ってやった。

　そうして、亜玖璃の姿が完全に消え。一人きりになった公園で……今一度、噴ふん水すいのイルミネーションを眺ながめながら、呟つぶやく。

「……我ながら、馬ば鹿かな遠回りしてるよなぁ、俺」

　ただでさえ難しいゲームの難易度を、自分から上げにかかっているようなものだ。大した実力も持ち合わせてないくせに。愚おろかとしか言いようがないスタンス。

　でも俺は……やっぱり、そうしなきゃ、いられない人間だから。

　俺にとっては、恋こいもゲームも、ガチな勝利以外は、無価値だから。

　俺は思わず苦笑いしてひとりごちる。

「そういや俺、スパ○ボは初周から熟練度やＳＲポイントを絶対取りこぼしたくない派だったなぁ」

　たとえキツくても、もしそれが唯ゆい一いつの「真のエンディング」に辿たどり着く方法だったのだとしたら、俺は迷わず茨いばらの道を選ぶ。その結果詰つむことになろうと、構わない。

「……なんてな。ゲームスタイルを人生に置き換かえるとか、雨野かっつうの、俺は」

　駄だ目めだ。やっぱ俺は、喩たとえがゲームじゃどうにも締しまり切らなくて、ニヤついてしまう。やめやめ、シリアス終しゆう了りよう。

「って、なんかそんなこと考えてたら、久々にやりたくなってきたな、ス○ロボ。……うしっ、久々にゲームショップ寄って帰るか！」

　俺は自分に活を入れるように、そう決意を口にすると。

　自分でも不思議なほど前向きな気分で、亜玖璃を追うように歩き出したのだった。




　──噴水のイルミネーションが、燃えるような赤色に、染まっていた。








【雨あま野のと亜あ玖ぐ璃りとインターミッション】






「というようなことが、ありましたとさ」

「……なるほど」

　某ぼう日じつ、放課後のファミレスにて。

　殆ほとんど一息に「これまでのアグリ・ダイアリー」を僕に喋しやべり終えたギャルが、ぬるくなったコーラの残りをストローで一気に啜すすっていた。

　僕は、これまたすっかりぬるくなったコーヒーを一口飲んで、対面席から真まっ直すぐにアグリさんの目を見つめた。

「時に、アグリさん。一つ、疑問なのですが……」

「？　なにかな、あまのっち」

　空あいたコップをテーブル端はしに寄せつつ返してくるアグリさんに、僕は……。

　僕は、思い切って、切り出した。

「僕って、アグリさんのなんなんでしょうか？」

「うーわー、なんか自じ意い識しき過か剰じようなキモい質問きたわー！」

　ドン引き体勢のアグリさんに、僕は「いやそうじゃなくて！」と強めにテーブルを叩たたきながら続けた。

「僕らが互たがいに良き相談パートナーなのは昔からですけど、いくらなんでも、そんな……そんな、上うえ原はら君との『密な』やりとりの描びよう写しやまで、僕に、洗いざらい話します!?　なんかこう、僕、超ちようそわそわするんですけど！　知り合いが自分に関する会話してんの、盗ぬすみ聞いちゃった気分なんですけど！」

「ああ！　そうそう！　さっきのあれね！　『あまのっちを恋れん愛あい対象として、男として見る～』云うん々ぬんのくだり話してた時の、あまのっちの、居い心地ごこち悪そうな顔っていったら！　あれ傑けつ作さくだったよね！」

「傑作じゃないわ！　ぼ、僕をどういう気持ちにさせたいんですか貴女あなたは！」

「よしあまのっち、今から亜玖璃の下着を一いつ緒しよに選んでくれる？」

「辱はずかしめたいのか！　なんなの!?　いじめなの!?　新あら手てのいじめなの、これ！」

「いじめじゃないけど、あまのっちの昔書いた作文朗読会とかやりたい亜玖璃ですよ」

「いじめ確定だこれ！」

　僕がストレスで頭をわしゃわしゃ搔かきむしっていると、アグリさんはケラケラと楽しそうに笑って仕切り直してきた。

「ま、ぶっちゃけ悪気はなかったんだよ。あまのっちの心はかき乱しちゃったかもだけれど……でもほら、逆に祐たすくと亜玖璃の間にあったこと、完全に隠かくされた状態で無む駄だに『男として』意識されたり、亜玖璃達カップルの行く末を勝手に担になわされたりしても……あまのっち、イヤだったでしょう？」

「そ、それはまあ……確かに」

　僕は少し考えてから、頷うなずく。うん……なんかいきなりアグリさんに妙な距きよ離り置かれたり、僕が原因で二人に別れられたりするのは、最悪以外の何物でもないな。

　しかし事情が分かったところで、やはり恥はずかしいものは恥ずかしい。僕は後頭部を搔きながら「事情は分かりましたけど……」と亜玖璃さんを軽く睨にらんだ。

「とはいえ、じゃあ、その概がい要ようだけ伝えてくれりゃあいいじゃないですか。何もこんな、ガッツリ情景描写まで織り交ぜて話さなくても……」

「あ、それは、ただあまのっちを辱めたかった故ゆえだよ。めんご」

「めんご!?」

　それはこのご時世、最も薄うすっぺらな「謝罪の言葉」の一つな気がする。古さも加味すると「サーセンｗ」以上に不誠実だろう。

　と、アグリさんがマイペースにドリンクバーへ立ってしまったので、僕もコーヒーの残りを飲み干し、おかわりを貰もらいに行く。

　そうして再び席についたところで、僕らは会話を仕切り直した。

「それにしても、ホント久々な気がしちゃいますね、このファミレス会」

　僕の言葉に、アグリさんはホットココアをふーふー冷ましつつ応じてくる。

「だね。……と言っても、期間的に別に前回からそんなに間空いてないんだけど。なんだろね、互いに色々激動すぎたよね、最近」

「ですねぇ」

　僕も注そそぎ立てのコーヒーを顔の前まで持って来て、息を吹ふきかける。僕もアグリさんも、そこそこ猫ねこ舌じただ。

　結果、二人とも一いつ生しよう懸けん命めいふーふーやるだけの不思議な沈ちん黙もくが訪おとずれ……。

『…………ふふっ』

　思わず二人、笑ってしまった。……ああ、本当に、こういう時間は久々だ。……それに、どうしてだろう。今……かつてないほどにホッとしている自分がいる。

　僕はコーヒーカップを一度置くと、対面席の女性を改めて真しん剣けんに見つめ直した。

「……アグリさんにそこまでされたら、僕側も、いよいよ腹割って話さなきゃですね」

「ん？　いや別に無理しなくていいよ。だってあまのっち側に今いま更さら、亜玖璃を驚おどろかすような隠し球だま情報もないでしょう？」

　そんなことを言って、ズズッとココアを啜り始めるアグリさん。

　そんな、すっかり油断した様子の彼女に……僕は、まだ彼女に伝えてなかった恋愛話の近きん況きようを、いよいよ、報告することにした。




「実は僕、少し前にチアキに告白されてまして」




「んぐ!?」

　ココアが喉のどを上手うまく通過できなかった様子のアグリさん。そのまま頰ほおをぷっくら膨ふくらませていく彼女に、僕は淡たん々たんと続ける。

「だけど当時の僕は天てん道どうさんと絶賛交際中だったので、速そつ攻こうでフッてしまいまして」

「!?　!?　!?」

　頰が更さらにぷくーっと膨れ、顔が赤くなり、今にもココアを吐はき出しそうなアグリさん。

　僕はしかし……それでも構わず、続けてやった。

「で、この辺の話は全部、既すでにチアキから天道さんにも伝わっていたりします。まあ、それは僕も最近知ったのですが……。あと、そうそう、チアキと言えば、彼女は僕の憧あこがれのゲームクリエイター《のべ》さんであり、ソシャゲの戦友たる《ＭＯＮＯ》さんであったことも、ここに報告しておきま──」

「ぶはぁぁぁぁあああああああああああ！」

　遂ついにアグリさんの口からココアが噴ふき出される。しかも恐おそろしいことに……神の采さい配はいか、もしくはギャルの執しゆう念ねんが故か……液体はソファどころかテーブルも一切汚よごさず、全て綺き麗れいに僕の顔だけへと着ちやく弾だんした。

　……正直この事態は予想していたので、僕は準備していた紙ナプキンでせっせと自らの顔を拭ぬぐう。と、アグリさんが鬼おにの形ぎよう相そうで立ち上がり机を叩いて迫せまって来た。

「なんなの!?　あまのっちこそ、なんなの!?　なんでそんな爆ばく弾だんを今急に……！」

「そんなの、アグリさんの『本気相談』に、応こたえるために決まってますよ」

「あ、あまのっち……」

　男らしくキリッと切り返す僕の対応に、勢いを削そがれしおしおと着席するアグリさん。

　そんな珍めずらしく殊しゆ勝しような態度の彼女に……僕は続けてやった。

「まぁ、ココア含ふくんでいるタイミングで言ったのは、わざとですが。めんご」

「めんご!?」

　アグリさんが、信じられないといった様子で再びテーブルを叩いて立ち上がる。

「え、なんなの!?　あまのっち、亜玖璃の口から吐き出されたココアを『ご褒ほう美び』とか『聖水』と思って浴びるような性せい癖へきの人だったの!?」

「……うーわ……なんですかその自意識……」

「な、なんであまのっち側が引くのさ！　べ、別に亜玖璃、普ふ段だんは自分の口から出たものを自分で『ご褒美』『聖水』呼ばわりする痛い女じゃないからね!?」

「ですよね。むしろ僕は今正直『汚けがされた』気分で一いつ杯ぱいですよ。……天道さんにもこんなことされたことないのに……」

「だろうね！　っていうか、なんで自分から仕し掛かけておいて被ひ害がい者しや面づらかなこのキモオタは！　亜玖璃だってココアで『毒どく霧きり』させられたのなんか初めてだよ！」

「……アグリさん。僕が『汚れた』ことは、何なに卒とぞ天道さんには、ご内密に……」

「なんだその深刻なテンション！　キモい！　なんなの！　あまのっちにとって『初ココア顔面ぶっかけ体験』は、そんなに恋こい人びとのために取っておきたかったことなの!?　だったらなぜ亜玖璃に吐かせたのさ！」

「それはもう、ただ偏ひとえに……アグリさんを辱めたかったからですよね」

「いじめか！　ホントなんなの、今の亜玖璃達の関係性って！　ガチの宿敵なの!?」

「ですね。もうこうなってくると、ここに軽く嫉しつ妬とみたいなことしているらしい今の上原君が、ちょっとシャレにならないぐらい不ふ憫びんですよね」

「ホントだよ！　うちのカ──元カレの壮そう絶ぜつな決心みたいなのが、今、とんでもなく陳ちん腐ぷ化しちゃっている感あるよ！　もうちょっとなんかこう、一応祐の『仮か想そう恋のライバル』っぽい存在として、マトモな振ふる舞まいできないかねっ、あまのっち！」

「……分かりました。では、今の僕の、偽いつわらざる気持ちを貴女に告白しましょう」

「う、うん。……そ、その真剣な眼まな差ざし、不覚にも今、亜玖璃少し緊きん張ちようして──」

「アグリさん……僕、ホントは……ホントは、アグリさんから顔にココア吐かれたことを──ただただ『マジでばっちぃ』としか思ってなかったです！　サーセン！」

「メリケンサァァァァック！　今こそ亜玖璃の下もとに、メリケンサァァァック！」

　謎なぞのツッコミワードを壮絶に叫さけび、倒たおれるように着席する亜玖璃さん。

　……しまった。久々の『ファミレス会』すぎて、ちょっと、はめ外はずしすぎたかも。

　僕らは互いに、ようやく丁ちよう度どいい温度になった飲み物を数口飲んで心を落ち着けてから……なんとか、まともな会話を再開させる。

「というか、やっぱりアグリさんには、周囲からそれとなくでも伝わってなかったんですね、この件」

「伝わってないよ。……あ、なんか祐が、以前雑談の中で『天道が今また微び妙みような勘かん違ちがい中っぽいぞ』的なこと言ってたけど、それはなんか関係あったのかな？」

「どうでしょう。当時の天道さんの意図は詳くわしく分からないですが、まあ、僕とチアキの変な雰ふん囲い気きのことはもしかしたら、何か察していたのかもしれませんね」

「あー、なんか想像つくわ」

「ちなみに先程も言いましたが、今は天道さん、僕とチアキの間にあったことをちゃんと把は握あくしているみたいです。本当は僕とチアキが二人揃そろって告白の件を報告したかったのですが、なにやら、修学旅行中にチアキが一人で打ち明けてくれたらしくて」

「おお、なんか、ほしのんらしくない大だい胆たんさだね」

「ですよね。実際そのことは僕も後から……具体的には、前回のゲーム同好会後にメッセージアプリでチアキから教えられたんですけどね。これには僕も驚くやら、一人で色々背負わせて申し訳ないやらでして……」

「なるほどねぇ……」

　ようやく情報が吞のみ込めた様子で、アグリさんが落ち着いて再度ココアに口をつける。

　僕もコーヒーを啜すすると……そのまま二人、何気なく窓の外を眺ながめた。夕暮れに染まる、雪の踏ふみ固められた道を、帰路につく人々や車がせわしなく行き交っている。

「……皆みんな、それぞれに、戦っているんだね……」

「……そうかもしれませんね……」

　……チアキが何を想おもって、天道さんに一人で全てを語ったのか。それを受けて天道さんは何を想って僕に別れを切り出し、そして、後にチアキを見み舞まったのか。

　それを想像すると、なんだか僕は胸が、苦しいような、痛いような、狂くるおしいほどに切ないような……不思議な気持ちになる。だけどそれは……たとえ彼女らの中心に「雨野景けい太た」の話があったとて……それでも、僕がしゃしゃり出ていい話じゃ、ないのだろう。

　それは、チアキの物語であり、天道さんの物語なのだ。

　カップの底の方に残った苦いコーヒーを一息に飲み干す。と、いつの間にかアグリさんがこちらを見つめていた。

「あまのっちはさ。……今、幸せかな？」

「フラれた直後の男に訊ききますか、それ」

　僕はそう苦笑いしながらも、しかし、すぐに、胸を張って切り返した。

「最高に幸せですよ。たとえ現在『恋』に破れていたところで、こんなに身の周りの人に恵めぐまれていて、不幸なわけがない」

　その言葉に、アグリさんもすぐに微笑を浮うかべ、頷いてきた。

「だよね。亜玖璃も、そう思うな。恵まれているよね、亜玖璃達」

「ええ、本当に」

「……ありがとね、あまのっち」

「こちらこそ。ありがとうございます、アグリさん」

　二人……ガラにもなく、素直に、感謝の言葉を述べ合う。

　しかし、そんな殊勝な空気をいつまでも続けられる僕達でもない。僕らは何かを誤ご魔ま化かすように、すぐに話題を切り替かえた。

「ところでアグリさん、あれからクリスマスパーティのことは何か考えました？」

「あー、それね。正直、なーんにも。オタク三人組に任せたくない気持ちだけはあるんだけれど……」

「いえっ、当日遊ぶゲームの選考なら任せて下さい！　非電源系も含めて今現在、候補を三人で百五十までリストアップしたところですよ！」

「だから任せたくないんだよ……」

　アグリさんが何やら酷ひどく重たい息を吐く。僕はキョトンと首を傾かしげた。

「ゲーム選考に関して、僕ら以上の適任がいると？」

「いや適任すぎてイヤなんだよ。っていうか、なんなの、その情熱。五人でクリスマスに集まることこそが大事なんじゃないの？　遊びはオマケでしょうに」

「あ、遊びがオマケとか！　ハッ！　じゃあなんですか！　アグリさんは五人で遊べればそのゲームテーマはなんでもいいんですか！」

「まあぶっちゃけ……」

「血で血を洗うデスゲームでもですか！」

「例が極きよく端たんすぎるよねぇ!?　なんでクリスマスに五人でデスゲームに巻き込まれなきゃいけないのさ！」

「知りませんけど、若い男女五人でクリスマスを楽しむなんて企き画かく、そりゃ相応にデスるリスクも覚かく悟ごしなきゃいけないでしょうよ、僕ら！」

「なんでさ！　あまのっちはホント『リア充じゆう＝地じ獄ごくに堕おちるべき』の感性強すぎだよ！　大だい丈じよう夫ぶだよ！　亜玖璃達のクリスマスにデスゲームは発生しないよ、多分！」

「そうですか？　だとしても、その上で、やはり少しでも楽しい過ごし方……主題となるゲームのことは、考えないといけないはずです」

「いや、だから、そこはなんでもいいよ……。……トランプでいいじゃん、もう」

「ほうほう、トランプ。なるほど。つまりアレですか。キッチンで発見された上原君の首なし死体の傍かたわらには、スペードのキングが……的な展開のヤツですか」

「的な展開のヤツじゃないですねぇ！　なんで結局デスるの!?　しかもなぜうちの元カレから!?　リア充をそんなにデスらせたいの、あまのっちは！」

「そんなことはないです。ただ、順当に考えたらそうなるだけで……」

「あまのっちはもうモブキャラぼっちとか名乗るの禁止ね！　絶対に平均的感性じゃないからね、それ！」

「て、照れるなぁ」

「なんで!?　ああもうっ、とにかく、デスらない方向性のゲームの話をして！」

「なるほど、希望的観測の下で話を進めろと」

「極きわめて一いつ般ぱん的観測の下でだよ！　どんだけネガティブなのさ、あまのっち！」

「常に『最悪』を想定して動くのがゲーマー思考というものですよ、アグリさん」

「うん、世のゲーマー全員が『リア充と遊んだらデスる確率高し』と思っているような口ぶりはやめようかあまのっち！　絶対違ちがうから！」

「でもチアキは僕に完全同意してくれてますよ？」

「ドッペルゲンガーの話はやめろ！　あんたら二人で一票だから！　と、とにかく、普ふ通つうにゲームの話をしてよぅ！　お願いだからぁ！」

　アグリさんに涙なみだ目めで「ゲームの話をして」と頼たのまれるという、凄すさまじく貴重な体験をしてしまった。……仕方ないので、僕はデスゲームの可能性を一いつ旦たん外に置く。

「まず、皆大好きテレビゲーム方面ですが……これが意外と五人で遊ぶのに向かない」

「お、あまのっちがテレビゲームを推おさないなんて、珍しい」

「勿もち論ろん、五人同時に遊べるミニゲーム集的なソフトや、コントローラーを順番に回す形式で遊べるものがないとは言わないですが……四人ならまだしも、五人（オフライン）という人数は、案外、テレビゲームにとって鬼き門もんなのですよ」

「あー……亜玖璃でもそれは、なんとなく分からないじゃないかな」

　世の中の「対戦」的なものは、概おおむね偶ぐう数すうの人数がやりやすい。テレビゲームはコントローラーの数的にもそれが顕けん著ちよであり、五人対戦、となるとぐっと候補が狭せばまるのである。

　が、それに「でもさ」とアグリさんが続けてきた。

「別にいいんじゃないの、五人きっちり全員参加じゃなくても。二人対戦を重ねたり、一人用の何かを皆で回してやったりとかさ……」

　しかし彼女のその言葉に、僕はゆっくりと首を振って返す。

「少し想像してみて下さい、アグリさん。……一人用ゲームのコントローラーをアグリさんが握にぎった時の、天道さんの、目つきを」

「ぐ……!?　なにこの……行ったことないけど、運うん転てん免めん許きよ教習所みたいな空気は！」

「想像してみて下さい、アグリさん。……二人対戦もので、天道さんと当たった時の、自分の姿を！」

「ぐ……!?　なにこの『その日人類は思い出した……』感！　震ふるえが止まらない！」

「ね？　わちゃわちゃ五人で遊べるもの以外、なんかこう……アレでしょう？」

「た、確かに。あ、あまのっちのゲームロジック、意外としっかりしてたかも……」

　反省した様子で、頭をぽりぽり搔かくアグリさん。僕はやれやれと嘆たん息そくしながら、彼女に、諭さとすように告げてやった。

「ですから、ちゃんと『デスゲーム』の可能性も検討──」

「それはしなくていいから。とにかく、五人で遊べるテレビゲームが少ないのは理解したよ。……でも、なくは、ないんだよね？」

　そのアグリさんの質問に、僕は「ええ、まぁ」と厳きびしい表情で返す。

「ただこれはこれで……ゲームの腕うでの差が出すぎても、出なさすぎても、盛り上がりは微妙かもしれないという結論に……」

「どういうこと？」

「想像して下さい。腕の差が出る五人対戦のミニゲームで、天道さんだけが延々と連勝し続ける姿を」

「……なにこのいたたまれない空気。辛つらい」

「更さらに想像して下さい。運だけのミニゲームで……今度はアグリさんが優勝しまくり、どういうわけか天道さんが毎回最下位という展開を！」

「……なにこのいたたまれない空気。結局辛い！」

「でしょう。いやパーティゲームの名めい誉よのために言っておくと、こういう配分のゲームは、ファミリーゲームとしては最高ですよ、実際。ただ、僕らという集団には……」

「あー……なんか、微妙に適さない、かもねぇ」

　ははぁと唸うなるアグリさん。僕はそこで新しい飲み物を調達すべく席を立つ。と、アグリさんが僕に「フルーツミックスジュースで」とだけ告げ、自分はトイレへと向かってしまった。……仕方なく僕は、ドリンクバーコーナーで自分の烏ウー龍ロン茶と、彼女の飲み物を取ってから席へと戻もどる。

　少ししてアグリさんはトイレから戻ってくると、自分の分のミックスジュースを見て「褒ほめて遣つかわす」と僕の頭をわしゃわしゃ撫なでてきた。僕はそれに「ありがたきお言葉ー」などといつものようにテキトーに返してから、自分の烏龍茶を一口飲み、話を再開させた。

「そんなわけで結局前回の結論みたいに、割と全員が等しいレベルである『ボードゲーム』が第一候補に挙がってくるのですが、誰だれも詳くわしくないので、難航中……という感じですね」

「ふむふむ。でも誰も詳しくないなら、もう、テキトーに評価高いのでいいじゃん」

「……僕らみたいな優ゆう柔じゆう不ふ断だんオタクに、それができると？」

「できないよねぇ。あ、じゃあ、亜玖璃がテキトーに見み繕つくろってあげ──」

「……僕らみたいなこじらせオタクに、それが、許容できると？」

「で、できないよねぇ……」

　はぁ、と嘆息するアグリさん。彼女はやれやれと肩かたを竦すくめると、いつの間にか混み始めていた店内の様子を眺める。その数秒後……彼女はなぜか、ふふっと笑い出した。

　僕が烏龍茶片手に首を傾げると、アグリさんが実に楽しげな表情のまま切り出してくる。

「なんか……祐じゃないけどさ。こうして今、ゲーム話に興じられているなんて、ちょっと、感かん慨がい深いなぁって。感慨深いけど……同時に、馬ば鹿か馬ば鹿かしいなぁって」

　そんなことを言うアグリさんに、僕は……コップを置きつつ、柔やわらかく微笑ほほえむ。

「ですね。こんな時に、ホント、馬鹿馬鹿しいですよね。何してんだか、僕ら」

「だよね」

「でも」

　僕はそこでふと、烏龍茶の入ったガラスコップの反射の中に、以前天道さんにゲーム部へと誘さそわれた時の回想を投とう影えいしつつ……思わず、呟つぶやいてしまう。




「でも、これが……今この同好会にあるこれこそが、僕のやりたかった、ゲーム、です」




「……そっか」

　僕の言葉に、アグリさんが微笑み返してくれる。僕は少し照れながら先を続けた。

「って、実際にはゲームのこと喋しやべっているだけで、ゲームしているわけじゃないんですけどね。ははっ、相変わらず、なんか締しまりませんね、僕」

「そう？　ま、いいんじゃない。楽しいんだったら、それがなによりだよ」

「……アグリさんは相変わらず、いい加減ですね」

「あまのっちは無む駄だにこじらせすぎなんだよ。でも、だからこそ亜玖璃達、こうして二人で組めてるんじゃないかな？」

「……ですね」

　二人、互たがいを正面から見つめて微笑み合う。僕らは今、完全に、家族とさえ呼べる繫つながりの中にいた。

　そして、二人とも、それを確信しているからこそ。

　ニヤニヤと、ギャグ混じりに、ぽろりと馬鹿な愛情表現を漏もらしてしまったわけで。




「へへぇ、愛してるよー、あまのっち」

「いやいや、それ言ったら、僕の方こそ超ちよう愛してますよ、アグリさん」




　その、次の瞬しゆん間かんのことだった。

『ええええええええええええええええええええええええええええええええええええ!?』

　すぐ背後の席から、知り合いの女性二名の……。




　……我が愛いとしの元カノと、エロゲ女子の、二名の絶ぜつ叫きようが聞こえてきたのは。




『…………はぁ』

　僕らは、そんな、彼女らの姿を、一切確認することもなく、ただただ嘆息する。

　──なんかもう、お約束がすぎて、最も早はやリアクションさえ億おつ劫くうな僕らなのであった。




　　　　＊




「最近の雨野センパイはアレですね。いわゆる、《背後にそっと這はい寄られる月間》」

　例の馬鹿げた接近遭そう遇ぐうから、約三十分後。

　個別に会計を済ませてファミレスを出た所で、先に外で待っていたコノハさんが悪戯いたずらな笑みを浮うかべて僕に絡からんできた。

　僕は財さい布ふにレシートやおつりをツッコミながら、半眼でそれに返す。

「なんですか、その宇宙的恐きよう怖ふをほんのり感じる月間は」

「その名の通り、背後に、ちょっとした脅きよう威いに這い寄られる月間ですよ。美少女後こう輩はいに性的サービスをした強要したタイミングでの元カノとか、友人の彼女と愛を確かめ合っているタイミングでの元カノとか」

「完全に特定の一名のことじゃないですか」

「そんなことないですよ。這い寄られる月間に這い寄るのが、元カノだけだと思ったら大間ま違ちがいです。きっと来てくれますよ、クトゥルフ的なものも」

「いや期待してないからそこ。来なくていいから。あと、僕にとっての天道さんをクトゥルフ的存在と同列に語るのはやめて」

「でも今のセンパイのＳＡＮ値削けずり力で言ったら、相当上位の存在ですよ、天道さん」

「ぐ……！　ひ、否定しがたい……！」

　確かに、謎なぞの神性存在に抽ちゆう象しよう的な悪夢見せられるよりは、浮うわ気きめいた現場を天道さんに冷たい目で押さえられる方が遥はるかに精神へのダメージ高いかも。

　と、コノハさんと馬鹿な雑談をしていると、支し払はらいを終えた天道さんが合流してきた。

「あらあら、二人で何を盛り上がっていたのかしら？　あ、もしかしてまた、何か卑ひ猥わいなことを……」

　そう半分冗じよう談だん交じりに言って僕をジト目で見つめる彼女に、僕は苦笑いしつつ否定の言葉を返した。

「いえ、気にしないで下さい。ただ、最近天道さんがクトゥルフランキングの上位に食い込んできたという話をしていただけですから」

「むしろ凄すごく気になるのですが!?」

　と、愕がく然ぜんとする天道さんの背後から、アグリさんがやってくる。

「皆みんな、お待たせー。じゃ、駅方面行こうかー」

『はーい』

「ええ!?　まさかこの会話パートここで終わらせる気ですか!?　ねぇ!?　コノハさん!?　雨野君!?　……え、本当に!?」

　というわけで、一人テンパり続ける天道さんを軽く無視して、僕らは駅に向かって歩き出した。……いや、天道さんには悪いけど、別に説明するほど深い話でもないしさ。

　北の大地における十二月の午後六時ともなると既すでに日はとっぷりと暮れ、飲み屋を始めとした雑多な灯あかりが通りを彩いろどっていた。……僕はやはりどうもまだ「子供」なのか、こういう景色の中を家族以外と歩くのは未だ少し浮き足立ってしまう。

　僕はそんな自分を落ち着かせるべく一つ咳せき払ばらいすると、隣となりを歩くコノハさんに改めて質問した。

「結局あれから四人で合流して喋って、出てきちゃいましたけど……でも、良かったんですか？　コノハさんと天道さん、二人で何か話したくてファミレス来たのでは？」

　あれから聞いた話だが、二人はどうやら僕らが丁度席を離れたタイミングで入店してきて、あの背後の席に通されていたらしい。……僕ららしいというか、なんというか。

　僕の質問に、コノハさんは「んー」と唸る。

「天道さんはどうか知りませんけど、あたしは別に良かったと思いますよ。センパイと会えたことは……そうですね。ゴールド稼かせぎの最中に、はぐれメ○ルに遭遇したようなもんですから」

「いやそんな大げさな。僕を倒たおしても、何の経験にもなんないよ？」

「どうですかねー。現実はＲＰＧと違って、経験値は倒される側の強さじゃなくて、戦いに臨のぞむ側の心持ちで、変動するもんじゃないですかね」

「おお……な、なんか深いこと言われた気がするなぁ」

「こりゃ帯コメ頂きましたかね」

「コノハさんもそこ狙ねらいだしたの!?」

　なんなの、最近の僕界かい隈わい。ゲーム絡めたいい台詞せりふ吐はく選手権でも開かい催さいされてるの？　某ぼう碧へき陽よう学園の生徒会みたいに、マジでライトノベル化される予定でもあるの？

　コノハさんが隣でマフラーを巻き直しつつ続けてくる。

「それにあたし達の本題って言っても、いつもスマホでばかりやりとりしがちだから、たまには外で会いませんかー、程度のことでしたからね」

「なるほど」

　本当に二人は最近仲良いんだなと、ちょっと意外に思いつつ、ちらりと背後の天道さんを見る。彼女は現在、アグリさんと何やら雑談を交わして──いたのだけれど、突とつ然ぜん僕のほうに視線を寄よ越こしてきたため、二人、不意に目が合ってしまった。

『っ』

　互いになぜか頰ほおを赤くし、ふいっと、慌あわてて前に向き直る。……と、すぐに隣からコノハさんの呆あきれ声が飛んできた。

「……あの、本当に別れたなら、もう少し、ギスギスとかしてくれませんかね？　なんなんですか、その感じ。むしろ『イチャイチャの風』を強く感じるのですけど」

「い、イチャイチャなんてしてないじゃないですか。ただ僕側は、天道花か憐れんというこの宇宙の奇き跡せきとも言うべき大天使様を、普ふ通つうに、直視できないだけです。精神壊こわれるんで」

「もうガチクトゥルフじゃないですか天道花憐。……なんかセンパイの『天道さん大好き度』、むしろ別れてから上じよう昇しようしてません？」

「コノハさん。それは半分正解で、半分間違いです」

「？　どういうことですか？」

「別れようが別れまいが、僕、雨野景太の『天道さん大好き度』は、放置ゲーよろしく時間経過だけで充じゆう分ぶん上昇していくんです」

「おっと、現在フリー状態たるセンパイからの好感度を必死で稼がんとしている、あたし達姉妹の努力が心底馬鹿らしくなる残ざん酷こくなお言葉、ありがとうございまーす」

　コノハさんが耳をほじくりながら「けっ」とやさぐれる。……なんか悪いこと言ったかな、僕。当たり前のことを言っただけだと思うんだけど……。

　と、どうやら後方でも似たような会話が交わされていたのか、アグリさんが、

「亜玖璃、あまのっちの恋こいの悩なやみ相談受けるのもうやめるっ！　馬鹿らしいっ！」

　等と、やたらといきり立っていた。……天道さん、何言ったんだろう。アグリさんへのお悩み相談コーナーなくなると、僕、伊い集じゆう院いん光ひかるさんのラジオ番組が終わっちゃうのと同じくらい寂さびしいのだけれど……。

　と、それぞれに雑談を交わしている間に、目的地たる駅がすぐ目の前に迫せまってきてしまった。

　コノハさんと喋りながらも、僕は今一度チラリと、天道さんの様子を窺うかがってしまう。

「…………」

　先日の同好会といい、今日のファミレスといい……僕と天道さんは、第三者を挟はさんでの会話は問題ないものの、正直二人きりでは、あまり上手うまく絡めてはいない。

　本当なら、こういう場面で積極的にぐいぐい攻せめてこその「男」なのだろうけれど……それが自然にできるような人間なら、僕はそもそも高校でぼっちになってないわけで。

　また、天道さん側もどうやら僕に対して「フッた」という引け目みたいなものがあるらしく、どこか一歩引いている印象だ。おかげで僕らは……悪気はないのだけれど、周囲を必要以上にヤキモキさせるオーラを大量に発してしまっているらしかった。

　僕の隣を歩くコノハさんが、何か耐たえきれないといった様子で「もう！」と声を上げる。

「なんなんですかっ、ホント、この状じよう況きよう！　正直あたし、センパイと天道さんが交際していた時の方がまだ、気持ち良く思い切ったセクハラに及およべた感ありますよ！」

「うん、気持ち良く思い切ったセクハラには、いつだって及ばないで頂きたい」

「もうっ！　ごちゃごちゃうっさいセンパイですね！　股こ間かん揉もみますよ!?」

「気持ち良く思い切ったセクハラしてんじゃん！」

「とにかくっ！」

　そこでコノハさんは、数歩前に出ると、後ろの二人にも聞かせるように僕らを振ふり向いてきた。

「雨野センパイも天道さんも、恋人関係を解消したと言うんだったら、少しはフリーらしくして下さいよ！　特に天道さん！」

「え、私ですか？」

　急にコノハさんに水を向けられた天道さんが、とても心外、という顔で抗こう議ぎする。

「私はフリーらしくしてますよ。ええ。雨野君がコノハさんとばかり楽しそうにお喋しやべりしているのを見てモヤモヤモヤモヤモヤモヤしても、全然素そ知しらぬ顔で亜玖璃さんとお話しできますし、後ろから見た雨野君の小さな背中が愛いとおしすぎて愛おしすぎて今すぐにでも抱だきしめたい衝しよう動どうに駆かられても、そんな感情はおくびにも出さず、亜玖璃さんにテキトーな相あい槌づちを打てますもの！」

　鼻息荒あらくそう語る天道さんに、コノハさんは「それだそれ！」とツッコむ。

「その発言を『フリーらしい厳きびしい言葉』だと思っているの、この世界に貴女あなたと雨野センパイの二人だけですからね!?　あたしとアグー先輩には今の天道さんの発言、しょーじき、『大好き大好き雨野君！　ラブラブラブゥ─！』としか聞こえてませんからね!?」

「な──コノハさん、貴女……まさかエスパーか何かの類たぐいなのですか!?」

「じゃかぁしいわ！」

　いよいよコノハさんが荒あれに荒れたツッコミで返す。……この人、よくまだ碧陽学園で素のキャラ出さずにやれてるな。僕らが絡むと、案外簡単に剝はがれるのに、仮面。

　ぜぇぜぇと息を切らすコノハさんに、「まぁまぁ、落ち着いてコノコノ」と彼女を宥なだめるように前に出てくるアグリさん。

　彼女はコノハさんの背中をさすりつつ、「でもコノコノの主張も、もっともかな」と、彼女に代わるように僕らに対たい峙じしてきた。

「似たような状況の亜玖璃もホント言えた立場じゃないかもだけど……。……でもさ。二人は別れたなら、別れたらしく、多少はするべきだと思う」

　その言葉に僕は、少しカチンと来て反論する。

「なんですか、別れたらしくって。別れたら、口もきいちゃいけないんですか、僕ら」

「そうは言わないけど。でも……二人とも、ちょっと忘れているんじゃない？」

「何をですかっ」

　僕の少し苛いら立だちを孕はらんだ質問に、アグリさんは……少し悲しそうな目で、返してきた。

「天道さんのことを好きな男は勿もち論ろんだけど。あまのっちのことを真しん剣けんに好きな女子だって……世の中には、いるってことを」

『っ！』

　その言葉に、僕と天道さんは思わずたじろぐ。と、アグリさんは今度は、天道さん一人へと体を向け直して語り出した。

「特に天道さんはさ。そもそもあまのっちに別れを切り出した理由の根っこは……そういう、ことなんでしょう？」

「…………」

　何も応こたえず、目を伏ふせる天道さん。僕にはその意味が……分かりたくないのに、少しだけ、分かってしまいそうで。

　僕の中で、星見広場での出来事が急速に、それでいて力強くフラッシュバックする。

　満天の星空。尊敬すべき友人からの告白。そして──チアキの真まっ直すぐな瞳ひとみ。

　すっかり俯うつむいて黙だまり込んでしまった僕らに、アグリさんは少しだけ表情を和やわらげて続けてきた。

「ごめんごめん、別に亜玖璃が何か怒おこっているわけじゃないんだよ？　ただ、なんだろうな……それこそ、コノコノとか……それに、ほしのんに『チャンス』をちらつかせた責任って、少なくとも天道さんには、多少あるんじゃないかなーって思うよ」

「う……」

　天道さんが思わずたじろぎ、一歩引き下がる。

　と、次の瞬しゆん間かん──この流れを好機と見たらしきコノハさんが、瞳の中に大きな☆を煌きらめかせつつ声を上げてくる。

「じゃあじゃあっ、今度、雨野センパイとあた────」

　──が、しかしそこで、彼女は何かハッとした様子で言葉を止めると。……一いつ瞬しゆん、ドキリとする程優しい笑みを浮うかべ……そして、改めて、言い直してきたのだった。




「今度っ、雨野センパイと──うちの姉をデートさせても、いいということですよね!?」




『…………え？』

　コノハさんの強ごう引いんな提案に、僕ら三人は思わず面食らってしまうも。

　しかし……。

『…………』

　同時に、その場の誰だれも……それを明確に拒きよ絶ぜつ、もしくは否定する言葉を持ち合わせていなかったのも、事実であり。

　結果……。

「じゃ、次の休みは、うちの姉と雨野センパイのデートということで！　決定ぇ！」

『……え？　ああ……うん……？』

　気付いた時には僕ら三人とも、コノハさんの妙みような勢いに押し切られ、当のチアキ本人不在の中で提案された謎なぞイベントに対し首しゆ肯こうで返してしまっていたのだった。




　……近くの路地からは、キャバクラの客引きによる「今ならいい子つけますよぉー！」という無む駄だに威い勢せいのいい声が響ひびいていた。








【星ほしノ守もり千ち秋あきと強制協力プレイ】






「ま、待ちましたですか？」

「い、いや、僕も丁ちよう度ど今来たところだけど……」

「そ、そうですか」

「そ、そうです」

「…………」

「…………」

　十二月中ちゆう旬じゆんの土曜、正午。待ち合わせ場所の駅前には、相手の目を見られずもじもじと佇たたずむ初うい々ういしい高校生男女のカップル──と見せかけた、実際はどちらかというと「オフ会」の色合いが強いゲーオタぼっち二名が佇んでいた。

　……言わずもがな、僕、雨あま野の景けい太たと、星ノ守千秋のことである。

『…………』

　……事前の約束通りに合流したはいいものの、そこで完全に停てい滞たいし、沈ちん黙もくする僕ら。

　なんせこれは……このイベントは、僕やチアキが自発的に起こしたそれではない。

　コノハさんが提案したものに、なぜか天てん道どうさんが最終的に妙な意地を張って

「そ、そうですね。ええ、それが……こ、公平、かも、しれませんね。ええ」

　と頰ほおを引きつらせながら乗った結果……僕とチアキの意思などまるで関係なくとりまとめられた予定。

　それが本日の、デート……というか、「雨野景太と星ノ守千秋が二人で過ごす日」という企き画かくなのである。

『…………』

　ちなみにこの企画、待ち合わせ時間と場所以外は、主しゆ催さい者しや達は何も決めてくれていない。無責任にも程がある。おかげで僕ら、この有様だ。完全に詰つんでいる。オープンワールド系ＲＰＧで次のクエスト目標地点へのナビが出ないバグに遭そう遇ぐうした気分だ。広大な選せん択たく肢しとマップに囲まれた世界で二人、途と方ほうに暮れている。

　……とはいえ、正直この状況、チアキは全く悪くないけれど、僕側には例の会話に参加してしまっていた者として、多少責任があるわけで。

　僕は改めてチアキに向き直ると……少し声を引きつらせつつ、提案してみた。

「と、とりあえず、あの……いきなりだけど、時間が時間だし、チアキさえよければ軽くお昼ご飯食べに繁はん華か街がい方面へ歩こうか？」

「あ、は、はい、ですです。それで、あの、だいじょぶ、です」

「そ、そう、良かった」

「はい…………」

　そうして二人、しずしずと、街へ向けて歩き出す。……チアキはなぜか、日本の昔の価値観の良妻よろしく、ガチで「三歩下がった」状態で僕についてくる。…………。

「あの……チアキ？　それ……普ふ通つうに話し辛づらいんだけど……」

「で、ですよね、ですよね。た、ただその……堂々とケータの隣となり歩くのも抵てい抗こうが……」

「……あー……う、うーん……」

　そう言われたら、確かに、そうかもしれない。いや別に僕は今誰だれかと交際しているわけじゃないのだから、厳密には問題ないのだろうけれど……うん。なんだろう、これがチアキじゃなく、コノハさんやアグリさん相手だと全く気にならないんだけどな……。やはり一度告白されていることを、完全に気にしないというのも無理なわけで……。

『…………』

　というわけで、二人、実に喋しやべりづらい位置関係なことも災わざわいして黙もく々もくと……無む駄だに晴はれ渡わたった正午の街を歩く。歩く。歩く。……歩く。

　……そうして、実に重苦しい無言の五分が経過した頃ころ。チアキが背後から……ぽつりと、切り出してきた。

「あのあの……ケータ。い、一応は今『デート』しているらしき相手に、初っぱなから、こんなこと言うのは、そのその、非常に、心苦しいのですが……」

「……うん。いや、大だい丈じよう夫ぶ。言っていいよ、素直に」

　僕は彼女の言わんとしていることを半ば察しつつも、前を見たまま返す。

　チアキは「では失礼して……」と呟つぶやき、少し、深呼吸すると。

　満を持じして、この状じよう況きようの本質を……その「真理」を、告げてしまったのだった。




「自分達って、今…………超ちよう気まずくないですか!?」

「だよねぇっ!?」




　途と端たんにガバッと振ふり返り、殆ほとんど涙なみだ目めで同意する僕。チアキは足を止めると、そんな僕に安あん堵どした様子で、これまでため込んできた言葉を洪こう水ずいの如ごとく吐はき出し始めた。

「いやいやいやいや、なんなんですかこれ!?　一度フラれた相手とのデートを、妹や、まさかの元カノさんにセッティングされた上で行うって、新種の地じ獄ごくか何かなのですか!?」

「だよねぇ!?　やっぱり凄すさまじくおかしいよねぇ!?　なんで僕、想おもい人に他の女子とのデートを推すい奨しようされてんの!?　しかも直近で一度その好意を無む下げにしている相手と二人きりで楽しく遊べとか……ぶっちゃけハードル高いよ！　高すぎるよ！」

「ですよねぇ!?　いやそりゃケータとはいい友達心がけてましたけど、こうして『デート』というお題目で場をセッティングされちゃうと、正直その意識もガタガタですよ！　どうしたらいいんですかっ、自分！　あれですか！　ご飯をケータに『あーん』とかしてあげた方がいいんですかっ!?」

「余計気まずいよ！　最も早はやデートというより、完全にデキてる距きよ離り感じゃないかそれ！」

「じゃ、じゃあじゃあっ、デートとはなんですかっ！　自己紹しよう介かいと映画鑑かん賞しようと次のお約束あたりをしておけば、いいんですかっ！」

「初対面かっ！　いや僕らもう、そういう間あいだ柄がらでもないだろう!?」

「ではでは、ケータのご両親にご挨あい拶さつでも行きますか？」

「今度は重いよ！　デキてるどころか、それはもう結けつ婚こん秒読み段階だよ！」

「では何をすればデートなのですかっ、ケータ！」

　その質問に、僕は少したじろぐと……ぽりぽりと頰を搔かきながら答える。

「だからその……なんだろう。い、一いつ緒しよに遊んだり、ご飯食べたり、歩いたりして、最終的にほんのり心や物理的距離が近づいて……そうして少し幸せな気分になったりして終わるのが、一いつ般ぱん的なデートじゃないかな……」

　自分と天道さんの以前のデートを思い出しつつ語る僕。と、状況的に思わずその回想の天道さんに、目の前のチアキの姿を代入してしまい……その罪悪感に少し焦あせる。

　二人の間に、微び妙みような沈黙が流れる。そして……チアキは深く息を吸ったと思ったら、今一度、例の言葉を繰くり返してきた。




「自分達、今…………やっぱり超気まずくないですか!?」

「だよねぇっ!?」




　もう二人とも、涙目である。かつてこの世に、こんなにも参加者達が望まない状況下で行われるデートがあったろうか。

　……しかし、こうして二人、そういった思いの丈たけをぶちまけまくったら……なんだか、楽になったのも、事実で。

　──と、そんなことを考えていた矢先、緊きん張ちようが解けたせいなのか、僕とチアキのお腹が全く同時に「くぅ」と小さく音を立てた。

『…………』

　僕とチアキは思わず目を見合わせると、二人、くすっと笑いを漏もらしてしまう。

「（……ああ、そうだよな。どんなに状況が不可解でも……結局、僕は僕、チアキはチアキなんだよね。相変わらず、ぼっちで、ゲーム好きで、ぽんこつの……僕ら）」

　なんだか、一気に気分が楽になってきた。……折角の休日なんだ。これがデートかどうかはさておき、「楽しく過ごすべき」であることは、紛まぎれもない事実で。

　僕は気分を仕切り直すように「んっ」と両肘ひじを上げて背筋を伸のばすと、そのまま歩き出しながらチアキに切り出す。

「よし、とにかくご飯食べようか、チアキ。あ、なんか僕、麵めん類が食べたいかも」

　そんな僕に、チアキもまた少し緊張のほぐれた表情で返してくる。

「あ、偶ぐう然ぜんですねケータ！　自分も麵類がいいです！　じゃあじゃあ、今後の予定も練りがてら、早く店入りましょう。自分っ、パスタがいいです、パスタ！」

「え、うーん……パスタに縮れ麵ってあったっけなぁ」

「こらこら、今なぜしれっと検けん索さく条件に『縮れ』を入れたのですかケータ。あん？」

　僕にガンを飛ばしつつも……いつの間にか自然に、三歩下がらず、僕の隣を歩いてくれるチアキ。……なんだか、それが今の僕には妙に嬉うれしかった。

　と、彼女は僕の体を上から下まで睨ねめ回して、一人、ぶつぶつと呟きだす。

「……あー、もやし使ったパスタもあまり、ないですよね……」

「おいチアキ、なんで今検索条件に突とつ如じよとして『もやし』を参入させた。あん？」

　こうして僕らは……一いつ旦たん「妙みような意識」を棚たな上あげすることで、二人、ようやく「楽しいデート」を、開始したのであった。




　　　　＊




「いやいやいや、それは違ちがうよチアキ。オープンワールド系にこそ、むしろ『トゥーンレンダリング』表現が合うんじゃないか！」

「やれやれですね。ケータ、そういう『逆張りカッコイイ』みたいなスタンスもうやめませんか？　流石さすがにオープンワールド系に関しては、普通に『リアル表現』突つき詰めたグラフィックの方が単純に『アガる』ハズです」

「そりゃ、写実的な表現に目を奪うばわれるものもあるけれどさ！　でも単純にゲームとして見た場合、アニメや漫まん画が風の表現されていた方が『分かりやすい』という部分が──」

「いやいやいやいや、『分かりやすさ』は写実表現の後からでもシステム表示の部分なんかで充じゆう分ぶん対応可能ですよ！　まずは最新ゲームとしての『凄すごみ』をドーンと打ち出すことが、大手メーカーの一つの役割だと自分は──」

　大手パスタチェーン店に入って、既すでに四十分。

　僕とチアキはと言えば……まあ当然の如く、いつものように、言い争いを繰り広げていた。

　僕の前には、表面が若じやつ干かん乾かん燥そうしてきた、食べかけのたらこパスタの皿が。チアキの前には、僕のそれとは対たい照しよう的に余計な水分を麵が吸い始めた、食べかけのクラムチャウダー風スープパスタの深皿が置かれている。

　僕らはそれにフォークを入れながらも……しかし全然次の一口にはいかず、口論を続行させる。

「『萌もえ』を認めないというスタンスが、ひいては『２Ｄ表現を認めない』的ニュアンスまで拡大するのは、ちょっとどうかと思うけどなぁ、僕」

「そうは言ってないです！　でもでも、２Ｄ表現が自分の嫌きらう『軟なん弱じやくさ』に繫つながるという点は、正直あると思います」

「いやそれ言ったらチアキ、キミが……《のべ》さんが作るゲームは２Ｄ表現だけど素晴らしく独創的で硬こう派はで面おも白しろいじゃないか──」

　と、僕がそこまで言ったところで、チアキが急に反論をやめて俯うつむいてしまった。一体どうしたのかと思っていると、彼女は……耳を赤くしつつ、消え入るような小さな声で、ぼそぼそと返してきた。

「あ、ありがとうござい……ます。…………や、ヤマさん……」

「え？　あ、う、うん……。……ど、どういたしまして……」

　僕はようやくそこで自分が……チアキに正面から賛辞を贈おくっていたことに気付いて、急に恥はずかしくなり、彼女と全く同じように俯く。

　……そのまま、何かから逃にげるように、ちゅるちゅるとパスタを啜すすり始める二人。期せずして食事が進んでくれた。

　僕らは言葉少ないままパスタを殆ど同時に食べ終えると、セットで食後についてきたドリンクを飲みつつ、なんとか会話を再開させる。

「さ、さてチアキ。なんかすっかりゲーム話ばっかりしちゃったけど……その、どうしようか、これから」

「そ、そうでした。……うーん、どうしましょう。映画とか見ますか？」

「見たいのあるの？」

「ないですけど。見たくない映画を見るのって、デートっぽくないですか？」

「確かにデートっぽいけど……それ本当にやりたい？」

「……すいません、自分今、自分の心に、少し、噓うそつきました。いやです、約二時間、むず痒がゆい恋れん愛あい映画とか見るの」

「だろうね。ただでさえ『萌え』的なもの苦手としているのに、それは苦行だよね」

「ですです。というか普ふ通つうに疑問なのですが、他人の恋愛見て何が楽しいんですか？」

「やめようかチアキ。なんか分からないけど、僕、キミが今、この『僕らを取り巻く世界』そのものに喧けん嘩かを売った気がして、鳥とり肌はだが立ったよ。何か、少なくともここでは否定しちゃいけないものを否定した感があったというか……」

「ケータの中二病は相変わらずですね。ラノベ主人公にでもなりたいのですか？」

「え？　ああ、まあ、確かに『主人公』とかなりたいっちゃなりたかったけど……」

　僕の微妙なニュアンスの返しに、チアキはホットレモンティーをふーふー冷ましながら不思議そうに見つめてくる。

　僕は自分のアイスレモンティーを一口ストローで啜ってから、照れ笑いを浮うかべた。

「今は、そうでもないかな。だって、もし異世界転生なんかしようものなら、こうしてチアキとも会えなくなるんだしさ」

「へ……？」

　カップの上で弄もてあそんでいた薄うす切ぎりのレモンをぽちゃんと紅茶の中に落としてしまうチアキ。彼女の動どう揺ようにむしろ動揺した僕は、慌あわててフォローを入れる。

「あ、いや、チアキだけじゃなくて！　上うえ原はら君とかアグリさんとか、勿もち論ろん天道さんにも、会えなくなったり、変なことに巻き込んだりするのは、いやだなぁって」

「あ、ああ……そ、そうですか。そうですよね。はいはい、自分、大だい丈じよう夫ぶです。だ、大丈夫。はい、はい。お、お気になさらずに」

　そう言って、慌ててカップを持ち上げレモンティーを啜るチアキ。しかしまだ適温じゃなかったらしく、「あちっ」と涙なみだ目めで唇くちびるを離した。

　僕はそんな彼女の姿に思わず微笑を浮かべてしまいつつ、話の先を続けた。

「僕は今、恵めぐまれているよなぁって心底思うからさ。……ああ、そういう意味じゃ、もしかしたら、これこそが僕の中での『リア充』の定義なのかも」

「？　どういう意味ですか？」

　再びレモンティーを冷ましながら訊たずねてくるチアキに、僕は、笑顔で答える。

「『非日常』を望まないでいられること。それこそが『リアルが充実している』ってことなのかなって」

「……なるほど。それは……そうかもしれないですね。じゃあじゃあ、あんまり認めたくないですけど、自分も今は『リア充』なのかもしれませんね」

「？　チアキも？」

　僕が訊ね返すと、チアキはカップを両手で包んだまま、とても優しく微笑ほほえんだ。

「はい。だって自分……ケータとこうして過ごす日常、手放したく、ないですし」

「っ！」

　今度は僕が赤面する番だった。が、当然ながらチアキもさっきの僕と同じように慌てて言い訳を入れてくる。

「間ま違ちがえました間違えましたっ！　ケータと、じゃなくて、ケータ達と、です！　ここ重要です！　はい！」

「だ、だよね……」

「ですですですですですです！」

「その肯こう定てい、もはや死の呪じゆ文もんの連射みたいになってるな……」

　首を激しく縦に振ふりながら友人に「デスデスデスデス」言われるのは中々精神にクるモノがあるな。その日の体調によってはマジで死にそうだ。

　まあ馬ば鹿かな話はさておき、もう一度、いい加減、ちゃんと話を元に戻もどそう。

「で、ホントに、これからどうしようか、チアキ」

「そうですね……自分達から言い出したデートじゃない分、そのその、こう、なんにもやる気湧わいてこないですよね、正直」

「言うなよ。……仕方ない、とりあえず、歩こうか、街。で、なんか買うものや見たいものあれば付き合うし、なければ……ゲームショップとかゲーセンとか……」

「……ケータ。言いたかないですけど……そのデート、デートとして最底辺では」

「言うなよ！」

「まあ自分、それで全然いいんですけどね」

「いいんだ!?」

　僕が驚おどろいて目を丸くしていると、チアキは……なにやら少し困ったような表情で、僕に笑いかけてきた。

「実際自分は……ケータと過ごせたら、それだけで……とても幸せですから」

「…………」

　僕はその言葉に、表情に、一いつ瞬しゆん、胸が締しめ付けられながらも。

　でもすぐに……「はいはい」と流すように肩かたを竦すくめて、笑顔で、応じる。

「それも、本当は『僕』とじゃなくて『僕達』と、なんでしょ？」

　僕のその言葉に。チアキは……チロリと舌を出して、悪戯いたずらっぽく笑う。

「バレちゃいましたか。そうです。ケータと、というより、友達と、ですね」

「まったく。……でも、僕もそれには同意かな。僕らの感性的にも、変にデートデートした行動より、これぐらい緩ゆるく『遊ぶ』方が丁度いいだろうし」

「ですねですね。そうと決まれば、ケータ」

　そこでチアキはようやく冷めたらしきレモンティーを、女子力もへったくれもなく、ぐいっと男前に飲み干すと、勢いよく立ち上がって僕を見下ろしてくる。

「早く行きましょう！　ゲームは待ってくれませんよ！」

「街歩くくだりの提案は完全無視で、心は既にゲームですか。まあ……僕もだけどさ」

　というわけで、僕もアイスティーを、ストローをよけて直じかに飲み干すと。

　二人、まるで小学生のように笑い合いながら、昼下がりの晴はれ渡わたった街へと繰くり出したのだった。




　　　　＊




「とはいえ、まー……やっぱり楽しくないですよね、二人で普通に歩いていても」

「言うなよ」

　店を出る際のテンションはどこへやら、歩き始めて一分で即そく愚ぐ痴ちり出す僕ら。

　二人は互たがいに何の確認も取らず、ただ一直線になじみのゲームショップを目指して歩く。……黙もく々もくと。脇わき目めも、ふらずに。

『…………』

　僕とチアキ、どちらもゲーム以外にまるで興味なさすぎるというのが致ち命めい的てきだった。

　これがたとえば……そうだな、僕と、対照的なアグリさんで歩いていたとしたら。

「ゲームショップ付き合って下さい、アグリさん。こっちです」

「別にいいけど……っと、あまのっち、亜あ玖ぐ璃りちょっとあの服見たいからこっち！」

　みたいな感じで「二人分の欲よつ求きゆう」がぶつかるから、まあ、良くも悪くも、時間はガシガシ潰つぶれていくわけだけれども。

　しかし僕とチアキという……所謂いわゆる『ドッペルゲンガーズ』だとそうはいかない。

　欲求がまるかぶりなのだ。正直『一人で過ごす休日』と何ら変わらない。目的地まで黙々と、ただただ最短で向かってしまう。

『…………』

　先程の「友達と一いつ緒しよにいられるだけで幸せ」発言はどこへやら、今やすっかりゲームのことだけに意識を集中し、特に面白くもなさそうに街中を移動するオタク二人。

　……は、果たしてこれは「デート」と言えるのだろうか？　というか、「友達と過ごす楽しい時間」と言えるかさえ、もはや怪あやしくないか？

　二人ともそう思ってはいるものの、じゃあ何か対策があるのかと言えば、なかった。僕ら……ゲームの話と喧嘩なら二人で無限にできるけれど、それ以外の交流手段が皆かい無むにも程があった。

　……多少責任を感じた僕は、軽く空を見上げ、なんとか「世間話」を切り出してみる。

「……いい天気だね」

「ですね」

　会話パート終しゆう了りよう。お疲つかれ様でした。

『…………』

　というわけで現在、これがギャルゲーだったら確実に描びよう写しやがカットされているであろう「無の時間」を、二人でお送りしておりますよ。なにこれ。

　と、ここで流石さすがのチアキと言えど「気まずさの限界」が来たらしい。今度は彼女の方から、珍めずらしく趣しゆ味み以外の話題を振ってきた。

「ケータ、花か憐れんさんとのデートの時は何話してたんですか？」

「何その驚くほどデリカシーにかける話題！」

「いやいや、そんなことないでしょう。フ○ムソフトウェア系の死にゲーだって、他のプレイヤーの死にザマを見て自分の冒ぼう険けんに活いかすじゃないですか」

「なんで僕が天道さんとの会話で失敗している前提なんだよ！　まあよく失敗してるけど！　この世界がフロ○ゲーだったら、この一帯僕の血けつ痕こんや残留思念だらけだけども！」

「やれやれ、花憐さんの根気には敬服するばかりですよ」

「僕側の根気評価じゃないんだ！　ぼ、僕だってあの交際経験で成長したと思うよ！」

「じゃあじゃあ、何か面白い話して下さい、ケータ」

「元ぼっち相手に最高難度の話題の振り方してきたなお前！」

「じゃあじゃあ、つまらない話して下さい」

「それはそれで特とく殊しゆクエストすぎるよ！　なんだよ、つまらない話って！」

「ケータの過去話とか」

「つまらないって断じるなよ！　つまらないけどさ！　普通すぎてビビるけどさ！」

「あ、自分、あれ聞きたいです。ケータが村人達から『悪あく魔ま！』と投石されるくだり」

「そんな壮そう絶ぜつな過去ございませんけど!?　僕をなんだと思ってるんだよ、チアキは！」

「人生オフ専。ミスター・チョイスミス。チビ。小さな知人」

「よしよし『友達』はもうおしまいだ！　ここからは戦争と洒落しやれ込こもうかチアキ！」

「えー、それはなんかマンネリなので、今日は結構です」

「自分だけ攻こう撃げきしておいて戦争は拒きよ否ひってどういうこと!?」

「じゃあじゃあケータ、なんか凄すさまじくロマンティックな話して下さい」

「ぼっちオタクに無理難題を振るのはやめろ！　もう、チアキが何か話してよ！」

「…………。……えと。……あの……。…………い、いい天気ですね」

「そうだね！」

　駄だ目めだ、僕ら、やっぱり「普ふ通つうの会話」をどうやっていいのか分からない。人類って、みんなホント、普ふ段だん何話してるんだよ！　そして僕らはどうして、躁そう鬱うつのどちらにも寄らない会話ができないんだよ！　情じよう緒ちよ不安定か！

　というわけで、会話の終わってしまった二人、無言で街を歩く。別にゲーム話題を禁止しているわけでもないのだけれど……先程のチアキの戦争拒否と同じで、一応はデートという名めい目もくである以上、今日もそこに逃にげていいのか感が、僕らの中にはあるわけで。

　……昼の陽ひ射ざしと雪の照り返しが、僕らの肌はだをジリジリと焼いていく。

　目的地たるゲームショップまでは、まだゆうに十五分はかかる距きよ離りだ。何も話さないでいられる距離じゃあない。が、ご覧の通り、既すでに万ばん策さくは尽つきている。

『…………』

　僕らは二人、互いの様子をチラチラ窺うかがい、たまに目が合っては伏ふせたりして……ただただ、歩を進めていく。……気まずいソムリエを自じ称しようする僕的には現在、キス未み遂すい事件直後のファミレス会に次ぐレベルの気まずさだった。雨野景太の人生における気まずかった日ランキングに、既に堂々ランクインである。今後の伸のび率りつによっては一位狙ねらえる射程だ。

　結局そのままチアキと二人、無言のまま三分ほど歩き……ゲームショップ方面へと向けて一本道を折れた、その瞬しゆん間かんだった。

『あ』「おっと」

　曲がり角の先にいた男女とぶつかりかける僕ら。この車移動が主流の田舎いなかで他の歩行者とぶつかるケースなんて殆ほとんどないから、すっかり油断してしまっていた。

　僕らは互いに『すいません』と頭を下げ合うと、そのまますれ違ちがって──

『…………？』

　──先に進もうとしたところで、ぴたりと足を止めた。

　四人、同時に振り向き、互いの顔を見やる。と、そこにいたのは意外にも──

「あれ、加か瀬せ先せん輩ぱいに……大おお磯いそ先輩？」

　──私服姿のゲーム部先輩メンバー二名だった。彼らも僕らに気付いた様子で、目を丸くする。

「ああ、雨野景太じゃないか。それにそっちは……確か以前見学に一度来た……」

「星ノ守千秋だね。兵ひよう部ぶが連れてきた子だ」

「ど、どうもです」

　ぺこりと頭を下げるチアキ。そういや、チアキも見学までは行ったんだっけか。

　僕らは少し足を止め「奇き遇ぐうですね」だの「こっちはゲームショップ帰り」だのと軽い会話を交わす。が……当然ながら、加瀬先輩や大磯先輩側に、それ以上僕らと絡からむ理由もない。彼らは挨あい拶さつが一段落すると、「じゃあ」と僕らに背を向けた。

「オレ達はこれで失礼する」

「じゃねぇー」

　無表情でメガネの位置を直しつつ別れを告げる加瀬先輩と、相変わらず気け怠だるげに手を振ふってくる大磯先輩。

　そうして去りゆく二人の手首を────僕とチアキが、唐とう突とつに、ガシっと捕つかまえた。

『な──？』

　何事かと驚いて振り向く、先輩二名。そりゃそうだろう。そこまで交流もない後こう輩はい達がいきなり手首を摑つかんで来たのだ。何事かと思うだろう。……僕らだって、本当はこんなこと、するタイプじゃない。だけど今日だけは……いや、今だけは、特別だ。

　なぜなら……。

『…………して下さい』

『……は？』

　僕らの掠かすれるような声を聞き取れず、訊たずね返してくる先輩両名。

　そんな彼らに……僕らは必死の上うわ目め遣づかいで迫せまると、今一度、全力で懇こん願がんしたのであった。

『僕らと（自分達と）、そこのゲームショップまで、一緒に雑談して下さい！』

『…………はぁ？』

　ハッキリ要求を告げても尚なお、先輩二名は、まったく事情が飲み込めない様子で首を傾かしげるばかりだった。




　　　　＊




「なるほど事情は把は握あくした。が、雨野景太よ。一言だけ言わせて貰もらっていいか？」

　僕の隣となりを歩きながら、加瀬先輩がメガネをキラリと冷たく光らせる。

「──知るか」

「で、ですよねー。い、いや、でも、ほら、そこを、なんとか」

　らしくもなく揉もみ手をしながら加瀬先輩に取り縋すがる僕。彼は僕に心底呆あきれたような視線を寄よ越こしてきたものの……それでも律りち儀ぎに僕の隣を歩き、決して近くもないゲームショップへの道程に付き合ってくれていた。……前も思ったけど、この人、実際すっごいいい人だよね……。まあ僕今、そこに付け込んでる感あるけども。
















　と、背後からは大磯先輩の「ふわぁ」という大あくびが聞こえて来た。振り返ると、ねむねむと心底気怠そうに目をこする先輩の姿。はだけたアウターの下のよれたキャミソール姿が妙みように妖よう艶えんで、正直目のやり場に困る。

　僕が慌あわてて前に向き直る中、彼女の隣を歩いていたチアキが謝罪する。

「す、すいません、なんか、無理矢理付き合わせてしまって……」

「んー？　いや別にぃ？　加瀬と二人きりなのもそれはそれでダルかったしー」

「おい、大磯」

　背後を振り返って彼女を睨にらみ付ける加瀬先輩。僕はそこに何かとてつもなく気心のしれた関係性を感じ、何気なく「ちなみに……」と訊ねてみた。

「お二人は、デート中か何かで……」

『違う』

　二人から全力の否定が返ってきた。普段は眠ねむそうな大磯先輩までキッパリ言うあたり、相当イヤだったのだろう。……まあでもそういうのが、僕からは逆に仲良さげに見えたりもするんだけれど……。

　僕がそんな感想を告げると、加瀬先輩が面めん倒どうそうに嘆たん息そくして説明してきた。

「さっきも軽く説明したが、オレと大磯は、部で使うコントローラーの調達にゲームショップへ赴おもむいていただけだ。まあその買い物も既に終わっているがな。だから今オレ達は本当に無む駄だにゲームショップへの道を引き返させられているのであって──」

「やー、一日に二度もゲームショップに通うなんて、流石加瀬先輩！　ゲーマーの鑑かがみですね！　よ、ゲーム部のエース！」

「雨野景太……お前、少し見ない間に、凄すごくいやな意味でコミュ力上じよう昇しようしたな」

「へへぇ。あざっすあざーっす」

「最も早はやキャラが根本から変わってないか？」

　僕のウザい軽さにドン引き気味の加瀬先輩。しかし構うものか。チアキと二人で気まずい無言タイムを十五分続けるぐらいなら、僕は……僕は先輩方に軽けい蔑べつされる方を選ぶ！

　後方から、大磯先輩が補足を入れてきた。

「ちなみに、さっきまでは他の部員も一いつ緒しよだったよ」

『え』

　僕とチアキの、少し緊きん張ちようを孕はらんだ声が重なる。が……大磯先輩は何も気にしない様子で先を続けてきた。

「あ、天道は来なかったけどね」

『そ、そうですか……』

　なぜかホッと胸をなで下ろす僕ら。……なんでだろう。そもそも彼女が企き画かくしたデートだというのに……どうして僕らは今、こんなにも、天道さんと出くわすことに怯おびえてしまったのだろう。

　僕らが不可解な罪悪感に苛さいなまれていると、加瀬先輩が「あー」と何か思い出した様子で語り出す。

「たしか天道のヤツ……今日は『家で拘こう束そく衣いを着て過ごすので』とか言っていたな」

『なぜ!?』

　ギョッとする僕らに、加瀬先輩は淡たん々たんと応じる。

「さあ？　まあ、そういう日もあるんじゃないのか、ゲーマーなら」

『ないと思いますけど!?』

「そうか？　オレはたまに、特殊工作部隊に拉ら致ち監かん禁きんされて過ごす休日とかあるがな」

『相変わらずですねゲーム部！』

　今度は僕とチアキがドン引きである。ちなみに大磯先輩はと言えば、一人宙空を見つめてなにやらぶつぶつとコマンド入力めいた言葉を呟つぶやいていた。どうも格ゲーのイメトレ中らしい。いやホント、ブレないなぁ、この人達。

　僕とチアキがふと目を見合わせて苦笑いしてしまっていると、今度は加瀬先輩の方から……相変わらずな彼らしい、剝き身の刃やいばめいた言葉が飛んでくる。

「ところで雨野景太と星ノ守千秋は、現在交際しているものと理解して良いか？」

『げふっ！』

「つまりうちの天道は、恋こいという戦いに破れたのか。ふむ、憐あわれな女だ」

『げふぅ！』

　気き遣づかいゼロの言葉の刀かたなをぶんぶん振り回す加瀬先輩。僕らはそれに無駄にダメージを受けつつも、天道さんの名めい誉よのため、慌ててフォローを入れる。

「い、いやいやいやいや！　僕とチアキは別に、交際しているとかじゃないですから！」

「で、ですです！　それに花憐さんは負けたとかじゃ全然ないですし！　はい！」

　僕らの言葉に、加瀬先輩は「そうなのか」と淡々と返しつつも……すぐに、次の爆ばく弾だんを放ってくる。

「だが、こうして休日にデートしている以上、お前達は互たがいのことが好きなのだろう？」

『がはっ！』

　なんなのこの人。恋れん愛あいに対する機き微びセンサーがぶっ壊こわれてるのだろうか。……いやまぁ、僕らも他人にそんなこと言う資格ない感あるけども！

「ならばうちの部長は、やはり恋愛ゲームに大敗した負け犬ということに……」

「いやいやいや！　どうして天道さんを負け犬認定したいのですか加瀬先輩は！」

「なぜって。そんなの言わずもがなじゃないか。お前だったら分かるだろ、雨野景太」

「い、いや、僕には貴方あなたが何を言っているかサッパリ……」

　目を逸そらす僕。が、加瀬先輩は……相変わらず無表情で淡々と冷れい酷こくに言い放つ。




「あの女は、どういうわけか『負けている時』の方が輝かがやくからな」




『それ言っちゃダメなヤツ！』

　二人同時にツッコむ僕ら。……いや正直僕らも薄うす々うす感づいてはいたけども！　パーフェクトヒューマン状態の天道さんより、それが崩くずれる時にこそ、天道さんは花火の如ごとく輝く感あるって！

　僕は天道さんを必死でフォローする。

「い、いや、でもやはり、天道さんは『勝ち組』の中心でこそ輝く器うつわでしょう！」

「まあ、基本はそうだが。……あれだな。うちのポンコツ部長に関しては、近代のドラ○ンボールで言うところの、ベ○ータあたりの扱あつかいが丁ちよう度どいいとオレは考えるが」

「そんなこと言うのやめて下さい！　天道さんをネタキャラにしてどうするんですか！」

「せせら笑う」

「最低ですか！　同じ部の人間として、それでいいんですかっ、加瀬先輩！」

「勿もち論ろん、当初こそオレも、素直にアイツのゲーマーとしての技術向上を……勝率の安定こそを望んでいたがな。最近の天道を見ていると……」

「なんですかっ！　負け犬が似合うとかそういうこと、天道さんには絶対に──」

　僕がそう元カノの名誉のために憤ふん慨がいした、その時だった。

　加瀬先輩が……ほんの一いつ瞬しゆんだけ、僕の知らない優しい微笑を、見せたのは。




「敗北時に輝くようなゲームスタンスも、まあ、悪くないかと。そう、思えてな」




『…………』

　それは、以前僕らがゲーム部を訪れた時には、見えなかった……分からなかった、加瀬先輩の一面で。面食らう僕らに、いつのまにかイメトレから戻もどって来た大磯先輩が呟く。

「ま、うちはうちで、部長たる天道の影えい響きようを……『雨野景太やゲーム部に影響を受けた天道の影響』を、受けてないことも、ないんじゃない？」

「そう、ですか……」

　なんだか妙に照れくさく、頰ほおをぽりぽり搔かいてしまう僕。

　と、加瀬先輩が「ふんっ」と鼻を鳴らした。

「ま、たとえ『敗北』の価値が上がったとて、『勝利』の価値が下がるわけではないがな」

『…………』

　その言葉に、僕とチアキはなぜかドキリとして、体を強こわばらせた。

「（……そう、だよな。敗北時に救いがあろうがなかろうが……どちらにしたところで、結局『勝つ』のが一番いいという事実は、何も変わらないんだよな……）」

　それはきっと、ゲームに限った話じゃない。恋愛だって……。

　僕とチアキが俯うつむいてしまっていると、加瀬先輩が「お」と声を上げる。

　そして唐とう突とつに僕の背中をばんっと、体を前に押し出すように叩たたくと、戸と惑まどう僕に突とつ然ぜんの別れを告げてきた。

「ではオレ達はここらで退散させて貰うぞ、雨野景太」

「？　いや、あの、ゲームショップまではまだもう少し……」

　未練がましくそう縋ろうとする僕に。今度は大磯先輩が、なにやら僕の後方を眺ながめて「あー」と呻うめき、続けてくる。

「うん、じゃ、こっから先は、ヤツにバトンタッチしようかな。んじゃーね」

『え、ちょ、先せん輩ぱい方──』

　僕とチアキの動どう揺ようにも構わず、さっさと背を向けて去っていってしまう先輩二人。

　僕らは途と方ほうに暮れたようにその姿を見送ると……仕方なく二人、嘆息して、改めて前に向き直る。まあ先輩達のおかげでショップへの残り距きよ離りも徒歩五分程度だし、これぐらいなら二人きりの沈ちん黙もくに耐たえられないことも……。

「あれ？　雨野君？」

「へ？」

　突然誰だれかに声をかけられ、俯きがちだった顔を上げる僕。

　と、正面にいたのは……。

「み、三み角すみ君？」

　久々に遭そう遇ぐうした、爽さわやか主人公体質少年にして僕の数少ない友達たる三角瑛えい一いち君──




「やぁ、久しぶりだねっ、『ボクの努力を無駄にして天道さんと別れた』雨野君！　わぁ、こんなところで会えるなんて光栄だなぁ！　いやいや全然気にしなくていいからねっ、雨野君！　ボクが勝手に仲人なこうど気分だっただけだから！　キス未み遂すいの時にも勝手に弁護人気取っただけだからさ！　その結果として現在ゲーム部じゃ恋愛ピエロ扱いもいいとこだけれど……でも全然気にしなくていいよっ、うん！　それに、天道さん以外の美少女さんと早さつ速そくデートしてたって、全然気にすることないからね！　それじゃあね！」




　──の皮を被かぶった、鬼おにの子であった。

　噓うそくさい笑顔のまま颯さつ爽そうと去って行こうとする彼の前に回り込んだ僕は、即そく座ざに、路上も構わず彼に土ど下げ座ざする。

「いやなんかホントすいませんでしたっ！」

　……僕、ゲーム部の面々のこと、やっぱり総合的には苦手かもしれません。




　　　　＊




「ごめんごめん、さっきのはホントにジョーダンだからさ。そんな本気で怯えないでよ、雨野君。あと……えっと、『星ノ守』さん？　も、ごめんね。殆ほとんど初めて話すのに、なんかこう、変な感じになっちゃって」

　最悪の邂かい逅こうから数分。ショップへの道すがら僕が必死に事情説明したところ、三角君が苦笑いしながらそんな風に返してきた。

「い、いえ、自分は全然……」

　僕と三角君が並んで歩く少し後方から、チアキが若じやつ干かん人見知りを発動しつつも、おずおずと三角君に返す。

　僕もチアキに続いて、しょんぼりと肩かたを落としつつ三角君に謝罪した。

「ホントごめんね、三角君。僕も天道さんも三角君にはお世話になってるのに……」

「あー……まぁ実際、二人が別れたことを残念に思ってるのは本当なんだけどさ」

　困ったように頰を搔きつつ、三角君が続けてくる。

「でも本当に、怒おこってはいないから、安心してよ。というかボクが怒る理由がない」

「そう言って貰もらえると助かるけど……。あと、今いま更さらだけどごめんね、ゲームショップまで付き合って貰って」

「ああ、それは本当に構わないよ。ボクも久々に雨野君とゆっくり話せて嬉うれしいし」

　キラキラと爽さわやかに笑う三角君。……なにこの好青年主人公。惚ほれてまうやろ。三角瑛一ハーレムを形成する機会があるなら、是ぜ非ひ僕もその末まつ端たんに加えてほしい。

　と、背後からチアキが僕のシャツの裾すそをくいくい引いてきた。歩行速度を落として彼女に寄ると、チアキは僕にこっそり耳打ちしてくる。

「（上原さんといい、この三角君といい、ケータは友達に恵めぐまれすぎでは？）」

　なにやら若干嫌いや味みなニュアンスを含ふくんでいる感じだったものの、しかし実際僕も素直にそう思うため、頷うなずきつつそれに返す。

「（あ、うん、それはそう思うよ。最近の僕は凄すごく恵まれている。チアキ含めて）」

「（ふぇ？　あ、ありがとうございます……。……あの、自分もその……あの……最近恵まれていると思います……と、友達……）」

「（うん、最近天道さんとも仲良いみたいだしね、チアキ）」

「（え、あ、そ、そうですね、はい……。…………。うぅ……デレそびれたっ……！）」

「（チアキ？　どしたの？　なんか『デレそびれた』って聞こえたけど）」

「（それ聞いちゃいますか！　な、なんでもないです！　新作ゲームの呪じゆ文もん名考えてただけです！　で、電でん撃げき呪文・デレソビレター！　みたいな？）」

「（へぇ、相変わらず素すっ頓とん狂きようなセンスしてるね、のべさん）」

「（ほっといて下さいですっ、ヤマさん！）」

　なんかチアキが怒ってしまったので、僕は歩行速度を早めて再度三角君の隣となりに並ぶ。

　と、僕とチアキの様子を見ていたらしき三角君が、不思議な感想を漏もらしてきた。

「……なるほど。これは……天道さん、大変そうだ」

「？　なんの話？」

「いや、なんでも。ただうちの部長は、相変わらず、マゾゲーマーだなって」

　三角君がなんだか楽しそうにクスクス笑っている。……よく分からないけれど、機き嫌げんを損そこねたわけじゃなさそうだ。

　と、そうこうしている間に、いよいよ目的地のゲームショップ前まで辿たどり着いた。

「じゃ、ボクはこれで……」

　そう言って去りかける三角君。しかし僕は、慌あわてて彼を引き留める。

「待って三角君。ちょっと相談があるんだけど、まだ時間、いいかな？」

「相談？　いいけど……雨野君、今、星ノ守さんとデート中なんじゃ？」

　僕の隣に佇たたずむチアキを気遣う三角君。そんな彼に僕は、笑って返す。

「いや、これはむしろ今しかできない相談なんだ。チアキのためにもさ」

「星ノ守さんのためにも？　よく分からないけど……まぁ、ボクでお役に立てるなら」

　そう言って改めてこちらに向き直ってくれる三角君。

　そんな実に頼たよりになる友人たる彼に……僕は、満を持じして、その相談を、持ちかけさせて貰った。

「三角君。僕とチアキは……これからどういうデートをしたらいいと思う？」

「ええっ!?」

　三角君が珍めずらしくドン引きリアクションだった。彼は動揺した様子で訊たずね返してくる。

「そ、そういうのって、デート相手の目の前でボクに相談することなわけ!?」

　気まずそうに僕の隣をチラ見する三角君に対し、チアキが無表情で返す。

「あ、自分のことでしたらお構いなく。途方に暮れてるのはケータと同じですので」

「二人して途方に暮れるデートってなに!?　それはデートなの!?」

「天道さんとコノハさんが『デートだ』と言うから、今日のこれはデートなのかなと」

「そんな第三者主導の『サ○ダ記念日』風なデートの定義ってありうるの!?　もう君達の恋れん愛あい物語は、ボクの理解できる範はん疇ちゆうを大おお幅はばに超こえすぎているよ！」

「それはこっちの台詞せりふでもあると思うけど……」

　とはいえＴＨＥ・ラノベ主人公体質の人にそんなツッコミを受けるあたり、僕らのこじらせ方もそろそろ非日常の領域に突とつ入にゆうしているのかもしれない。

　三角君は一つ大きく息を吐はき、「まあいいけどさ……」と呟つぶやくと、改めて僕の相談に応じてくれた。

「ボクだってデート経験なんて殆どないけど……でもまあ、まだ恋こい人びと同士じゃない者のデートなら、基本的には『仲良く』なれるようなことすればいいんじゃないの？」

「ふむふむ。たとえば？」

「たとえば……そうだなぁ。ゆっくりお喋しやべりしたり、二人で食事したり、ロマンティックに『いい景色』を眺めたり……で、最終的には互たがいの素直な気持ちを告白できたりすれば、それはもう最高のデートと言えるんじゃないかな」

　三角君のその実に爽やかな発想の言葉に、僕と千秋は思わず顔を見合わせると……二人、声を重ねて彼に返した。




『それらは既すでに概おおむね済んでますけど』




「なんでだよ！　キミらまだ恋人とかじゃないんだよねぇ!?」

『友達です』

「そりゃ手て詰づまりにもなるよ！　だってもう終わってんだもん！　クラスチェンジ前のレベル上限に達している状態でまだ経験値稼かせぎやってるようなもんだよ、それ！」

『なんて分かりやすい喩たとえ！　さすが！』

「なんか感心されちゃったよ！　と、とにかく、そこまで達しているキミらに、今更ボクが提案できる『デートプラン』なんて、もう、あるはずも──」

　三角君は呆あきれたようにそう言い放ち、額に手をやりかけたところで……なにか、ハッとした様子を見せる。

『？』

　首を傾かしげる僕らに、彼は……一人、「いや、いくらなんでもそれは……でも……」などとなにやら逡しゆん巡じゆんを重ねる。

　僕とチアキは一度目を見合わせると……二人、改めて三角君に向き直り、代表して僕が、今一度彼に真しん剣けんに頼たのみ込んだ。

「手詰まりなのは本当なんだ、三角君。なにかいい案あるなら、是非教えてくれると、僕ら、本当に助かるんだけど……」

「雨野君……」

　僕の懇こん願がんを受け、三角君が弱った様子で頭を搔かく。

　彼はその後もしばらく悩なやむ素そ振ぶりを見せていたものの……最終的には僕とチアキの、周囲には「子犬」と評される寄る辺べない瞳ひとみに押し負け、嘆たん息そく混じりに告白してきた。

「その、なんていうか、ボクと雨野君が以前したことをするのも、いいんじゃないかと思ったというか……。少なくともボクはアレで雨野君と大分近づけたから……」

「？　三角君としたこと？　なんだっけ？……あ、体験入部？」

「あ、いや、そうじゃなくて。そのちょっと後っていうか……」

「？　なんだっけ？」

　イマイチ思い当たるフシがなくて、戸と惑まどう僕に。

　三角君は僕とチアキを交こう互ごに何度も眺ながめ……そうして最後になにやら「天道さん、申し訳ない……」等と呟いたと思ったら、凄すさまじく気まずそうな顔で、告げてきた。




「その……星ノ守さんが、雨野君の家に、ゲームしに行くとか、どうかなと……」




『────』

　……凄まじく気まずそうな顔した男女が、追加で二名、ショップ前に発生した。




　　　　＊




「お、お邪じや魔まします、で、ですです」

「どど、どうぞ……」

　緊きん張ちようで体と表情の強こわばったオタク女子を、これまた緊張で体と表情の強ばったオタク男子が自宅に迎むかえ入れる。

　……こんな地じ獄ごくみたいに気持ち悪い光景が繰くり広げられたのは、三角君と別れて実に一時間後のことだった。

　彼から自宅デートの提案を受けた直後は、当然ながら僕もチアキも「いやいやいやいや」というテンションだったのだけれど。

　三角君と別れ、ゲームショップを散策し、店を出て十分程……相変わらずの「無言」状態で歩いたところで、二人……気付いてしまったのだ。

　それ以外、現状の自分達が楽しめそうな《デートプラン》が、まるで思いあたらないことに。

　そもそも、僕らに「家でゲームしたら」的提案は反則だ。なぜなら……それは長期海外滞たい在ざい中の日本人に塩むすびの話を振ふるも同然の行こう為い。もう口が、舌が……脳が、「それ」以外の選せん択たく肢しを考えられなくなってしまう。

　結果、先に欲よつ求きゆうに負けた僕が「うち……来る？」とチアキを誘さそい。彼女が「仕方ないですね！　ええ、仕方ないですとも！」と妙みように前のめりの「仕方ない」で肯こう定ていしてきた結果、晴れて三角君の提案が採用された。

　が、そうは言ってもやはり、いざ僕の自宅が近づいてくるとチアキは緊張した様子を見せ、そんな彼女を見たら僕まで緊張しという負のループに陥おちいった結果、最終的には二人とも「なんでこんなことに……」という酷ひどいテンションで、雨野家の玄げん関かんに足を踏ふみ入れることになった。

　靴くつを脱ぬぐのに酷くもたつくチアキに、僕は後ろから今一度補足説明を入れる。

「さっきも言ったけど、今日うち、両親が買い物に遠出してていないから、緊張しなくて大だい丈じよう夫ぶだからね？　『両親にご挨あい拶さつ』みたいなイベントはマジでないから」

「は、はい、それは、あの、分かっています、はい」

　ようやく靴を脱ぎ終えたチアキが、玄関のできるだけ隅すみっこに自分の靴をちょこんと揃そろえる。僕はドアの鍵かぎを閉め、チアキに続いて自分の靴を脱ぎながら続けた。

「かといって、二人きりでもないからさ。光こう正せいがいるからね。……こーせー！　ただいまぁー！」

　チアキと玄関に上がった僕は、目の前の階段越ごしに二階へと声をかける。少し待っていると、二階からドアの開く音に続いて足音が聞こえてきた。

「はい、おかえりー。……って、あれ？　でもお兄さん今日、遅おそくなるとかって……」

　そんなことを言いながら、部屋着姿でかったるそうに階段を降りてくる光正。

　と、彼が視界に入ったところで、チアキがぺこりと頭を下げた。

「あ、あのあの、お邪魔しますです、こーせー君」

「あ、ども…………って、へ？」

　チアキが視界に入った途と端たん、階段の途と中ちゆうでぴたりと動きを止める光正。きっと、僕が友達を……それも女の子を連れてくるだなんて、酷く珍しいからだろう。僕は手早く彼に状じよう況きようを説明する。

「あー、今日はちょっと事情あってチアキと遊んでたんだけど、その、ちょっと暇ひまを持てあましちゃって。で、軽く家でゲームでもしようかってことに」

「……兄さんが、千秋さんをうちに誘って、二人で、一いつ緒しよに、ゲーム？……」

　なんだか呆ほうけた様子で返してくる光正。僕は「うん」と頷うなずく。

「二人でというか、もし良ければ光正も一緒に遊──」

　が、僕がそこまで言いかけたところで、光正は……突とつ然ぜん階段をドタドタと猛もうスピードで駆かけ上ると、激しくドアを開け閉めして自分の部屋に戻もどり、そして……。

「……っしゃぁぁぁぁぁぁあああああああああああああああああああああああ！」

『？』

　……なんか二階から、よく分からない雄お叫たけびめいたものが響ひびいてきた。……ああ、うちの弟も、他より落ち着いているとはいえ、中学生だしなぁ。そういう日もあるのかな。

　そのまま、玄関にぽつんと佇たたずむ僕と千秋。そうして、十秒程経過したろうか。そろそろチアキと居間に向かおうとしたところで、再び、弟の部屋のドアが開く音がした。

　チアキと二人、なんとなく光正が階段を下りてくるのを待つ。

　が……そうして僕達の前に再び現れた光正の姿はと言えば……。

「え、光正、なんでカバン持ってコート羽織ってんの!?」

　完全に余所よそ行きの格好だった。驚おどろく僕とチアキに、光正はキラキラと爽さわやか笑顔で告げてくる。

「兄さん、オレ、急用できたから」

「ホント急だな！　え、なに、どうしたの!?　僕らと一緒にゲームしないの!?」

「まぁ、それはそれでオレ個人としては実に魅み力りよく的な提案なんだけど……」

　そう言って光正は、なぜか僕ら二人の並ぶ姿を一いち瞥べつして、ほくほく笑みを浮うかべた。




「でも大局的に見たら今、雨野光正という存在は、この世界に要いらないでしょう！」




『どうした急に！』

　なんか突然うちの弟がとんでもなくネガティブなこと言い出した。しかし口ではそんなこと言っているのに、なぜか大層上じよう機き嫌げんな様子で光正は僕らの脇わきを抜ぬけ、鼻歌まじりに靴を履はき始める。そんな彼の背に、僕は更さらに問いかけた。

「あの……光正？　具体的には何処どこに、何しに……」

「？　ああ……そうだなぁ……」

　急用と言った割には、まるで今考えるような素振りを見せる光正。彼は靴くつ紐ひもを結びながら熟考すると「よいしょ」と勢いよく立ち上がると同時に、僕らを振り返ってきた。

「折角だから痴ち女じよでもからかいに行こうかな」

『そんな休日の過ごし方ある!?』

　斬ざん新しんすぎて度ど肝ぎもを抜かれる予定だった。なにそれ。今時の中学生の間で流行はやってたりするのだろうか。

　僕とチアキが呆気あつけにとられる中、光正は玄関を押し開くと、「じゃ、行ってきまーす」と……本当に去って行ってしまった。

『…………』

　玄関にぽつんと取り残された僕とチアキは。思わず目を見合わせる。……光正が出て行ったその瞬しゆん間かんから、雨野家は妙に重たい静せい寂じやくに包まれていた。

『（……二人きりだ……）』

　互たがいの瞳の中にそんな状況への「察し」が見て取れてしまい、僕らは慌あわてて視線を逸そらす。僕は何かを誤ご魔ま化かすように、光正が出て行く時に再び開けてしまった鍵を、乱暴にガチャリと閉め直す。と、チアキがそれにびくんと肩かたを震ふるわせた。

　僕は自分のミスに気付き、慌てて取り繕つくろう。

「あ、いや、ごめん、その、鍵は普ふ通つうに閉めただけで、あの……」

「い、いえいえ、自分こそ、あの、すいませんです。なんか、変に、あの……」

「…………」

「…………」

　玄関で俯うつむき合う二人。……ここで皆みなさんに朗報です。なんとこのたび、僕の人生における「気まずい空気ランキング」「瞬間最大風速部門」で一位が更こう新しんされましたよ。……もう、勘かん弁べんして下さい。神様はぼっちオタクがそんなに嫌きらいですか。

『…………』

　僕らは二人、この、ワインにしたらまず間ま違ちがいなくボトルに億単位の値段がつくであろう最上級の「気まずい空気」を、心ゆくまで堪たん能のうする。そして……。

「えと……と、とりあえず、チアキ、居間の方に、どうぞ……」

「え、あ、はい、そそ、それではその、失礼します……」

　……相変わらずガチガチのままながら、ようやく二人、玄関から移動したのだった。




　雨野家の居間は結構こざっぱりとしている。カーペット敷じきの十二畳じよう程度の空間に、ストーブ、テレビ、サイドボード、ソファといったものが壁かべ側に寄るカタチで置かれ、部屋の中央には年季の入ったローテーブルが置かれているのみ。

　そんな部屋の中で所在なげに辺りをキョロキョロ見回すチアキに、僕はストーブに点火して温度調節をしながら声をかける。

「テキトーにソファとか座ってていいから。あ、そうだ、コート預かるよ？」

「あ、じゃあ、はい、すいません。今、脱ぎますので……」

「え、あ、うん……」

　……………………。……駄だ目めだ。なにこれ。なんで、チアキが「コートを脱ぐ」ってだけのことにまで、こんな、妙な緊張が発生しちゃう空気になってんの。

　僕はチアキから預かったコートを手早く玄関脇のハンガーラックにかけると、ついでに、軽くチアキに声をかけてから、自分の荷物を置きに一度二階の自屋へと向かった。

「…………ふぅ」

　部屋に入りドアを閉めると同時に軽く一度深呼吸し、何気なく姿見で自分の姿を見る。そうしてちょいちょいと髪かみを直しかけたところで……僕はハッとした。

「……なにしてんだか……」

　多少なりとも浮き足立っている自分に心底腹が立つ。何を「友達」相手に色気づいているのか、僕は。ホント気持ち悪い。

　いや、軽く身だしなみを整えるだけで自己嫌けん悪おにまで走るのは些いささか潔けつ癖ぺきすぎのきらいもあるが、相手がチアキだからこそ……以前僕なんかに告白してくれた女性だからこそ、むしろ、僕側はその気持ちに恥はじない……誠実な人間であるべきだと考えており。

「……っ！」

　僕は頰ほおを両手で強く挟はさむように叩たたく。正直赤く跡あとが残りそうな勢いだったが……構うものか。自じ業ごう自得だ。

　僕は彼女と遊ぶのに丁ちよう度ど良さそうなソフトを数本見み繕つくろって階下に降りると、先程までの妙な空気を切り替かえるようなテンションで居間に戻った。

「チアキ、なんか遊びたいのある？　って言っても、そんな選択肢ないけどさ」

「え？　あ、はい……そうですね」

　僕がテーブルの上にソフトを置くと、未だ緊きん張ちよう気味のチアキがソファから腰こしを浮かせてラインナップを眺ながめる。そうして数秒後……彼女が、突然くすくすと笑い出した。

　何事かと目をパチクリさせる僕に対し、チアキはテーブルの上を指しながら苦笑を向けてくる。

「あのあの……ここにあるソフト全部……自分も、持ってるので」

「え、ええ？　本当に？」

「はい。少しの違ちがいもなく。……まったく、ここまでくるといっそ爽そう快かいですね」

「……そうかも」

　そのまま二人、目を見合わせ、思わず吹ふき出してしまう。そうして一通り笑った頃ころに、やっと僕らは……ちゃんと「ゲーム友達」の空気で仕切り直せた。

「パーティゲームとかオフライン複数人プレイ推すい奨しようのものって、そもそも分母が意外と少ないから、『萌もえ』に関する価値観の相そう違いぐらいじゃ差が出ないのかもね」

「ですね。さて、自分も持っているゲーム遊ぶのもいいのですけど、折角なので初めてのやりたいですね。あ、ケータ、ダウンロード専用ゲームとかはどうなんですか？」

「あ、そうだね、ちょっと待って、今ハード起動するから」

「了りよう解かいです。あ、ケータ、二人でゲームするなら、テレビ位置的にこれ、ソファより下に二人並んで直接座った方がいいのでは……」

「あ、気付いちゃった？　なんかお客様に下座らせるのもなんだなと思って言わなかったけど、正直下座った方がやりやすいんだよね。光正とは普ふ段だんそうやって遊んでるし」

「ですよね。じゃあ、自分もそうしますね」

　チアキがソファから下り、足を崩くずしてカーペットに直接座る。僕はハードを起動し、二人分のコントローラーを準備してから、その隣となりにあぐらをかいて座った。……不思議ともうそこに緊張はなく、それどころか、家族でゲームを遊び始めたような安心感があった。

　僕側のコントローラーでシステムメニューを操作し、ダウンロードゲームリストを表示する。そのまま二人でしばし「これは自分も持ってます」だの「これ一見萌えイラスト使った同人インディーズゲームだけど、中身ガチだよ」だのと、ゲームをつまみとした会話を交わした。

　と、大体一通り見終わったかなというあたりで、チアキが一本のソフトに強い興味を示してくる。

「あ、これこれ！　一年ぐらい前に出た死にゲースパイアクションの『Ｓプラン』じゃないですか。懐なつかしいです。自分も少し気になってたんですけど、当時丁度ゲーム作り佳か境きようの時期だったので、なんだかんだスルーしちゃったんですよね」

「ありゃもったいない。安価でシンプルながら超ちよう面おも白しろかったよ。光正と一時期夢中になって遊んだもん。……まあ正直殆ほとんど解法的なもの忘れたけど。二人でやる？」

「是ぜ非ひ是非！」

　というわけで、チアキの希望で若じやつ干かんマニアック気味のインディーズゲームを開始する。……普通に定番のパーティゲームとかをキャッキャと遊ばないあたりが、実にこじらせた僕ららしい。

　チュートリアルステージで最低限の操作説明を受け、すぐにゲームが開始される。

　このゲーム『Ｓプラン』は、何かにつけてはすぐ死亡する棒人間的な貧ひん弱じやくキャラを操作し、触ふれたら即そく死しの罠わなや落とし穴をかいくぐりゴールまで到とう達たつすればそれでクリアという２Ｄのアクションゲームだ。ボタン操作も基本は移動とジャンプだけ。動きがキビキビとしているのでアクションの腕うではかなり重要だが、複数人プレイ時にはそれ以上にチームワークが要求される。故ゆえに、兄弟でわいわいプレイするにはもってこいだったわけで。

「（しかしそれだけに、光正以外とは遊べるイメージがまるでわかないゲームでもあったんだけどな……）」

　そんな僕の杞き憂ゆうを余所に、チアキとの二人プレイはすこぶる順調に進行した。二人とも決してゲームが上手うまいタイプの人間ではないのだが、こと、腕よりチームワークが重要なこのゲームに対する僕らの適正は圧あつ倒とう的で、遂ついにはチアキから「言う程死にゲーではないですね」などという感想が漏もれる始末だった。……冗じよう談だんじゃない。光正とプレイした時は、難しいステージだと三桁けたの死亡数を叩き出すこともザラだったのだ。

　なのに今回ときたら、高難易度ステージでさえ十回死ぬことがまずない。二人とも互いに今したいこと、そして、今必要としている助けが手に取るように分かるため、単純な操作ミスや初見殺しトラップ以外の要因で倒たおれることがなかった。

　複数人協力プレイのゲームで一切のストレスを感じないというのは、ちょっと驚おどろきのプレイ感覚だった。自分より上うわ手てのプレイヤーにエスコートされるのともまた違う。一人プレイ時の達成感と、複数人で遊ぶ一体感、そのどちらをも１００パーセント得られるという奇き跡せきの感覚。

　──ぶっちゃけ、こんなに「気持ちのいい」ゲーム体験は、初めてだった。

　どうやらそれはチアキ側も同様だったようで、一面クリアする度たびに僕の方を見ては、「楽しいですねっ、ケータ！」とキラキラした眼まな差ざしで語ってきた。全面同意である。楽しい。

　僕とチアキはそのまま、夢中になって『Ｓプラン』を遊び続けた。

　そうして四十分ほど経たった頃だろうか。ステージギミックも大分えげつなくなってきて、コントローラーを握にぎる手にも力が入ってきたあたりで……チアキがふと、画面に視線をやったまま、語りかけてきた。

「ケータ。自分一つ……謝らなきゃいけないことが、あるかもです」

「ん？　なにさ。もしかして、スイッチ押せない位置まで来ちゃった？　じゃあ、一回自じ爆ばくしてリトライしていいよ」

「いえ、そうじゃなくて。こっちは大だい丈じよう夫ぶです、はい、スイッチ押しました」

「お、サンキュ、扉とびら開いたわ。じゃ、後は僕の操作キャラがゴールするだけだな。気合い入れないと」

「ですね。ガンバです、ケータ。あ、それで、自分の謝りたいことなんですが……」

「うん、なに？」

　僕はゴール前の最大の難関たる浮ふ遊ゆう機き雷らいだらけの空間を、小さくか弱い自キャラで、慎しん重ちように、隙すき間まを縫ぬうように進めていく。そうして、全部で四つある機雷エリアのうち、三つはクリア。残すは最後の一エリアのみ。僕は一度呼吸を整えると、慎重に……それでいて大だい胆たんに、機雷エリアへと飛び込み──




「自分は、フラれた今でも、やっぱりケータのこと、好きです」




　──爆ばく発はつした。僕の操る棒人間的キャラがバラバラに砕くだけ散り、即そく座ざに少し前のリトライポイントに新しい操作キャラが出現する。……このゲームの良いところは、リトライが実に容易なところだ。残機とかゲームオーバーとかいう概がい念ねんそのものがない。……プレイヤーが諦あきらめない、限りは。

「……ごめんなさい。でもこれが……今の自分の、噓うそ偽いつわりない、本ほん音ねなので」

　画面を見つめたまま淡たん々たんと続けてくるチアキ。

「……そっか」

　僕もまた淡々と応じて、今一度機雷エリアに挑ちよう戦せんするも……今度は四つあるうちの一つ目のエリアさえ越こえられなかった。何度も、何度も、何度も、イージーミスを繰くり返す僕。……手汗あせが酷ひどい。

　僕は一つ嘆たん息そくすると、自分のコントローラーを軽く袖そでで拭ぬぐってからチアキに放った。

「交代。チアキお願い」

「……了解です」

　二人、互たがいの目は見ないまま、やりとりを交わす。僕からコントローラーを受け取ったチアキは、初回の僕同様、サクサクと機雷エリアを三つクリア。残り一つ越えればゴールというところまでやってきた。

「……チアキ。だったら僕も、キミに打ち明けなきゃいけないこと、ある」

「……なんでしょう」

　画面を見たまま応じ、最後のジャンプに備えて息を整えるチアキ。そうして彼女が、いよいよ機雷エリアに向けて飛び出したところで……僕は、告げる。




「僕は、フラれた今でも、やっぱり天道さんのこと、好きなんだ」




　果たしてチアキの操作キャラは──

　──なんの淀よどみもなく動き、見事、機雷エリアを抜ぬけ、ゴールに辿たどり着いていた。

　彼女はそこで僕の方を向くと、にこりと微笑ほほえんでコントローラーを返してくる。

「はい、分かってます」

「……そっか」

　彼女の手からコントローラーを受け取る僕。……それは、まるで手汗に汚よごれていない、サラサラのコントローラーで。

　チアキは僕から返された自分のコントローラーを握り直すと、何事もなかったように画面の方へ視線をやり、次の面を開始させる。

　僕もまた彼女に倣ならってゲームを再開させ……そうして二人、相変わらず息ぴったりの動きで中ちゆう盤ばんまで進めたところで、今一度、会話を再開させた。

「……どうして自分達は、こんなところまで、似ちゃうんでしょうね」

「……困ったもんだよね」

「ですです。最悪です、もう」

　チアキが、泣いているような、笑っているような、どちらにも聞こえる声で返してくる。

　直後、僕とチアキはゲーム上で二人同時にミスをした。爆発四散したキャラが直前のチェックポイントで再構成され、二人、再び難所に挑いどむ。

　ゲームに集中しながらも、チアキが、僕に質問を繰り出してくる。

「……ケータ。現実のリトライは、何回まで許されると思いますか？」

　その質問に、僕は少し逡しゆん巡じゆんし……そして、自分なりの答えを返す。

「……それはきっと、このゲームと同じだよ」

「無制限ということですか？」

「リトライする側の気持ち次し第だい、じゃないかな」

「……かもですね。っと」

　直後、油断したわけでもないのに、またも僕とチアキはミスしてしまう。どうやら今回ばかりは相当な難所のようだ。僕らはもう一度、もう一度とプレイするも、難所は一向に越えられない。同じ場所で十分粘ねばってなお、光こう明みようの一つも見いだせない有様だった。

　が、ふと、そこでチアキがクスクスと笑い出した。

「……なんだよ」

「いえ。別に。……自分達、二人とも、すっごくしつこいなぁって」

「……だって、クリアしたいだろ、これ。……どうしても」

「はい。クリアしたいですよね、これ。……どうしても」

　そんな言葉を交わし合ったのを最後に。

　この日僕らは……チアキの門限ギリギリまで、ただただ黙もく々もくと、越えられるアテもない難所に挑み続けたのだった。




　　　　＊




「うぅ、それにしても悔くやしいです……こんなにやって結局クリアできないとか……」

　最も寄よりのバス停に着いた途と端たん、チアキが項うな垂だれるようにベンチへともたれかかる。

　僕は白い息を吐はきながら、「しゃーないだろ」と苦笑した。

「あの面はチームワーク云うん々ぬんじゃなくて、もう完全にテクニックの問題なんだから。僕らみたいな『下手へたの横好き』ゲーマーには厳きびしいステージだよ」

「うぅ……でもでも、ケータ、一年前はクリアしたのでは？」

「光正がね」

「うわ、なんて使えない兄ですか」

「うるさいな」

　僕はチアキをゲシゲシと蹴けってベンチを少し空あけさせると、彼女の隣となりに腰こし掛かける。

　時刻は既すでに十八時を回っている。ふと空を見上げると、冬の澄すんだ空気の中、星々が美しく瞬またたいていた。……まるで、彼女から告白を受けた、あの夜のように。

　チアキも隣で僕同様に星空を眺ながめつつ、ぽつりと呟つぶやく。

「……不思議だったんですよね」

「何が」

「……あの、自分がケータに告白してフラれた、夜のことです」

「…………」

　神しん妙みような顔つきで黙だまり込んでしまう僕。と、チアキが星空を見上げたまま微笑を浮うかべた。

「あの日のことは……なぜか、自分の中では、いい、思い出なんです」

「いい思い出？　僕が……あんな酷い答えを返したのに？」

「はい。ケータにフラれたのに、です。……ああ、いい夜だったなって……そんな風に思い返して、しまうことが、今でも、時折、あって」

　……チアキに、強がっている様子や、僕を気き遣づかっている様子はなかった。本当に、心からそう思っている。そんな笑顔で、チアキは続けてくる。

「ずっとずっと不可解だったんですけど、でも今日、少しだけ理由が分かりました」

「……その理由って？」

「教えてあげません」

「えー」

　ここに来てなんか急におあずけ食らった。僕が不満げな顔をしていると、チアキは舌をチロッと出して告げてくる。

「ケータは、もうちょっと『星ノ守千秋』について悩なやんで、いいと思います」

「悩んでるよ。一番美味おいしい出汁だしの取り方とか」

「うん、ケータはフッたことの罪悪感云うん々ぬんより、まず暴言の数々を謝罪すべきでは！」

「あ、バス見えてきたよ乾かん物ぶつ」

「ケータの女性に対する『誠実さ』って実は凄すさまじく偏かたよってませんか!?　ねぇ!?」

　激しくツッコミを入れつつも、やれやれとベンチから立ち上がり、バスを待つチアキ。

　僕も彼女の隣に立つと、今一度星空を眺めながら……ぽりぽりと頰ほおを搔かきつつ、小さく、独り言のように呟いた。

「その……今日は…………楽しかったよ」

　と、残念ながら僕の言葉がバッチリ聞こえていたらしいチアキが、もじもじと俯うつむき、返してきた。

「えっと……。…………自分もです」

「そ、そか」

「は、はい」

　…………。……やばい。なんかまたデート序じよ盤ばんの空気が戻もどって来てしまった。

　と、二人そわそわし始めたタイミングで、バスが到とう着ちやくする。乗客は殆ほとんどいない。

　若じやつ干かんガタの来ているらしい後部ドアがもたつきながら開く中、チアキは「じゃあ」と少しはにかんで小さく手を振ふってきた。

「また、学校で。……あ、クリスマスパーティも、楽しみにしてますです！」

「あ、うん、僕もだよ。じゃあね、チアキ。また、学校で」

　チアキがバスに乗り込むべくステップに足をかける。……と、そこで彼女は何やらハッとした様子でこちらを振り向き一歩引き返すと、慌あわてて僕を招き寄せる。

「あ、そうだそうだ、ケータ、忘れ物ですっ忘れ物ですっ」

「？　え、なに、もしかして、うちに何か──」

　僕側も焦あせって、思わずチアキに一歩寄った、その瞬しゆん間かんだった。

「────」

　──僕の冷えた頰に、温かく湿しめり気けを帯びた何かが、触ふれたのは。

「……え？」

　思わず頰を押さえて呆ほうける僕。チアキはといえば……自身も顔を真っ赤にしながらも、それでもどこか堂々と、悪戯いたずらっぽく僕に笑いかけてきた。

「そ、そのその、リトライするからには、前回より攻せめないとですしねっ、はい！」

　そう言って、僕の答えを待つこともなく、すぐにバスのステップを登るチアキ。

「…………」

　そうして、僕が口をぱくぱくさせている間にも、ドアが完全に閉まってしまう。チアキはドア付近の座席に着席すると、少し気き恥はずかしそうに窓から手を振ってきた。

「…………」

　バスがゆっくりと発車する中、僕もまたそれに手を振り返すと……彼女の乗ったバスが走り去るのを見送り、そして、その姿が完全に見えなくなったところで……。

「…………っっはぁぁぁぁぁぁぁぁぁ[image: ～][image: ～]」

　ベンチにへたり込むようにして座り込んだ。……さっきまで冷たかった頰が、今は尋じん常じようじゃなく熱い。僕は恥ずかしさでのたうち回りそうになりながらも、思わず頭を抱かかえる。

「（いやいや、これは、さすがに、あの、ちょっと、なんというか、その……！）」

　照れ、罪悪感、焦しよう燥そう、困こん惑わく……それに、後ろ暗い喜び。それらの感情がいっしょくたになって押し寄せて来た結果、僕は一人、無人のバス停で悶もだえ続ける。

「（あぁぁぁぁぁぁぁああ！　胸が！　胸がなんかむずむずして耐たえられない！　うあぁぁぁぁぁぁああ、なんだこれ、なんだこれ！）」

　頭や胸をかきむしってジタバタとのたうち回る僕。……きっとチアキも現在、バスの中で一人、恥ずかしさで足をバタバタさせていることだろう。ホント、なに、これ。

　慣れないことをされて悶えるぼっちと、慣れないことをして悶えるぼっち。




　──僕らの頭上に輝かがやく北の星空は、今日も今日とて、馬ば鹿かみたいに綺き麗れいだった。








【ゲーマーズとアブストラクト・クリスマス】






　十二月二十四日、日曜、午後二時。

「本当に光こう正せいはクリスマスパーティ、僕と一いつ緒しよに行かなくていいの？」

　玄げん関かんで靴くつを履はき終えた僕が振ふり返って訊たずねると、我が弟・雨あま野の光正が、廊ろう下かの壁かべに肩かたを預けて腕うでを組みながら苦笑いを返してきた。

「いいって。先せん輩ぱい方だらけのクリスマスパーティとか、普ふ通つうにハードル高いって」

「そう？　あ、でもほら、結局パーティは、今日ご両親が丁ちよう度ど家を空あけるらしい星ほしノ守もり家で開かい催さいすることになったから、コノハさんも参加するよ？」

「それを言ったらオレが行くかもと兄さんが思った理由については後で改めて問い質ただしたいけれど、や、ホントに遠えん慮りよとかじゃなく、いいから」

「チアキの家、過ごしやすいよ？」

「そりゃオレも義姉ねえさんの家には一度ご挨あい拶さつに行かなきゃとは思うけどさ」

「ねーさん？」

「……なんでもない。まあとにかく、オレのことはいいから、楽しんでおいでよ、兄さん。行ってらー」

　さっさと行けと言わんばかりにテキトーに手を振る光正。……相変わらず兄への興味が驚おどろくほど薄うすい弟だ。

　僕は嘆たん息そくすると「はいはい、行ってきます」とこちらも軽く手を振り返し、荷物を持って、改めて家を出たのだった。




　雨野家から星ノ守家までは、徒歩とバスで約五十分程度かかる。まずは自宅から街の駅までバスに乗り、そこから星ノ守家方面へと向かうバスに乗り換かえる。

　駅前に到着した時点で時刻は午後二時二十五分。このまま順当に行けば二時五十分にはチアキの家に着けそうだった。

「よいしょっと」

　ゲームやらプレゼントやらとそこそこの重量になった手て提さげ鞄かばんを持ち直し、星ノ守家方面へと向かうバスの停留所へと向かう。

「……と、降ってきたなぁ」

　ふと空を見上げると、薄うす雲ぐもからハラリハラリと粉雪が舞まい降おりてきていた。北の大地に住んでいる以上、普ふ段だんは積雪にありがたみなど感じることはないが、それでも、クリスマスイブに景色を軽く彩いろどる程度の雪が降ってくれたことに関しては、少しだけ風ふ情ぜいを感じないでもなかった。

　空をぽんやり見上げたままバスの停留所まで歩き、そして……思わず、白い息と共にぽつりと感情を吐はき出してしまう。

『…………楽しみだなぁ……』

　と……その言葉が誰だれかと完全に重なり、僕はドキリと心臓を跳はね上がらせる。どうやら停留所には先客がいたらしい。僕は慌てて視線を下げると、その人物の姿を確認し、謝罪をしようと──したところで、ようやくはたと、気がついた。

「……て、天てん道どうさん？」

「あ、雨野、くん？」

　目の前には、粉雪の中に佇たたずむ麗うるわしき天使──じゃなくて、僕の元カノ・天道花か憐れんその人がいらっしゃった。

『…………』

　互たがいに、なぜか、目が離はなせなくなってしまう。しんしんと雪の降りしきる中、見つめ合ったまま、黙だまり込む二人。

　……頰ほおがにわかに熱を帯び、鼓こ動どうが高鳴る。……どうして僕は、いつまで経たっても、こうしてこの人に……天道花憐という人に相対すると、胸が苦しくて仕方なくなるのだろう。天道さんが、僕の、そういう一見「心を開いてくれていない」ような態度をあまり面おも白しろく思っていないことはなんとなく分かるのだけれど……それでもこればっかりは、どうしようもなくて。

『…………あの』

　二人、言葉を切り出すタイミングが重なってしまい、また、黙り込んでしまう。

　……よくよく考えてみれば、これは別に、ドラマティックな「運命の出で逢あい」でもなんでもない。

　そもそも僕らは同じパーティの参加者。同じ場所に、同じ時刻を目指して向かおうとしているのだ。そりゃ、偶ぐう然ぜんに……というか必然的に会いもするわけで。

　つまり、こんな出逢いに「運命」を感じて舞い上がってしまうのは、いけない。……いや正直舞い上がってるけどさ。それでも僕は気持ちをグッと抑おさえ……ようやく、どうにかこうにか、天道さんに「普通に」笑いかけることに成功した。

「こ、こんにちは、天道さん。偶然だね」

　と、天道さんもまた……珍めずらしく少しぎこちない笑顔で、僕に、切り返してくる。

「え、ええ、こんにちは、雨野君。そ、そうね、偶然ね。ええ、偶然。運命とかそういうんじゃなくて、なんというか、ええ、確率の割と高い『偶然』よね、うん」

「で、ですよねー」

　そう応じつつ、僕は彼女から一いつ瞬しゆんだけ視線を逸そらすと……素早く自らの胸をさする！

「（あ、危なっ！　危あやうく『運命』とか口走るとこだったよ！　そうだよね！　いくら元恋こい人びとでも、こんな程度のことで『運命』とか言うヤツキモいよね！）」

　僕は自分がギリギリ踏ふみとどまったことにほっとすると、改めて天道さんに応じる。

「一緒の目的地に向かう途と中ちゆうで会ったからって『運命』なんて感じてたら、それはもう、殆ほとんどストーカーの発想ですよね、ええ！」

「そ、そうよね。ええ、その通りよ。私もそう思うわ、雨野君！　ええ、そうですとも」

　そう言って、今度はなぜか天道さんが僕から視線を逸らして、あっちで自らの胸むな元もとをさするような動作を見せていた。……？　どうしたのだろうか？　胸焼けかな？

　彼女はこほんと咳せき払ばらいしてこちらを振り向くと……その時にはもうすっかりいつもの「天道花憐」に戻もどって、世間話を切り出してきた。

「見たところ、結局、光正君はいらっしゃらないのですね？」

「ああ、そうなんですよ。まあ、年上の人間ばかりいる中でパーティってのも、気ぃ遣つかうでしょうしね」

　僕がそう語ると、天道さんがなぜか伏ふし目がちに呟つぶやいてきた。

「……いえ、彼は、私達に気を遣うとか、そういうタイプでもない気がしますが……」

「？　あ、前回の集まりの時に、もう天道さん達とは仲良く打ち解けてますもんね」

「……う、打ち解けてというか……。……いえ、なんでもないです。それでは今日の参加人数は、やはり六人になるようですね」

「ですね。ゲーム同好会五人に、コノハさんが加わって、五人ですね」

「まあ星ノ守家をお借りする以上はそうなりますよね」

　と、そんな雑談を交わしていると、星ノ守家方面に向かうバスが到とう着ちやくした。

　天道さんと僕はステップを登り、空いた車内に足を踏み入れていく。と、先に天道さんが二人ふたり掛がけ席に着席したので、僕もその隣となりに──座ろうとしかけたところで、ハッと動きを止めた。

「（こ、恋人でもないのに、しれっと異性の隣とか、座っていいものなのか？）」

　なんか今僕、普通に天道さんの隣に座ろうとしたけど、改めて考えてみれば……それはちょっと恐おそれ多いだろう。

　幸い、車内に他の乗客の姿はない。つまり二人席を一人で占せん有ゆうしてなんの問題もない。

　というわけで僕は……天道さんの一つ前の二人席に、腰こしを下ろした。

「ふぅ……」

　窓側に座り、カバンを隣に置いて、一息つく。……よし、今回も僕、ギリギリで選せん択たくを間ま違ちがわずに済んだぞ。別れている者の距きよ離り感を、間違えずに……。

　と、そんな風にホッと胸をなで下ろしていた、その刹せつ那なだった。

「…………！」

　背後から首筋に……刺さすような視線を……殺気を、感じたのは。

　カタカタと震ふるえながら、恐る恐る、ちらりと、背後の席の様子を確認する。

　とそこには……。

「（……にこぉー）」

　……振り向いた僕に、菩ぼ薩さつみたいな顔で微笑ほほえみかける天道花憐さんの姿があった。

　…………。

　断言しよう。それは僕、雨野景けい太たがこの十七年の人生で見てきたなにより──禍まが々まがしいオーラを放つ存在だった。

　慌あわてて前に向き直った僕は、顔中にだくだくと脂あぶら汗あせをかきながら思考する！

「（え、なんで!?　なんで怒おこってるのこの人!?　僕が隣に座らなかったから!?　え、でも、今恋人とかじゃないですよねぇ、僕ら！　なのにしれっと隣座る方が、むしろ、元カノに馴なれ馴なれしいアレな男感ないですか!?）」

　正直、怒られることに納得がいかない。……納得がいかないので、怖こわいながらも、僕は……カラカラの喉のどからどうにか彼女に抗こう議ぎの意味での質問を繰くり出した。

「あの……天道さん？」

　ちらりと軽く振り返る僕。天道さんはと言えば……未だに菩薩だった。

「はい、なんでしょう、ヘタ────雨野景太君」

　今この人、僕のこと「ヘタレ」って呼ぼうとしませんでした？……まあいいや。

「あのぅ……ほら。僕らって今……恋人じゃ、その、ないわけ、ですよね？」

「そうですね」

「ですよね。だとしたらその……バスで前後に座るのも、まあ、アリ、ですよね？」

「…………。……あ、アリ、でしょうね」

　背後から、ギリッと、何か爪つめを嚙かむような音が聞こえてくる。……怖い。なんなの。なんなの、天道花憐さん。そもそも自分から僕に別れを切り出してきたんじゃ、ないの？

　とりあえず、触さわらぬ学園アイドルに祟たたりなしだ。……なんか彼女と知り合ってすぐにもこんなこと思った気がするけど。僕は、黙って窓の外の景色を眺ながめ始めた。

　……そうして、一分ほど経過した頃ころ。背後から、天道さんの若じやつ干かん威い圧あつ的な「ごほん！」という咳払いが聞こえてきた。そうしてそのまま……なにやら独り言めいたことを言い始める、ブロンド女性。

「あ、あー、今日は少し冷えますね。……か、カバンを、膝ひざの上なんか、置いちゃったりして。あ、あったかーい。二人席の隣の空間空いちゃったけど、あったかい、かも」

「…………」

「……で、でも、あれ、まだ、ちょっと、冷える気がしますね、ええ。な、なんでしょうね、これは。風邪かぜでしょうかね。ああ、隣に人ひと肌はだでもあれば、また、少し違ちがう気も──」

　と、そこで田舎いなかの気の良いバス運転手さんによる車しや掌しようアナウンスが響ひびいた。

『あ、お客さん、ちょっと暖だん房ぼう強めにしときますねー』

「……ぐ!?　……あ、ありがとうございます……！」

　なにか酷ひどく悔くやしそうに感謝の言葉を述べて押おし黙る背後の学園アイドル。……ちなみに既すでに車内は割と暑い。この上さらに暖房が効いてくるとなると、いよいよ、汗あせばんでくるレベルだろう。他に迷めい惑わくをかけるお客さんがいなかったことだけが救いだ。

『…………』

　重たい沈ちん黙もく。無む駄だに暑い車内。じっとりと汗ばむ肌。先日別れたばかりのカップル。

　……もはや殆ど地じ獄ごくの様相だ。クリスマスイブとは、一体。…………。……ったく。
















「……はぁ」

　と、そこで僕は一つ大きくため息をつくと、カバンを手に取り、席を立った。

　そうして……。

「へ？」

　戸と惑まどう天道さんの隣の席へと、ドスンと、荒あら々あらしく腰を下ろした。……暑い。天道さんと密着しているせいで、照れも相まって、さっきより数倍暑い。だけど……。

　僕は、視線をぷいっと通路側に向けたまま、少しぶっきらぼうに告げる。

「……もう、いいです」

「はい？」

「だから。……変に配はい慮りよするの、もう、やめました。ストーカー上等です。たとえ天道さんに迷惑だったとしても……僕はその時、自分がしたいことを、するように、します」

「…………」

　何も言ってくれない天道さん。……うぅ、なんだこれ、恥はずかしい。

　僕は照れを隠かくすように続ける。

「……だ、だから天道さんが今とても暑苦しくても、知ったこっちゃないです。あれです。フラれた男の復ふく讐しゆうと思って、諦あきらめて下さい。すいませんね、キモくて」

　僕が半ばやけっぱちみたいにそう告げると。

　天道さんは……隣で、くすくすと笑いながら、返してきた。

「ほんと、こんな暑いタイミングで隣座るとか、迷惑な元カレさんですね。迷惑な人ですけど……その、まあ、少しぐらいなら、隣に座ることを、許可、します」

「そ、そうですか。……では、ま、まあ、遠えん慮りよなく」

「え、ええ。……あの…………どうぞ」

　……そうして僕らは二人、たった数分──それも、暑いバス車内という、よく分からない空間ではあったものの。それでも。




　恋人の距離感で、クリスマスイブのひとときを、過ごすことができたのだった。




　　　　＊




　結局僕と天道さんは集合予定時刻の十分前に星ノ守家へと到着した。チアキに玄げん関かんで迎むかえられた時、僕と彼女は前回の強制デートを思い出して互たがいに一いつ瞬しゆん緊きん張ちようしかけたものの、天道さんが一いつ緒しよということもあり、どうにか照れや戸惑いを理性で抑え込めた。

　そのまま居間へと通され、コノハさんと軽く挨あい拶さつなど交わしていたところで、チャイムの音が鳴り、上うえ原はら君とアグリさんが到着する。この二人も、バスで偶ぐう然ぜん一いつ緒しよになったらしい。二人の未だ若干気まずそうながらもどことなく充じゆう足そくした表情を見るだに、彼らも僕と天道さんと似たような展開を辿たどったらしかった。

　ふと目が合ったアグリさんと僕は、互いに軽く照れ笑いを交わし合う。

　そうして挨拶なども一段落し、居間のテーブルに全員が着き、全員にシャンパン風炭酸飲料が行き渡わたったところで、上原君がグラスを持って立ち上がり、こほんと咳払いをした。

　小さく、しかしどこか上品な星ノ守家のクリスマスツリーを背に、上原君が少し緊きん張ちようした面おも持もちで語り出す。

「えー、この度たびはこうしてゲーム同好会関係者の面々で集まれたこと、心より──」

　が、その途中でアグリさんが言葉を遮さえぎるようにグラスを掲かかげた。

「はい、かんぱーい！」

『かんぱーい！』

　僕らもそれに一いつ斉せいに乗っかり、上原君以外の全員でグラスを軽く鳴らし合って、シャンパン風炭酸飲料に口をつけた。上原君が一人「おいお前ら！」と実にツッコミキャラらしいリアクションを取っているが、その実、顔は割とにやけていた。まあ上原君としてもアグリさんがこんな風に割り込むのは想定内だったのだろう。

　彼はやれやれと着席し、隣に座るアグリさんとだけ軽く乾かん杯ぱいを交わして、飲み物に口をつける。そうして全員がテーブルにグラスを置いたところで、「さて」と上原君が仕切り直してきた。

「パーティっつっても大して段取り決めてねーけど、どうする？　遊ぶか？」

　その提案に、思わず全員が「んー……」と微び妙みようなリアクションを返してしまう。

　というのも……別に遊ぶのがいやなわけではなくて……その……。

　上原君が、苦笑混じりにその理由へと言げん及きゆうする。

「ま、まぁ、そうだわな、どうしたって……《プレゼント交こう換かん会》のことは気になっちまうわな」

　その言葉に、全員が力なく笑う。

《プレゼント交換会》

　それは、この緩ゆるいクリスマスパーティ開かい催さいにあたり、唯ゆい一いつ、事前に約束されていた催もよおしである。

　その概がい要ようは……まあ、そのまま、よくあるプレゼント交換会だ。各おの々おのが一品ずつプレゼントを持ち寄り……それらをシャッフルして再分配する、例のアレ。

　が、この提案……当初は参加者の全員がもれなく難色を示した。

　そりゃそうだろう。だって…………その……。




　僕ら、だよ？




　ランダムでプレゼントを交換し合って、「良い結末」に辿り着く未来が見えない。

『（どうせロクでもないことになる！）』

　これが全員の共通所感である。それは、この企き画かくの提案者たる上原君も重々承知していたらしいのだが……しかしそれでも、彼は開催を強く希望した。曰いわく、

「や、そのイベントすらなくしたら、クリスマス会って、いよいよ、なに？」

　らしい。その言葉には僕らもまるで反論の術すべを持たなかった。確かにそうである。このままでは……正直ただのゲーム会だ。

　そしてだめ押しのように、上原君は続けた。

「変な気合いを入れなきゃいいんだよ。恋れん愛あいがどうこうは一いつ旦たん置いて、単純に、友達とプレゼント交換するっていう催し。な？　ゲームの一いつ環かんと思って、やろうぜ」

　と。そう言われるともう、僕ら側に強く反対する理由はない。

　そうして、僕らはそれぞれに、プレゼントを調達、本日持ち寄ったわけだけれど……。

　コノハさんが、苦笑い混じりに呟つぶやく。

「まあ、ぶっちゃけ、なんだかんだで、ソワソワしますよね、《プレゼント交換》」

　それに、アグリさんも同意する。

「コノコノの言う通りだね。……じゃあ、もういっそのこと、交換会、先にやっちゃわない？」

　アグリさんの提案に……僕らは軽く目を見合わせ……それから、全員で頷うなずく。

「ですねですね。変な緊張状態のまま遊ぶのも、落ち着きませんし！」

「そ、そうだよね。僕も、こう、宿題は先に片付けたいタイプだし」

「そ、そうだよな！　じゃあ……やるか、交換会！　全員、プレゼント用意しろー」

　というわけで、上原君の号令の下もと、僕らは早さつ速そく交換会へと臨のぞむ。

　実際、やること自体はシンプルだ。あみだくじ作成アプリで作ったくじに従い、それぞれにプレゼントを割り当てるだけ。その際一応、流石さすがに自分に自分のプレゼントが当たることだけはないよう、アプリ側で設定を施ほどこしてある。それ以外は完全にランダム。

　チアキがタブレットを操作し、あみだくじ画面をテレビに映し出す。

　僕らはそれを固かた唾ずを吞のんで見守る。

　……正直な本ほん音ねを、ぶっちゃけると。

　気軽な友達同士の交換会……なんていうのは建たて前まえで。

　実際全員、まず間ま違ちがいなく──自らの想おもい人と交換し合う状じよう況きようを期待していた。

　そ、そりゃそうでしょう！　だって、クリスマスだよ!?　そして誰だれもがイマイチ恋こいが上手うまくいっていない、この状況だよ!?

　そりゃ聖夜の粋いきな奇跡はからいに期待するなって方が無理でしょうよ！

『…………』

　そんなわけで、「気軽な交換会」の前提はどこへやら、全員が全員、祈いのるように画面を見つめる。気楽にという概がい念ねんの言い出しっぺたる上原君まで、今や鬼き気き迫せまる表情でテレビを睨にらみ付けていた。……や、やる気満々じゃないですか、貴方あなた……。

　そうして、それぞれの思おも惑わくが錯さく綜そうする中、いよいよ開示されたその結果──全員の貰もらったプレゼントリストが、これだ！





　雨野景太　　美顔ローラー（上原祐たすくから）

　上原祐　　　女性モノのハンカチ（雨野景太から）

　星ノ守千ち秋あき　萌もえ系ラブコメライトノベル既き刊かんセット（星ノ守心春このはから）

　星ノ守心春　男性用レザーパスケース（亜あ玖ぐ璃りから）

　天道花憐　　男性モノのハンカチ（星ノ守千秋から）

　亜玖璃　　　ガチゲーマー御ご用よう達たしの品しな薄うすプロコントローラー（天道花憐から）






　…………まあ、全てのプレゼント交換が終わった後の、全員の感想は、一つだよね。

『（いらねぇぇぇぇぇぇぇえええええええええええええええええええええええええ！）』

　半ば予想していたとはいえ……それにしても、あまりにあんまりな全ぜん滅めつっぷりだった。

　僕は……自分の頰ほおを美顔ローラーでコロコロしながら、上原君に怒ど鳴なる！

「なんで美顔ローラーとか入れるんだよ！　僕に当たる可能性は考えなかったの!?」

「うるせぇ！　それは亜玖璃が以前欲しいって……！　い、いや、それにお前だって女性モノのハンカチっつう、いかにも女慣れしてないオタクが選びそうなしょーもないプレゼント入れやがって！」

「しょ、しょーもないって、なんだよ！　ほら、チアキだって、男性モノのハンカチにしているじゃないか！」

「……まあ、千秋さんのは、私のところに来たのですけどね……」

　天道さんが酷ひどく気まずそうに、僕とチアキを交こう互ごに見る。……う、うん、まぁ、チアキはその……僕狙ねらいで男性モノのハンカチにしてくれたんだろうな……うん。……それだけに、それが天道さんの手に渡った今、チアキのいたたまれなさときたら。

　そして彼女は彼女で、手に持った……まるで趣しゆ味みじゃないであろう、萌え萌えイラスト満まん載さいのライトノベルを涙なみだ目めで見つめる。

「……心春、どうして……」

「ど、どうしてと、言われても……」

　コノハさんがぐっとたじろぐ。……分かるよ、コノハさん。僕には、分かる。それ、エロゲのシナリオライターさんが手がけた、少し前の超ちよう名作ライトノベルなんだよね。本当は、僕という同志あたりに、共有してほしかったんだろうね。分かるよ。分かるけど……どうして萌え嫌ぎらいの姉に行く可能性を少しでも考こう慮りよしなかったかな！

　そして、そのコノハさんはコノハさんで、男性用のレザーパスケースを、どうしたものかと手の上で弄もてあそぶ。

「……あんまりあたしの趣味じゃないんですけど、このパスケース……」

「あ、亜玖璃だってコノコノになんか、あげたくなかったよ！　完全に、祐に似合うなーという観点だけで選んだからね、それ！」

「なんでですか！　交換会だって言ってましたよねぇ!?　彼以外に当たる確率の方が、高かったですよねぇ!?」

「そうだけど……そうだけどさ！　でもほら、パスケースは、全員なんだかんだで使えるじゃん！　その点……亜玖璃に来たこれはなに!?」

「プロコントローラーです。最近出たばかりの最新ハードの」

　淡たん々たんと答える天道さん。彼女に、アグリさんが涙目で食ってかかる！

「亜玖璃そのハードさえ持ってないんだけど!?」

「大だい丈じよう夫ぶです。その、凄すごく手になじむコントローラーの触さわり心地ごこちだけでも楽しんで下さい」

「無理だよ！　感性がマニアックすぎるよ！　これ、誰かと再交換しちゃダメ!?」

「そ、それは……」

　天道さんが言い淀よどんだところで、その場の全員が微妙な緊張状態に包まれる。

　そう……アグリさんの言う通り、再交換が成立するなら、それぞれもう少しマシな状況にはなる。なるのだけれど……そうなると今度は……。

『（誰が誰のプレゼントを手に入れるかで、絶対に揉もめる！）』

　それもまた、分かりきっているわけで。そうなったら最後、楽しいクリスマスパーティは完全にゲームオーバーだ。

　となると……もう、結論は、一つ。

『…………』

　刹せつ那な、アグリさんも含ふくめたその場の全員が、同時に、「結論」に至る。

　僕らは、互たがいに目を見合わせ、全員で、こくりと頷き合うと。

『…………うぎぎ……』

　全員が全員……激しく歯ぎしりをしながら、自らへのプレゼントを、それぞれへのカバンへとしまったのであった。

　…………。

　……世の中のリア充じゆうさん達って、このイベント、マジでどうやって楽しんでるの？




　　　　＊




「き、気を取り直して、ゲームしましょう、ゲーム！　ね？」

　すっかり盛り下がった空気を回復しようと、天道さんが手を叩たたいて遊びの提案をしてくる。まあ正直、交換会が「泥どろ沼ぬま化か」しそうだったことは全員がなんとなく予想していたことだったので、実はダメージがそれほど大きくもない。

　僕らは天道さんに倣ならって意識を仕切り直すと、改めて前のめりに話し出した。

　まず上原君が天道さんに賛成する。

「だな。ああ、そうだ雨野、お前結局なんかボードゲームとか調達したんだっけか？」

「あ、うん。軽いカードゲームぐらいなら。あと、テレビゲーム系に関してはチアキが」

　テーブルの下しも座席に座るチアキに話題を振ふる。彼女はこくりと頷いて続けてきた。

「はいはい。流石に六人対応のゲームはほぼないですけど、パーティゲーム的なソフトは心春にも協力して貰っていくつか揃そろえておきましたよ」

　それに、チアキの対面、上かみ座席に座るコノハさんが頷いた。

「なんかうちの生徒会、やたらと『先代が残した遊び道具』が多いので、一時的に拝借してきました。……うちの先せん輩ぱい方、絶対まともに生徒会活動してませんよ、これ……」

　嘆たん息そくするコノハさん。……まあ、今の生徒会長もまともかどうかに関しては甚はなはだ疑問が残るというか、歴代最高のこじらせ方しているんじゃとも思うけども。それは言わないでおこう。彼女がエロゲを趣味としているのは未だに僕しか知らないわけだし。

　なんにせよ、僕や星ノ守姉妹で持ち寄ったゲームラインナップをずらっとテーブルに並べ、とりあえず片かたっ端ぱしから遊び始める僕ら。

　人じん狼ろう系カードゲームをやってみたり、すごろく＆ミニゲーム集のテレビゲームに興じてみたり、少し頭を使う戦略系ボードゲームを二卓たくに分かれて試してみたり。

　そうして、あっという間に三時間弱が過ぎ去った頃ころ。僕は……これまでの人生であまり多くは触ふれてこられなかった「パーティゲーム」というものについて、一つの結論を得た。

「（なるほど、このジャンルってやっぱり、ゲームの出来・不出来が、そのまま評価には直結しないんだなぁ）」

　それはぬるいぼっちゲーマーを貫つらぬいてきた自分にとって、少し新しん鮮せんな発見だった。

　勿もち論ろん、既き存そんのゲームだって……それこそ《のべ》さんの作品に代表されるように、個人の好みで評価が変わるものはある。

　しかしパーティゲームと称しようされるものは、それが更さらに顕けん著ちよだ。というかぶっちゃけ、不出来なゲームでも、それが却かえって場の盛り上がりに繫つながるケースが往々にしてある。

　たとえば、コノハさんが生徒会から持ち込んだゲームの一つに、昔の碧へき陽よう学園生徒会が作ったらしきカードゲーム《デュエル・スチューデンツ》というのがあった。が……これがもう、超がつく程のクソゲーだった。どれ程クソかというと、ゲームをまるで知らないアグリさんが「これバランスおかしいよね？」って一ターン目で看破するレベルだ。

　が、しかしこのゲーム……悔くやしいことに、そのクソさが故ゆえに、逆に盛り上がりはしたわけで。理り不ふ尽じんなカード効果を確認してはみんなで大ブーイングし、予想外の逆転劇を演じては敗北側が「もう一回！」と言い出してみたり。まあ正直……面おも白しろかったわけで。

　かといってじゃあ、そういう大ざっぱな運ゲーだけがパーティゲームの唯ゆい一いつ解かというと、当然ながらそれは違ちがうわけで。

　市し販はんの、特にライト層にも好評だからと購こう入にゆうしてきたボードゲームはやはりどれも良くできていて、単純に「遊び」として極ごく上じようだった。

　中でも今回特にメンバー達……取り分け天道さんや上原君の食いつきが良かったのが、「アブストラクトゲーム」と呼ばれる系統のボードゲームだった。

　アブストラクトゲーム。それは、ボードゲーム業界において主おもに「運要素の介かい在ざいしない」ゲームを指して用いられる言葉である。とはいえ明確な判断基準のあるジャンル分けでもないみたいなのだけれど、要は「オセロ」や「チェス」なんかを想像して貰えると分かりやすい。カードの引きやダイス目なんかで流れが左右されないゲーム。……って、これ、僕も最近仕入れたにわか知識なんだけどね。

　で、今回僕らが遊んだアブストラクトゲームは、概おおむね「陣じん地ち取り」要素を孕はらむ作品群だった。割り当てられたブロックを順番に置いて自陣を広げるゲームだったり、騎き士しやら城やらを用いて領土を拡大し勝利点を競うゲームだったり。

　まさに、ゲーマー向け……特にガチなプレイスタイルの人向けのゲームであり、天道さんと上原君は頭をフル回転させて鼻息荒あらく挑いどんでいたのだけれど……。

　じゃあ誰だれが強かったのかと言えば、それは意外にもコノハさんとアグリさんだった。

「なんか、クーポンとか駆く使ししてお得に買い物する感覚に似てるんだよね」

　とはアグリさんの言葉だ。実際彼女、普ふ段だんゲームを全然やらない割に、引き時、攻せめ時のタイミング見み極きわめが凄すさまじく的確だった。

　そして、そんな彼女の更に上を行くのが、コノハさんだ。

「本ほん音ねを隠かくして振る舞まったり、他人を上手うまく動かすの、凄い得意なんですよね、あたし。腐くさっても生徒会長なもんで」

　そう言って手の上で駒こまを弄もてあそびながら不敵に笑う彼女のオーラときたら。

　で、こうなると負けず嫌いの天道さんや上原君は「もう一戦！」となるわけで。

　かくしてクリスマス会という名のゲーム会は想定以上の盛り上がりを見せ、そして──




「…………ふぅ」

　自分の参加していたゲームが一段落したところで、僕はテーブルに戻もどり、気の抜ぬけた炭酸飲料をちびりとなめた。テレビ前では現在、上原君、チアキ、天道さんという、そこそこテレビゲームの上手い面子メンツ三名による白熱したミニゲーム対決が行われている。

「あれ、あまのっち、あっちにまざらなくて良かったの？」

　と、お手洗いから戻ってきたアグリさんが、僕の対面に座りながら声をかけてきた。

　僕はそれに苦笑で返す。

「……あのテンションの天道さんには、絡からまないのが吉きちなので」

「……ああ」

　アグリさんがぬるい眼まな差ざしで天道さんを見やる。そこには……ミニゲームの運要素成分が災わざわいして、現在ポイント最下位に身をやつしている、笑顔ながら闘とう志しが隠し切れていない天道さんの姿があった。……最も早はや、チアキと上原君が若干引き気味である。

　アグリさんは改めて僕に視線を戻し、そうして、少し可笑おかしそうに笑う。

「あははっ、あまのっちとこうして面と向かうと、なんか、落ち着いちゃうね」

「確かに。完全にファミレス会の感じですね、今」

「そうそう。あまのっち、ドリンクバーでなんか取って来てよ」

「流石さすがに余所よその家の冷蔵庫を勝手に開ける勇気はないので、ぬるい炭酸飲料で我が慢まんして下さい」

　そう言いながら、僕はすっかり気の抜けたシャンパン風炭酸飲料をアグリさんのグラスに注ぐ。が、彼女はそれを一口飲むと即そく座ざに「ぬるーい」と文句を垂れてきた。……僕にそう言われてもなぁ。

　アグリさんと二人、炭酸を片手に三人のミニゲーム対決をぼんやり見守る。

　……と、アグリさんが何気ないテンションで切り出してきた。

「あまのっちと亜玖璃ってさぁ……」

「なんですか？」

　ちびりと炭酸を口に含む僕。アグリさんはミニゲーム画面を見つめたまま、続けてくる。

「結けつ婚こんしたら、きっと幸せに、なれると思うんだよね」

「…………」

　……一いつ瞬しゆん、僕は自分が飲みものを盛大に噴ふき出す未来を幻げん視ししたものの……実際にはさほど動どう揺ようがなかった。むしろ、そんな自分にこそ、少し驚おどろく。

　僕は普ふ通つうに炭酸飲料を飲み、そして、普通に、答える。

「そうかもしれませんね」

　……当然ながら、上原君達には聞こえていない。聞こえたら大おお騒さわぎだろう。けれど……僕とアグリさんは、別にそれでもいいかなと思っていた。なんというか、この会話には、それほどに、邪じや気きが一切なかった。

　アグリさんが続けてくる。

「でも、実際には、交際も結婚も、しないわけじゃん」

「しないですね。したくもないですね」

「なんで強めに言い直すかな。……はぁ。でも亜玖璃達のこういう感じってなんか……イマイチ、パートナーに伝わってない感じ、ない？」

「ありますね。……何が悪いんでしょうね」

「何が悪いんだろうねぇ」

　二人、やれやれと嘆息する。……僕はもう一口炭酸飲料を飲んでから、ふと、思いついたことを提案してみた。

「ああ、いっそのこと、完全に交流絶ってみますか？」

「ああ……うん。そう……だねぇ」

「…………」

「…………」

　二人、無言でゲーム画面を眺ながめる。今回は天道さんがミニゲームに勝利しガッツポーズを取り、最下位の上原君が本気で悔しがっていた。僕とアグリさんはそれを見て、思わずふっと笑ってしまい……そんな互たがいのリアクションに、また、笑ってしまう。

　アグリさんが、テーブルにぐでーっと突つっ伏ぷしながら愚ぐ痴ちってくる。

「……なんか、それはそれで、やっぱ、どうしてもイヤなんだよねぇ、亜玖璃は」

「ですよねぇ。……はぁ、こういうのが、いけないんですかね、僕ら」

「そうなのかなぁ……」

　二人、どうしたものやらと、いつものファミレスの如ごとく、グダグダの空気を醸かもし出し始める。

　と、丁ちよう度どそんな時だった。

「あれ、どうしたんですか、お二人とも。妙みように辛しん気きくさい顔して？」

　リビングに戻ってきたコノハさんが、僕らに声をかけてきたのは。





星ノ守心春






　遊び終わったゲームを一いつ旦たん片付けるべく自室へと行き、ついでにみだしなみを整えてからリビングに戻ると、はしゃぐ姉達の傍かたわらで、雨野先輩とアグー先輩が妙にどんよりとした空気を漂ただよわせていた。

　彼らの間に座り、事情を聞いたあたしは、「なんですかそれ」と呆あきれて嘆たん息そくする。

「つまりあれですか。雨野センパイとアグー先輩って、離はなれたくても離れられない、爛ただれた肉体関係ってことですか」

『全然違うから』

　二人して真顔で否定してくる。……まあ、あたしも本気で言ったわけじゃないけど。

　でも、この二人の抱かかえている問題の本質は、それに大分近い気もする。

　あたしはテーブルの上に広げられていたスナック菓が子しをひとつまみしつつ、二人の相談に応じる。

「そもそも、雨野センパイとアグー先輩が本当に互いを異性として意識していない、ということの証明が、イマイチ成立してないんですよ」

「再三にわたって『違う』って言ってるのに？」

　雨野センパイの言葉に、あたしはやれやれと嘆息して続ける。

「ただ『違う』って言うだけじゃ、なんか、本音っぽい感じが出ないんですよね」

「本音なのに？」

「本音だとしても、です」

「じゃあ、どうすりゃいいのさ、僕ら」

　途と方ほうに暮れたような顔をする雨野センパイ。……ああ、彼に頼たよられるのって、やっぱりもの凄すごく快感だ。おかげで、どうにも自分にメリットが少ないお節せつ介かいを焼いてしまう。

　あたしは少し考えると……一つ名案を思いつき、ピンと人差し指を立てた。

「じゃあ、今からお二人に一つ、あたしが質問しますから、素直に回答して下さい」

「心理テスト的なこと？」

「そこまで深くないですが、まあそういうことです。この回答によっては、二人のことを信じてもいいかなと。……いいですか？　質問したら、本当に素直な気持ちで、回答するんですよ？　準備はいいですかー？」

　あたしの問いかけに、二人は一瞬目を見合わせるも……すぐに無む邪じや気きに『はーい』と応じてくる。

　そうして二人が、上かみ座ざのあたしを見つめてしっかりと座り直す中。

　あたしは一つこほんと咳せき払ばらいをすると……満を持じして、その質問を、二人に投げかけさせて貰もらった。




「お二人は、互いが、互いのパートナーとキスをする場面を想像した時、どういう気持ちになりますか？」




　その、あたしの質問に。

　二人は……即座に、一切迷うことなく、その目をキラキラと輝かがやかせて、前のめりに答えてきた。

『凄く嬉うれしい！』

「おっと」

　その……ちょっと想定以上の勢いに気け圧おされるあたし。が、二人がわくわくと、今の回答の診しん断だん結果を待っている様子だったので……あたしは咳払いして、答えた。

「そ、そうですね。そこで妙な嫉しつ妬とみたいなのがないのなら……お二人の間には確かに浮うわ気きめいた感情がないと、証明できそうですね」

『だよね！』

　あたしの答えに満足した二人が、顔を見合わせて喜び合う。あたしはそんな二人を生ぬるく見つめながら……心の中で「まぁ」と付け足した。

「（今の質問にノータイムで『嬉しい』と返せる関係性も、ある意味、危険領域な気がしないじゃないですけどね……）」

　少なくとも、あたしは「ただの友達」相手にそんなに親身にはなれないわけで。

　なんにせよ二人は、心底ホッとした様子で胸をなで下ろしていた。

「やー、ホント、自分の気持ちが公的に証明できてよかったです、アグリさん」

「だね。確かに、さっきの質問は理にかなってるね。うん、互いが恋こい人びととキスしている場面を想像して、どう思うか、ね。コノコノは天才だね！」

「い、いえ、それほどでも……」

　なぜこの人達は、最近あたしを恋れん愛あいマスターみたいに崇あがめるのだろう。正直勘かん弁べんして頂きたい。あたしは、自分の恋や姉の恋で本当は手て一いつ杯ぱい──

「あ、と。……ちょっと僕、そこのコンビニまで飲み物買いに出てきますね」

　──と、突とつ然ぜん雨野センパイが立ち上がった。急な行動にあたしは面食らうも、アグー先せん輩ぱいがすぐに「お、いいね！」とそれに乗る。

「ぬるいもんね、今ある飲み物。じゃ、亜玖璃、果か汁じゆう系がいいな！」

「はい、了りよう解かいしました。コノハさんは何かリクエストあります？」

　にこっと、あたしに笑いかけてくる雨野センパイ。

　その、妙に「違い和わ感かんのある」表情を見て、あたしは…………。…………。

「……あ、いえ。あたしは別に……。……あの、家に、水やお茶ならありますけど？」

「え？　あ、うん、でもほら、アグリさんジュース飲みたいみたいだし、僕も……缶かんコーヒーとか欲しいから、行ってくるよ。あの三人のリクエストは……うん、取ってる余よ裕ゆうなさそうだし、テキトーでいいかな」

　ゲームに熱中している三人を見て苦笑すると、雨野センパイはそそくさとコートを羽織り、カバンから財さい布ふを取り出す。

「行ってらー」

「はーい」

　アグー先輩が送り出す中、雨野センパイはテキパキとした動作でリビングを出て行く。ゲーム中の三人は、それに気付いてさえいないようだった。

　…………。…………。…………よし。

「あれ？　どしたの、コノコノ」

　あたしがセンパイに続いて立ち上がると、アグー先輩がキョトンと首を傾かしげ訊たずねてきた。

　あたしはリビングに置きっ放しだったコートを羽織りつつ答える。

「えっと、暇ひまなんで、あたしもセンパイの荷物持ちに付き合おうかと」

　言いながら手早く準備を整え、そして、リビングを出る直前に、ゲーム中の姉の肩かたを叩たたくあたし。

「？　なんですか心春？　今自分、ちょっと手が離せな──」

「いいから聞いて。あのさ……」

　あたしは姉に口早に指示を伝えると、彼女が「はぁ？」とキョトンとするのにも構わず、「じゃ、行ってきます」と廊ろう下かに出る。

　センパイは既すでに家を出たらしく、玄げん関かんにその姿はなかった。あたしは急いで靴くつに足をツッコミ、玄関を小走りで出て彼を追う。

　そうして、十秒ほど走って道を折れたところで、ようやくセンパイの背中を見つけて、あたしは叫さけぶように声をかけた。

「センパイッ！」

「っ!?……え、こ、コノハさん？」

　夜道でいきなり大声を出され、びくっとあたしを振ふり返るセンパイ。あたしは急いで彼の前まで行くと、軽く息を切らしながらもニコリと微笑ほほえみかけた。

「あたしも一いつ緒しよに行きます。荷物、多くなるかもしれませんし」

「へ？　いや、別にそこまでの量を買うつもりは……」

「いいですから、いいですから。さ、行きましょう、センパイ」

「え、あ、ちょ、コノハさん」

　ぐいっと彼の腕うでに絡からみつき、引っ張るように歩き始めるあたし。センパイはしばらく動どう揺ようを見せていたものの、すぐに呆れたように嘆息すると、「分かりましたよ」と並んで歩き始めた。

　若じやつ干かん強ごう引いんに腕わん力りよくであたしを引きはがしにかかるセンパイ。あたしは唇くちびるを尖とがらせつつも、必要以上に食い下がることもなく彼から離れ、大人しく隣となりを歩き始める。

　センパイは若干拍ひよう子し抜ぬけした様子で首を傾げつつも、何を言うこともなく歩き始めた。

　……二人、すぐ近所のコンビニまでの夜道を、並んで、無言で歩き続ける。

「…………」

　先程まで星ノ守家の喧けん噪そうの中にいたことも相まって、センパイは酷ひどく居い心地ごこちが悪そうだった。普ふ段だんならぐいぐい攻せめるように喋しやべるあたしが、妙に静かなのが気になるのだろう。

　彼は困ったように頭を搔かくと、絞しぼり出すように雑談を切り出してきた。

「あー……その、コノハさん、今日は、楽しい？」

「はい、楽しいですよ」

「……あ、そう。そっか……。…………」

　下ネタを言うでもなく、ただ素直に返すあたしに、センパイはほとほと困り果てた様子で俯うつむく。……普段はあたしの下ネタを嫌いやがるくせに、なくなったらなくなったでしょんぼりするのだから、ホント、不器用なセンパイだ。

　あたしは思わずクスクスと笑ってしまいながらも、ふと足を止めてセンパイのコートの裾すそを引っ張る。彼は怪け訝げんそうに立ち止まった。

「センパイ、ここ、ちょっと前に喋った公園ですよ。覚えてます？」

「え？　あ、うん、覚えてるよ。……前より雪、積もったね」

「そうですね」

「…………」

「…………」

「…………あの、コノハさん？　そろそろ、コンビニ行かないと……」

　公園前でいつまでも佇たたずんだままのあたしに、戸と惑まどった様子で提案してくるセンパイ。

　そんな彼に、あたしは「ですよね」と応じ、数歩歩みを進めるも……センパイの前に出たところでくるりと、彼の歩みを邪じや魔まするように振り返った。

　行く道を遮さえぎられ、動揺するセンパイ。

「あの……コノハさん？　コンビニに……」

　そんな彼の言葉を遮るように──あたしは、彼に、正面から……一見脈みやく絡らくのない問いかけを、放った。

「『ついでに想像』してみたんですよね？　そして……今度は、受け入れられなかったんじゃ、ないですか？　だからこそ、こうして頭を冷やしに、外に、出たんですよね？」

「？　何の話？　エロゲネタかな？　ごめん、僕それ、ちょっと分かんないや」

　そう言って、逃にげるようにあたしの脇わきを抜ぬけようとするセンパイ。しかしあたしはそれを許さず、断固として、彼をこの場に押しとどめる。

「ちょ……な、なんなのさ、一体」

　雨野センパイが、いよいよ困り果てた様子で、軽く怒ど気き混じりの言葉を投げてくる。

　そんなセンパイに対して。

　あたしは、それでも一歩も引かず、しばらく無言で対たい峙じし続け。

　そうして……じっと、機を見計らうと。

　ここだというタイミングで、彼に……雨野景太という男性の、核かく心しんに迫せまる質問を、切り出した。

「センパイ、イヤだったんでしょう？　苦しかったのかな？　いえ、不快だったのでしょうか？　それとも、その、全部だったんでしょうか？　なんにせよ……アグー先輩に抱いだいたそれとは、違ちがったんでしょう。違ったことに、動揺したのでしょう？」

「だからコノハさん、キミはさっきから一体なんの話を──」

　いよいよ本格的に苛いら立だった様子であたしを押しのけようとする雨野センパイに。

　あたしは……あたしは、彼の背後に目を向けたまま、負けじと、叫ぶ。




「うちの姉が自分以外の異性と結ばれる想像を、喜んで受け入れられなかった自分がいたんじゃないんですかっ、センパイ！」




「っ！」

　瞬しゆん間かん、センパイの足がぴたりと止まる。……あたしは今一度センパイの正面にしっかりと回り込むと……強い眼まな差ざしで、問いかけた。

「どうなんですか、センパイ。お願いです。逃げないで……答えて下さい。あたしには、その答えを聞く権利、あると思いますけど」

「…………」

「……センパイッ！」

　あたしの必死の詰きつ問もんに。

　センパイは俯いたまま……右手で左の二の腕をギュッと強く握にぎり。

　そのまま沈ちん黙もくの十秒が経過した頃ころ、ようやく……ぽつりと、答えてきた。

「……その通り、だよ」

「っ」

　思わず息を吞のむあたしに、今度はセンパイ側が、堰せきを切ったように感情をぶちまけてくる。

「その通りだよ！　ああっ、そうさ！　イヤだったんだよ！　キミのさっきの質問を、ふとチアキに当てはめて考えてみたらっ、自分でも驚おどろくほどに、胸が苦しくなった僕がいたんだよ！　アグリさんと上原君が結ばれる想像には喜びしかなかったのに……！　チアキと、知らない誰だれかを想像したら……それは……それは……！」

「……センパイ……」

　あたしが彼の肩にそっと手を置くと、彼は自らの胸むな元もとをぎゅっと握り……まるで泣きそうな声で……悔かい恨こんに打ちひしがれたような声で、絞り出すように、吐と露ろする。

「でも、こんなのは最低だ……！　僕は天道さんが好きなのに……！　それなのに……自分に告白してくれた相手だからって、チアキにまでこんな……見苦しい独どく占せん欲よくめいたものを抱いて……！」

「センパイ。誰かにそんな気持ちを抱くこと自体は、何も罪なんかでは……」

　あたしの言葉に、センパイは……ようやく少しだけ落ち着きを取り戻もどした様子で答えてくる。

「……そう、だね。これは、現時点ではまだ……僕が最低なだけであって……まだ、かろうじて、誰かを傷つけては、いない。……それだけが、救いなんだ」

　言いながら、あたしが肩に置いた手をそっとどかすセンパイ。彼は……改めてあたしの目を、正面から見返してくる。

　その目は、悲しみと、自責と、そして……なんらかの決意に、彩いろどられていた。

「だからこそ僕は、この気持ちを……苦しくても、苦にがくても、一人で、そっと、静かに吞み込むべきだったんだ」

「吞み込むって……吞み込んで、それからどうする気だったんですか？　あれですか。うちの姉に対する感情は無視して、そのまま、しれっと天道さんと縒よりを戻そうと？」

　あたしの射るような視線に。

　センパイは……センパイは、キョトンと、返してくる。

「え、こんな最低野や郎ろうが、そんな自分に都合のいい選せん択たくしていいわけ、ないでしょう？」

「……へ？」

「だから。チアキに対するこの不純な気持ちを飲み込んだ後は、僕……。……その、潔いさぎよく、二人の前から姿を消そうかと思ってたんだけど……」

「……は、はいぃ？」

　センパイの予想外の言葉に、思わずぽかんとするあたし。センパイはわたわたと手を振って返してくる。

「あ、でもあれだよ？　姿を消すって言っても、流石さすがに失しつ踪そうするとかじゃないよ？　なんというか『恋れん愛あい対象として』『異性として』の姿を消すつもりだったっていうのかな。だって……こんな二ふた股まためいた感情を抱くブレたクソ野郎なんて、あの二人には、絶対相応ふさわしくないじゃないか。だから僕はできるだけ彼女達から──」

「──ぷっ。あはははははっ！」

「こ、コノハさん？」

　急に笑い出したあたしに、オロオロするセンパイ。あたしは腹を抱かかえて、笑って、笑って……笑いすぎて涙なみだを拭ぬぐいながら、考える。

「（まったく……相変わらずだなぁ、この人は。馬ば鹿かで、純じゆん粋すいで、潔けつ癖ぺきで……でもだからこそ……幸せに、なって、ほしくて）」

　いったい、いつからだったろう。この人と結ばれる誰かが……たとえ自分じゃなくても、この人が幸せならそれでいいかと、思えるようになったのは。

　でもそれは、きっとアグー先輩のそれとはまた違う。だってあたしは……。

　あたしは、今でも、本当はこの人の一番になりたいから。

　泣きたいほどに。狂くるおしいほどに。

　けれど……けれどそれでも、同時に、こうも思えるのだ。思えて、しまうのだ。

　大事な人達の笑顔こそが、このあたしの、最大の幸せだと。

　それは奇くしくも、碧陽学園生徒会長として語る際の、表面上の綺き麗れい事そのもので。

「（あーあ……まったく、いつからこんな『いい女』になっちゃったかなぁ、あたし）」

　誰かの幸せが、自分の幸せ。そんな子供の絵空事みたいなこと、本気で考えていて。

　そして……。




　本気で「実行」してしまう、なんて。




「……センパイ」

　ひとしきり笑い終えたあたしは、少し俯いて、彼に声をかける。

　センパイは未だ心から心配そうにあたしを見つめてくれていた。……まったく。

「……一つだけ、ハッキリ言って貰もらって、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「？　なにかな？」

「センパイの、うちの姉に対するその気持ちって……つまりは、なんなんですか？」

「なにって……うーん、そうだな。……きっと、最低の独占欲というか……」

「そうじゃなくて。もっと、なんのしがらみもなく……罪悪感とか一いつ旦たん置いておいて、もう少しだけ、それを素直に、ポジティブに表現したら、なんなんですか？」

「なにって。えっと、だから……それはやっぱり……不純だとしても……」

　センパイは照れたように頰ほおを一つ搔かくと、ようやく、観念した様子で告げてきた。




「その……『恋こい心ごころ』と呼べる気持ちの、一種なのかと……」




　あたしはその回答に思わず口の端はしを上げると、同時に頭を下げる。

「ありがとうございます。あと、その、ごめんなさい」

「……はい？」

　わけがわからない、といった様子で首を傾かしげるセンパイ。

　あたしは頭を上げると、彼の戸惑いに構わず、きっと今の彼には依い然ぜんとしてわけがわからないであろう言葉を連ねた。

「申し訳ないですけど、センパイの希望は、かないそうにないんですよ」

「？　はい？　いや、え、どういうこと？　なんの話？」

「ですから、さっきの……うちの姉に対する気持ちを吞み込んで、二人の前から、恋愛対象としての姿を消すって話です」

「？　どうして？　あ、コノハさんがそれをこれから邪じや魔まする、みたいな話？」

「んー、惜おしいです。これからどうこうというか、任務は完かん了りようしているんですよね」

「完了してる？」

「ええ。少なくとも、センパイに向かう複数の矢印のうち一つに関しては、もう、どうしようもないんじゃないかと。今夜のことで、すっかり加速しきっちゃってるんで」

「…………あの、コノハさん？　言っている意味が、ホント分からないのですが……」

「そうですか？　あ、じゃ、分からないついでに、もう一つ。……あたしは、ちょっと反則気味かもですけど……少し前にセンパイには警告しておきましたからね。わざわざこの公園の前に来たことだって、まあ、警告と言えば、警告だったわけですし」

「公園の前に来たことが警告？」

「はい。だからこれはアレですね。アブストラクトゲーム。全ての情報は開示されていたし、運の要素も介かい在ざいしなかった。結局全ては、このあたしの掌てのひらの上、みたいな？」

「はいぃ？　いやもうこれ、ホント、なんの話を……」

　と、そこでセンパイは突とつ如じよ、何かに気付いたように動きを止める。

　……どうやら、ようやく思い出したらしい。以前、この公園で何があったのか。

　そして。

　その少し後、あたしにファミレスで会った際……何を警告されたのか。

「…………」

　センパイが……顔を青ざめさせたまま、ゆっくりと……自らの背後を……。

　つまり。

　彼と対たい峙じしていたあたしが、最初からずっと見つめていた先を、振ふり返る。

「だから言ったじゃないですか、センパイ」

　あたしはそんな彼の……。……いや。

　彼らの様子を、悪戯いたずらっぽく……それでいてとても愛いとおしく温かい想おもいで、見守る。

「センパイは今月──いわゆる、《背後にそっと這はい寄られる月間》、だって」

　なぜなら。

　ゆっくりとセンパイが振り返った、その視線の先にいたのは。

「…………」

　突とつ然ぜん恋が実るという聖夜の奇き跡せきに、動どう揺ようし、頰を真っ赤に染めるぼっち女子。

　つまりは──




「……チ……アキ……？」

「け、ケータ……あの……その……自分、自分……えと……えと……」




　──そろそろ少しは報むくわれるべき我が姉、星ノ守千秋、その人だったのだから。








あとがき






　どうも、大人になっても「歯医者こわーい」の気持ちだけは一向に失わないピュアなライトノベル作家、葵あおいせきなです。……ただの根こん性じよう無しとか言っちゃ駄だ目めです。

　さてさて、こんな子供時代から何も成長していないどころか退化した感まである私ですが、一つだけ、全人類の中でもかなり進んでいると自負している分野があります。

　そうです。あとがきとの関係性です。

　今回このあとがきは三ページなのですが、このページ数が判明した時の担当さんの第一声が、なんと、

「増やします？」

　ですよ？　人ってそんな提案されることがありうるんですか？　そして更さらに問題なのが、私も一いつ瞬しゆん「三ページか……流石さすがに最近、読者さんの期待に応こたえられてなさすぎるな」とかって考えが頭に過よぎってしまったことですよ。

　もう、あとがきって、なんなんですか。読者の皆みなさんと私は今、どういった世界観の中で話をしているのですか。本編以上にこじれすぎでしょう、ここ。

　というわけで少し迷いましたが、相変わらず「本編削けずったり値段上げたりまでしてやったら、終わり」精神に則のつとって、三ページあとがきですよ。ごめんなさいね。

　では、本編話を。今回は、前巻がアレだったので、個人的には「明るい」を意識して書いていた巻でした。実際明るいのかどうかは知りません。担当さんには「久々にシリーズ初期っぽいノリでしたね」と言われました。が……正直全然意識してなかったので、

「あ、あぁ、まぁ、そうだね。あえて、だよね。よ、よく気づいたねぇ、チミ」

　みたいな、ぎこちない態度で返しておきましたよ。……なるほど、確かに初期っぽいかも……。気づかなかったなぁ…………こほん。

　さて次巻の話ですが。実は次に出る「ゲーマーズ！」の小説は、短編集だったりします。秋頃ごろ発売予定でございます。主にドラマガ連れん載さい分を集めたものですが、こちらはこちらで別の「ゲーマーズ！」が展開されておりますので、興味があれば是ぜ非ひ。本編では描えがかれない、雨あま野のの秘密のゲーム友達……いえ「爆ばく弾だん」との日々が描かれておりますよ。

　そしてこの巻の発売時期にはテレビアニメ版「ゲーマーズ！」が放映中でございます。原作者が歯医者に怯おびえて震ふるえる中、素晴らしいスタッフさんとキャストさん達により作られた作品です。見られる方は是非ご覧下さい。月刊少年エースではコミカライズ版「ゲーマーズ！」も絶賛連載中＆コミック一、二巻も発売中ですよ！（宣伝らしい宣伝）




　それでは最後に、謝辞を。

　まず仙人掌様。アニメ化等に伴ともない増える作業でお忙いそがしい中、今巻も美び麗れいなイラストをありがとうございました。

　次に担当さん。基本執しつ筆ぴつしか出来ない作者に代わり、いつも各種細かなお仕事ありがとうございます。今後ともよろしくお願い致いたします。

　最後に読者様。昨今めっきりリア充じゆうめいてきた雨野君ですが、彼がこのまますんなり幸せを享きよう受じゆ出来るような人ひと柄がらなら最初から苦労はないわけで。他のメンバーもまた然しかり。

　というわけで「状じよう況きよう」と「想おもい」の狭はざ間まで各人物が翻ほん弄ろうされる九巻にも、ご期待頂けたら嬉うれしいです。……って、なんか格好好いい言い方しましたけど、要は馬ば鹿か話ばなしです。

　それでは、また九巻、もしくは先に出ます短編集でお会い致しましょう！





葵あおい　せきな



















葵せきな

●あおいせきな



内輪もめが好きです。いきなり性格歪んでそうな発言ですが、あくまで物語の話です。要は「どちらの主張も分かるなぁ」となる争いが好きというか。ヒーローものに多く見られる、この手のドラマが好物でして。そんな私の描く「ゲーマーズ！」も、当然全登場人物が共感を得られる存在であると自負して…………。




……三角や光正のことは、一旦忘れて貰ってよろしいですか？
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